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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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亮士くんさるとかに＋[image: α]の合戦に巻き込まれる

おおかみさん雪女さんの恋話をみんなと聞く

亮士くんスキルを駆使してわらしべ長者を目指すことになる

おおかみさん羽衣落として毛皮もちょっと剝げる

あとがき







[image: オオカミさんと洗濯中の天女の羽衣]







　　　亮りよう士しくんさるとかに＋[image: α]アルフアの合かつ戦せんに巻き込まれる







　ある日の放課後亮士くんは……

「そういえば、今日猿さる渡わたりさんいないっスね？」

　フェチ……じゃなくて紳しん士しの皆みなさんとだべっていた。

　いつもおおかみさんといるイメージの亮士くんだが、毎日一いつ緒しよというわけではない。当番で御お伽とぎ銀行に詰つめてる日以外は別々だったりするのだ。おおかみさんはボクシングジムに行って身体からだを鍛きたえたりしますからね。ほかにも買い物に行ったり色々と……ってまあ、当たり前ですね。

　昔の亮士くんは、そんな暇ひまな日には一人でうろうろしたり、一人で引きこもってみたり、一人で勉強したり、一人で犬と遊んだりと実に寂さびしい人だったんですが、最近はお友達ができたので今みたく、だべっているのです。青春なのです。

　亮士くんとだべっている紳士の皆さんというのは、ジャックという一人のカリスマが作り上げた組織に所属する人たちのことで、その組織は、若さあふれる男たちが熱き衝しよう動どうを満たす計画を実行するためのものでした。

　紳しん士しの皆みなさんと亮りよう士しくんは、その大いなる計画を通して知り合ったのです。で、その計画とは、大いなる自然の力を利用して、人体の神秘を探求することでした。

　……すいません、ちょっと噓うそつきました。

　本当はビル風を利用して女子生徒のパンツとか着き替がえとか見ようとしたのです。どうしようもない人たちです。

「そういや最近見てない気がするぜ」

「犬いぬ塚づかは野球で忙いそがしいから、来れないのも仕方ないかもしれないが」

　そして、今話しているのは、桃ももちゃんの下げ僕ぼくおっぱい大好き三人衆の内の一人と、この三人衆繫つながりで仲良くなったおっぱい大好きな紳士の皆さん。

　桃ちゃんの下僕三人衆とは、風紀委員のエッチなお姉さん桃ちゃんのおっぱいに惚ほれ込んでその下僕と化した三人のことです。この場にいるのは髪かみの毛つんつん雉きじ野のさんだけですが、ほかにはでかくてゴリラっぽい猿さる渡わたりさんに、胃の弱そうなマゾ美少年犬塚さんがいます。ちなみに、犬塚さんだけ二年生で残りの二人は三年生です。学年が違ちがうのに三人がため口なのは義兄弟の誓ちかいをしたからなんですが……どうでもいい設定ですね。それはともかく、亮士くんはこの三人衆と鬼おにヶが島しま高校に乗り込んだり、一いつ緒しよに野球したりしたので親しくなりました。さらに、その繫がりでこの場にいるおっぱい派の皆さんと仲よくなったのです。

「ん～、お前らなんか知ってるか？」

「知らない」

「あいつがおっぱいサミットに来ないなんて珍めずらしいな」

　なんですかそのおかしなサミットは。頭の悪さが死ぬほどにじみ出てるんですが。

　この場にいる雉野さん以外のメンバーは、蜂はち須す賀かさんに、臼うす井いさんに、栗くり田たさん、蟹かに江えさんの四人だった。容姿はまぁ……小こ柄がらな蜂須賀さんに、背が低いくせに横が広い非常に重心の低い臼井さんに、坊ぼう主ずでなんだか顔の輪りん郭かくが三角っぽい栗田さんに、髪の毛赤く染めたそこそこイケメンの……そう、なんかカリスマ美容師？　って感じの蟹江さん。説明が投げやりですが、まあ男ですしね。十じつ把ぱ一ひと絡からげな、普ふ段だん主人公たちの後ろで通行人やっているような人たちとでも思ってくだされば結構です。ちなみに蟹江さんだけ二年生です。

「なんか、ものすごく酷ひどいこと言われた気がしないか？」

「するな、すごくするな」

「いや、逆に考えるんだ。美少女になにかののしられたと考えるんだ」

「逆になってないな。……まあ、美少女にののしられるというのはすばらしいが」

　……まあ、こんなモブの皆さんは放ほうっておいて、話を続けます。

　亮士くんは一応脚あしフェチ派は閥ばつに属してるのだが、ほかのフェチの皆さんとも交流がある。というか、いくつかの派閥を掛かけ持ちしている人も多いのだ。先に出てきた蟹江さんは、髪フェチも併へい発はつしていて、亮りよう士しくんは『黒髪かみロングの美少女の髪を前に垂たらして、その髪でおっぱいの大事な部分を微び妙みように隠かくし、その髪ブラのチラリズムで悶もだえたい』とか熱弁する蟹かに江えさんを見たことがある。ちなみにその主張はかなり支持されていた。

　時々それぞれのすばらしさについて討論したり乱らん闘とうしたりするが、まあそれは予定調和みたいなもので、派は閥ばつが違ちがっても仲はよかったりするのだ。ここにいる皆みなさんは紳しん士しですし。

「おいおい、話がそれてるぞ」

「そうだな、話を戻もどそう。たしか……なぜおっぱいはああも我々の心を惑まどわせるかだったか」

　違います。どこから出てきたんですか、その話。

「違うっスよ、最近猿さる渡わたりさんの姿をここで見ないなという話っス」

　亮士くんの言葉に、皆さんが同意する。

「ふむ……たしかに猿渡のやつ、最近見てないな」

「ああ」

「雉きじ野の、お前はなにか知らないのか？」

「知らないんだぜ」

　雉野さんと猿渡さんは桃ももちゃんの下僕繫つながりで仲がいいのだが、その雉野さんも知らないようだ。

　はてさていったいどうしたんだろうか……と皆さんが考え始めたとき、蟹江さんが口を挟はさんだ。

「そういえば……昨日、猿渡さんが柿かきの木き公園で小学校低学年の女の子と遊んでるのを見ましたよ？」

　亮士くんとそのほかの皆さんが蟹江さんに注目する。

「……妹かなにかっスかね？」

「猿渡に妹はいなかったはずだが……なんか兄弟がむさい弟ばかりで妹がよかったとか嘆なげいてたし」

　ごつくて猿顔の猿渡さんの兄弟……それはたしかにむさそうです。

「親しん戚せきの子とか？」

「う～ん、どう考えても猿渡さんと同じ遺伝子を持っているとは思えない、かわいい子でしたけど」

　これまた、酷ひどい言いようですね。

「はっ、まさか…………ロリに目覚め青い果実をかじってしまおうと思っているとか!!」

「そんな馬ば鹿かな……あいつのおっぱいに対する拘こだわりは並なみ大たい抵ていのものじゃなかったぞ？　それがまったく熟うれてない、おっぱいのおの字もない幼女とどうこうなろうなどと……」

　がやがやと動どう揺ようするおっぱいが大好きな紳士の皆さんだったが、

「まあ待て、まだそうと決まったわけじゃないんだぜ」

　雉きじ野のさんの鶴つるの一ひと声こえで落ち着きを取り戻もどす。

「あっああ、そうだな」

「紳しん士したる我々としたことが……」

「まったくです」

　なんだかキャラのわからない人たちです。

　紳士の皆みなさんが落ち着いた頃ころ、蟹かに江えさんが言った。

「猿さる渡わたりさんはたぶん、今日もその女の子と遊んでるんでしょうから、帰りに話を聞いてみます」

「それがいいな」

「それでもし……本当に青い果実に目覚めていたなら説得してみます」

「できるのか？」

「なあに、仲間ですから」

　蟹江さんは歯を光らせ、すごくいい笑え顔がおを浮かべる。

　なんかいい話っぽいですが、ここでいう仲間とはおっぱい大好き同士ということです。

「ではこの話はここまでで……話を戻そう」

「そうですな…………では御お伽とぎ学園Ｇ８にメイちゃんを加えＧ９にするか否いなか」

　たぶんこのＧにはＧｒｅａｔかＧｉｇａｎｔｉｃかＧカップあたりが当てはまるんじゃないでしょうか。

「私は反対だ。メイちゃんは大きさが少し足りない!!」

「いやいや、そうかもしれないが、あの形のよさはそれを補って余りあるだろう!!」

「そうだ、お前はあの水着姿を見たことがないのか？　なら今すぐ水泳部を見学に行ってこい!!」

「それはわかっている!!　だが、ここで先人たちが選んできた伝統あるＧ８の数字を変えてよいものか。先人たちだって、考えただろう。あの娘こも加えたい、あの娘も加えたいと!!　しかし、先人たちはそのすばらしい候補の中からあえて八人を選んだ。だからこそ、歴代Ｇ８はすばらしかったのだろう！」

「それはわかる！　わかるが…………あれは、あのおっぱいはすばらしいんだ！　伝統も大事だが、現実にそぐわないのなら変える必要もあるだろう!?」

「そうだな、女生徒の発育がよくなっている昨今、八人を選べというのが酷こくかもしれん」

「だが厳しい選別があるからこそ、クオリティが保たれるのだ!!」

「しかし、安易な妥だ協きようは………………」

「安易ではない！」

「…………」

　あまりに中身がないというか、中身が濁にごった会話なのでこのあたりでやめておきましょう。聞いてるこっちが汚けがれます。

　ともかく、亮りよう士しくんのある日の放課後でした。




　亮士くんと紳しん士しの皆みなさんが、猿さる渡わたりさんがどうのこうのと話した数日後のこと。

「おい森もり野の」

　おおかみさんとりんごさんと並んで帰宅していた亮士くんに声がかかった。

「あ、雉きじ野のさんに蜂はち須す賀かさんじゃないっスか。どうしたんスか？」

　声の主は、何日か前におっぱいについて語り合ったりしてた紳士のお二人だった。

　その二人はにこやかに亮士くんに近づきながら言う。

「いや、美少女二人に挟はさまれて仲よく帰宅とか、ものすごくよい身分だなとかは思っていないぜ？」

「そうそう、覚えてやがれ貴様とか、ちくしょうこれが主人公属性かとか思っていないぞ？」

「はっははっそうっスか」

　嫉しつ妬と心にあふれた紳士たちの笑え顔がおに、亮士くんは顔を引きつらせる。いやぁ、実に紳士的な光景ですね。

　ちなみにどのあたりが紳士的かというと、亮士くんを二人で挟んでいるんですが、発ほつ作さを起こすから触ふれてないあたりがです。発作を起こさせてストーリーの進展を遅おくらせまいとする気配りが、実に紳しん士し的ですよね。
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「あらあらまあまあ、美少女だなんて本当のことを……」

　あとりんごさん、男同士の大事な話にナチュラルに入ってこない。

「またこいつらか……」

　ほらほら、おおかみさんもヒロインがものすごく嫌いやな顔をしない。

　まあ、そんな二人の反応はともかく、雉きじ野のさんはそこで急に真面目まじめな顔になり、亮りよう士しくんに耳打ちをした。

「…………蟹かに江えがやられたんだぜ」

「ええっ!?」

　亮士くんは驚おどろきの表情を浮かべる。

「蟹江のやつ、最近猿さる渡わたりと一いつ緒しよに帰っているらしい。……つまり」

「……噂うわさの柿かきの木き公園に行ったら、その幼女と元気に走り回る蟹江さんの姿が見られるということっスね？」

「その通りだ。俺たちの知っている蟹江は死んだ……なぜだぜっ!?」

「坊ぼうやだからさ!!」（作者注：ロリコンになってしまったの意）

「…………」

「…………」

　なにか通じ合えたものがあり気持ちよかったのか、雉野さんと蜂はち須す賀かさんはがっちり握あく手しゆする。

　なんなんですかこいつら。

「……というわけで、今日みんなであいつらをつけてみようと思うんだぜ。一人で行くと、蟹江の二にの舞まいになっちまうかもしれないからな。…………もちろんお前も付き合ってくれるな？」

「そうそう、これは別にたまたまお前が女の子に挟はさまれて楽しそうに帰ってたから邪じや魔ましてやろうとか思ったわけではなく、お前の力が必要だからこそ、こうして力を借りに来たんだぞ？」

　要するに、女の子二人に囲まれて帰ってた亮士くんが妬ねたましかったんですね。

「……色々気になるところがあったっスけど、おれの力が必要なら力になるっス」

　二人の妙みような迫はく力りよくに、亮士くんは反論することなくうなずく。

　友達がいなかった亮士くんとしては、こういう男同士の友情っぽいのはうれしいはうれしいのです。青春なのです。

　ですが……亮士くんの真しん剣けんな顔を見て、おおかみさんが口を挟んだ。

「おい亮士。いったいなんだ？　公園がどうかしたのか？」

　おおかみさんは少し離はなれていたので話はすべて聞き取れていなかったようだが、知ってる単語である公園だけは聞き取れたらしい。

「……なんでもないっス」

　しかし亮りよう士しくんはごまかす。まあ、おっぱい大好きな猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんがロリに走ったなんて言えませんよね、馬ば鹿か馬鹿しすぎて。しかも、これから二人をおっぱい大好きに戻もどしに行くとも言えません。

「なにもないって顔してねえだろ」

　でも亮士くん、その表情はいけませんよ。真面目まじめでかっこいいこの表情は亮士くんが滅めつ多たに見せない表情なのです。この顔を見たら、なにか問題が起きたとおおかみさんも思ってしまうでしょう。

「まあまあ、涼りよう子こちゃん。男の子は男の子で色々あるんですのよ」

　……亮士くん以外が目に入ってないおおかみさんと違ちがって、そのほか二人の態度もしっかり見ているりんごさんには、しょうもない問題が起きたんだと気づかれているようだ。

「けどよ……」

「まあ、森もり野の君のことが心配なのはわかりますけど……」

「なわけねーだろ!!」

「……見たところ別に重大な問題が発生して困ってるわけではなさそうですし、ほっといても問題なしだと思いますのよ」

　会話途と中ちゆうでつっこむ実になってないおおかみさんをスルーしつつ、りんごさんは流し目で亮士くんたちを見る。

「だって、男がなにか悪さをしてそれを隠かくそうなんて顔はだいたい同じですし……ね？」

　りんごさんに話を振ふられ、見事ビクッとなる馬鹿三人。

　なるほど、これが悪さしてそれを感づかれた男の顔ですか。まあ、悪さとはちょっと違うんですが、隠し事をしているのには間違いありません。女の子に話すわけにもいかない話ですし。

「涼子ちゃんも、これは覚えてたほうがいいですのよ？　態度を見て、スルーしてよい悪さかスルーしちゃダメな悪さかを見み極きわめられるのがいい女ですの。男を自分の手のひらの上で踊おどらせておきながらも、男に手のひらの上にいることを悟さとらせない。涼子ちゃんが森野君のお嫁よめさんになったときに必要になるはずのテクですの」

「なっなんでそんな話になるんだよっ!!」

　おおかみさんが一いつ瞬しゆんで真っ赤になる。

　相変わらずからかいがいのある人ですね。あと、過か剰じよう反応しすぎです。

「まあまあ、涼子さん……」

「お前は黙だまってろ!!」

「ひっすいませんっス」

　真っ赤なおおかみさんに睨にらまれて、亮士くんは思いっきりびびる。猫ねこさんと修行して視線恐きよう怖ふ症しようを少しは克こく服ふくしたんじゃないですか？

　……ってまあ、そうはいっても、おおかみさんのガンつけは怖こわいですよね。

　ですがそのような光景を見て違ちがう感想を得た人たちがここに。

「う～む、相変わらずいいツンデレだぜ」

「森もり野のが『深い穴』に色々書いただけのことはあるな、たしかにナイスツンデレだ」

　ちなみに『深い穴』とは、ジャックさんたちが運営する、学校裏サイトというか、学校エロサイトです。エロといってもまあ、紳しん士したちが夜な夜なフェチについて語り合ってるだけなのですが。

「あら、お目が高いですのね」

「ふっ、伊達だてに年がら年中、女の子のことを考えているわけではないんだぜ」

　それは誇ほこれることなんですか雉きじ野のさん？

「なにより我々は紳士ですからな」

　いったい今の発言のどこに紳士の要素があったのか蜂はち須す賀かさん詳くわしく。

「それに、お目が高いと言われても、森野にはかなわない。つんつん状態で誰だれも近づけなかった大おお神かみの真の姿に気がつき、ここまでデレさせたんだからな……」

「その点に関しては私も認めてますのよ」

「それに、見たところもう一押しでデレデレになるだろ」

「ん～、ここからが一ひと筋すじ縄なわじゃいかないんですのよ。涼りよう子こちゃんってば筋金入りの意地っ張りですし」

「それはそれでいいだろう。ツン期が長ければ長いほど、デレたときの感動もひとしおなんだぜ？」

「そうなんですのよね～。どうなるのか今から楽しみなんですのよ」

　だからさっきも言ったようにりんごさん、男同士の会話に自然に入り込まない。

「おいこらそこ！　なに人のこと話してやがる!!　あと、ツンデレっていうんじゃねーよ!!」

　ツンデレ呼ばわりされて切れるおおかみさんですが、どこからどう見てもツンデレですね。

「これでおっぱいが大きかったらさらによかったぶはっ」

「うるせーよ!!」

　色々言われて、とうとうぶち切れたおおかみさんに殴なぐられ、雉野さんが吹ふっ飛ぶ。

　……おおかみさん、上級生を警告なしに殴るのはやめましょうよ。

　まあそれはともかく、そんなおおかみさんを再びなだめつつ亮りよう士しくんは言った。

「りょっ涼子さん落ち着いて……ともかく、急用ができたので先に帰ってくださいっス」

「…………けっ、わかった、勝手にしやがれ!!」

　カルシウムが足りてない最近の若者って感じのおおかみさんですが、ただツンデレ呼ばわりされたからこうなったわけではなさそうです。いやもちろんそれもあるのでしょうが、一番の理由は……亮りよう士しくんが頼たよってくれないことにいらいらしているのでしょう。

　自分は色々と亮士に頼っているのに、亮士は頼ってくれない。そんなにオレは頼りにならねーのかよ！　……と考えてるのです。おおかみさんは問題の内容を知りませんからね。

　そんなおおかみさんの心の内をつゆ知らず、亮士くんは別れのご挨あい拶さつをする。

「じゃあ、また明日っス」

「……おう」

「さよならですの～」

　色々と思うところがありそうだが、これ以上気にするとりんごさんがまたにやにやするので、おおかみさんはおとなしく立ち去るのだった。

　そんなおおかみさんとりんごさんに亮士くんは手を振ふって、

「「さよなら～」」

　……ついでにいつの間にか復活していた雉きじ野のさんと、蜂はち須す賀かさんのお二人もにこやかに手を振っている。女の子と絡からめるのが、なんだかとってもうれしいらしい。

　そして、おおかみさんとりんごさんの姿が見えなくなったところで、亮士くんは雉野さんに聞いた。

「……で、これから猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんをつけるんスか？　今あの二人はどこに？」

「ああ、それなら臼うす井いたちがもうつけてる。それに、その前にやることがあるんだぜ」

「やること？」

「俺たちだけでは、あいつらを真っ当な道に引き戻もどせないかもしれない。だから助っ人を頼むんだ」

「助っ人っスか。いったい誰だれを呼ぶんスか？」

「それはだな……」




　……というわけで場面が一気に飛び、

「よろしくお願いしまっす!!」

「しまっす」

「しまっス!!」

　ここは生徒会室。

　亮士くんと愉ゆ快かいな紳しん士したち、雉野さんと蜂須賀さんが腰こしを九十度に曲げ、ものすごいお辞じ儀ぎをして頼たのみ込んでいる相手は……

「ふ～ん、猿渡のやつ最近見ないと思ったらそういうことだったのねん」

　……桃ももちゃんでした。

　相変わらず、風紀委員のくせに実にけしからんすぎるナイスバディを、これまたけしからんすぎる布の少ないセーラー服で包んでいる。

　簡単に説明すると、この桃ももちゃんは快楽主義者で気持ちいいこと大好きな、正義のエッチなお姉さんです。

　なんで正義がつくかというと桃ちゃんは、お腹なかの空いている人の前で食べるご飯は美味おいしくない理論で動くからです。

　桃ちゃんは周囲の皆みなさんが幸せじゃないと自分が幸せに……気持ちよくなれないので、周囲を平和に保とうとするのです。そのために風紀委員長として学校中に目を光らせ、なおかつ自分が気持ちよくなるために自分ルールを守らせようとします。なので、正義のエッチなお姉さんなのです。

「それでアタシの力が借りたいっていうわけねん」

「はい！　桃ちゃんのおっぱいなら、あいつを真っ当な道に引き戻もどせるに違ちがいないので！」

「当然よねん!!」

　桃ちゃんはそう言って思いっきり胸を張る。張った反動で弾はずむ胸に、皆さんは釘くぎ付けになる。

「まあ、そこまで言うなら付き合ってあげるわん。うちの学校から犯罪者が出るのは嫌いやだしねん、ご主人様としての管理責任もあるし。それに……」

　桃ちゃんがちょいちょいと亮りよう士しくんを手招きする。

「なんっスか？」

　そして桃ちゃんは……

　むぎゅ

　無防備に近づいてきた亮士くんを抱だきしめた。

「えっなっちょっ、ひっ人に触さわられると発ほつ作さが出ちゃうんで」

　桃ちゃんに抱きしめられて、亮士くんはおっぱいに埋うずもれる。

　亮士くんは対人恐きよう怖ふ症しようと視線恐怖症を変な風に発症していて、見つめられたり触ふれられたりすると変な発作を起こしてしまうのだ。……が、いつもの発作は起こらなかった。

　亮士くんは男の子ですからおっぱいも好きですが、どっちかというと脚あしの方が好きです。すらーっと伸のびた、引ひき締しまった脚が好きなのです。たとえば、スリットから覗のぞくおおかみさんの脚とかたまらなく好きなのです。

　しかし、しかし……少しして桃ちゃんの甘美な抱ほう擁ようから解放された亮士くんの第一声はこれでした。

「……いやぁ、おっぱいって本当にすばらしいものっスねぇ」

　発作が出なかったのは、猫ねこさんとの訓練の成果と桃ちゃんのおっぱいがすばらしかったからでしょう。というか、訓練の成果をこんなところで発揮するなと。

「くそっちくしょう！　てめぇだけいい目見やがって!!」

「柔やわらかかったかっ!?　気持ちよかったかっ!?　最高だったかっ!!」

「ひっひー、やめてくださいっスー」

　嫉しつ妬とに駆かられた醜みにくい紳しん士したちに囲まれて亮りよう士しくんはボコられる。

「……このアタシが側そばにいながら、ロリに走るなんてアタシのプライドが許さないのよん!!」

　猿さる渡わたりさんは桃ももちゃんの下げ僕ぼくの一人ですからね。それを奪うばわれた形になって、ちょっとプライドが傷ついちゃってるのかもしれません。

「まったくですよ桃ちゃん、思う存分おっぱいのすばらしさを知らしめてやってください!!」

「このおっぱいなら、桃ちゃんのおっぱいなら、あいつらも青くて硬かたい果実なんぞにうつつを抜ぬかしている、自分たちの愚おろかさに気がつくだろう!!」

「いやいや、まったくっスよ!!」

「では桃ちゃん、できれば出発前にこれに着き替がえていただきたいのですが……」

　桃ちゃんに手渡わたされたのはただのＴシャツ。

「…………これでいいのん？」

　桃ちゃんは困こん惑わくする。めろめろにするのにこんなに露ろ出しゆつが少なくていいのん？　って感じでしょうか。たしかにこれなら今の桃ちゃんの改造セーラー服の方が露出が高いのですが……

「これがいいんです!!」

　紳士のお二人的には勝算があるようだ。

　そんなわけで、Ｔシャツ着た桃ちゃんが仲間に加わった!!




　　　その頃ころのおおかみさん




「姐ねえさん、今日も精が出ますね」

　おおかみさんはいつも通っているボクシングジムで、ばしばしといい音鳴らしながら気持ちよくサンドバッグを殴なぐっていた。

「くそっ、ちくしょっ、あのぼけがっ」

　…………訂てい正せい、気持ちよくというか、ストレス発散ですね。

　今のおおかみさんには、サンドバッグが亮士くんに見えているに違ちがいない。

「このっこのっ」

「あの……姐さん？」

　おおかみさんはあまりに熱中しすぎて、話しかけてくるでかい人物に気づいていなかった。

「あの……」

「くのっくのっくのっ」

　今にも、ええのんか？　ここがええのんか？　とでも言い出しそうなほどに没ぼつ頭とうしているおおかみさん。気がついてもらえないことに業ごうを煮にやしたその大おお柄がらな人物は、とうとうおおかみさんの耳元で叫さけんだ。

「姐ねえさん!!」

「ああん？」

　その大声に反射的に振ふり返り、おおかみさんはガンをつける。

　そのあまりにも素す早ばやい切れっぷりに、その人ひと影かげは反射的に謝り……

「ひいっ！　すっすいません姐さん」

　……そこでようやくおおかみさんは我に返った。

「なんだ金きん太た郎ろうか……あと、姐さんはやめろと言ってるだろうが」

　おおかみさんは声の主を見上げながら言う。

　そのおかっぱ頭をしたでかいのの名前は熊くま田だ金太郎（小学六年生）。

　何ヶ月か前に、井いの中でいい気になってた金太郎少年を、おおかみさんが軽く伸のして大たい海かいの広さを教えちゃうなんてことがあったので、金太郎少年はおおかみさんのことを姐さんと慕したうようになったのです。

　ちなみに、ただでさえ小学生にしては背が高かった金太郎少年ですが、今は一七〇センチはあるおおかみさんが見上げないといけないほどに育ってます。それでいて相変わらずおかっぱ頭。かわいくなさに拍はく車しやがかかってますね。

「いやそう言われましても、姐さんは姐さんなので!!」

「はぁ…………わかった」

　おおかみさんはあきらめるかのようにため息をつく。きらきらした目でこうも断言されたら、おおかみさんもこれ以上は言えないようだ。

「……で、なんの用だ？」

　タオルで汗あせを拭ふきながらそう聞くおおかみさんに、金太郎少年は答える。

「ええと、スパーリング付き合っていただけないですか？　最近の成果を是ぜ非ひとも姐さんに見ていただこうとっ!!」

「えーまじか」

　暑苦しい金太郎少年におおかみさんは嫌いやそうな顔をする。

　そんなおおかみさんは今Ｔシャツにスパッツ姿。Ｔシャツは汗で張り付き、中に着てるスポーツブラが透すけてたり、スパッツできれいな足がより強調されている。亮りよう士しくんが見てたら理性を一いつ瞬しゆんでとばしそうな感じですが、今亮士くんはどこかで桃ももちゃんのおっぱいに埋うずまっている真っ最中です。死ねって感じですね。

　一方で、金太郎少年のお願いは続いていた。

「お願いします!!」

　土下座でもしそうな勢いで頼たのみ込んでくる金太郎少年に、おおかみさんはため息混じりに了りよう承しよう。

「あー、わかったわかった」

　なんだかんだいっておおかみさんは面めん倒どう見みがいいのです。

「とりあえずちょっと休きゆう憩けいしてからな」

「はい!!」

「……いい返事だな」

「それはもう！　最近の成果を姐ねえさんに見せられるんですから張りきりもするでしょう!!」

　ここまでなつかれると、このでかい図ずう体たいしたかわいいという要素皆かい無むのおかっぱ小学生が、かわいく見えてくるから不思議です。

　というわけで、そんな金太郎少年を見てふっと笑うおおかみさんなのでした。いやー近所の素す敵てきなお姉さんって感じですばらしいですね。




　…………で、ところ変わって、猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんが幼女と元気に走り回っている姿が見られると噂うわさの柿かきの木き公園。

　桃ももちゃんを仲間に加えた亮りよう士しくんご一いつ行こうは、公園に到とう着ちやくするとまず、猿渡さんたちをつけていた臼うす井いさんたちから話を聞いていました。

「で、様子はどうだ？」

「幼女とおままごとしているみたいだな……声が聞こえないからたぶんだが」

　隠かくれている茂しげみから顔を出し砂場の辺りを見てみると、六～七歳であろう幼女の前ででかい猿渡さんが正座し、その横で蟹江さんが寝ねっ転がっている。

「へぇ、たしかにかわいい子だな」

　そして幼女は、子供がかわいく見えるということを差し引いても、将来有望な美幼女だった。

「あの顔の造ぞう作さくは将来性十分」

「あれで乳が育てば完かん璧ぺきですな」

　あんたらどれだけ乳が好きなんですか。

「まあそれはともかくだ、ここで見てても埒らちがあかんみたいだな…………よし」

　そこで蜂はち須す賀かさんが亮士くんを見る。

「おい亮士、もうちょっと近くに寄ってどんな話をしているか聞いてこい」

　亮士くんは気配を消して周囲に紛まぎれ込むという、とても犯罪に役立ちそうというか犯罪くらいにしか役に立ちそうにないレアスキルを持っているのだ。

「了りよう解かいっス」

　そう言ったあと、亮士くんは物もの陰かげから物陰へと移動し、三人の側そばまで近づくと、幼女と猿渡さんたちの会話に耳を澄すませた。




「はい、あなたご飯ですよ～」

　猿渡さんが幼女に差し出されたのはおもちゃのお皿に載のった二つの泥どろ団だん子ご。

「くっこれを喰くえというのか？」

　ばかでかい図ずう体たいの猿さる渡わたりさんが、それを見て恐おそれおののいている。

　そんな猿渡さんにすぐ隣となりで寝ねっ転がってた蟹かに江えさんが唐とう突とつに口を開いた。

「…………子供の頃ころのことですけど、砂場で遊んでたら、なーんか手が臭くさいんですよ。しばらく考えたあとにその正体に気がつきました。ああ、犬の糞ふんが埋うまってたんだと。そしてそれを直じかに触さわったんだと。気づいた瞬しゆん間かん一目散に手洗い場に走りましたね、ああ走りましたとも」

「…………なぜ今それを言う」

「いや……、犬の糞には寄生虫とかいっぱいいそうでしょ」

「…………」

「この砂場は柵さくないし、心ない飼かい主ぬしが糞をさせた可能性もなきにしもあらず……お腹なか壊こわすぐらいですめばいいですね」

「……二つあるんだ、お前も喰わないか？」

「今俺赤ちゃんですから、ばぶー」

　蟹江さんは寝っ転がってなにしてるのかと思ったら、どうやら赤ちゃん役らしい。

「くっ貴様…………いや、それがどうした!!　将を射んと欲すればまず馬を射よという言葉がある。そのためには……こんな泥団子など恐おそるるに足らず!!　すべて喰らい尽つくしてくれるわ!!」

　猿渡さんが叫さけぶ。

　なんか、生死のかかったおままごとしてますね。




　偵てい察さつから戻もどった亮りよう士しくんが一部始終を報告すると、皆みなさんは恐れおののいた。

「おっおままごととは、ここまで恐ろしい遊びだったのか」

　たぶん世間一般でいうおままごとは、もう少しソフトだと思います。

「しかし、猿渡にそこまでさせるとは……」

「たしかにかわいい子だが……お前ロリに走りたくなったか？」

「いや、青すぎる。俺はちゃんと熟じゆくしたおっぱいのほうがいいぜ」

　そう言いながら雉きじ野のさんは正面にしゃがみ込んでいる桃ももちゃんのおっぱいを露ろ骨こつに見てます。

　……たわわに実ってますね。

　Ｔシャツなのでいつもみたいに谷間は見えませんが…………これはこれで！

「ということは、性格か？　性格がすごくよかったりするのか？」

「……泥どろ団だん子ご食べた猿渡さん見て爆ばく笑しようしてたっスけど」

　亮士くんの言うとおり、泥団子を喰らった猿渡さんですがそれをすぐに吐はき出し、水飲み場にダッシュ。女の子はそれ見てきゃははと爆笑していた。

「……魔ま性しようの女になりそうな子ねん」

　いやいや桃ももちゃん、あなたほどではないですよ。

「それでこれからどうする？　猿さる渡わたりがよっぽどあの少女に入れ込んでいるということはわかったが」

「そうだな」

　泥どろ団だん子ごを食べるくらいですからね。

「……やはり、このままここで見ていても埒らちがあかない。やつらを元に戻もどすには、直じかに話をしてやつらの魂たましいに訴うつたえかけるしかない!!　お前ら行くぜ!!」

「おう！」

「えっりょっ了りよう解かいっス！」

　雉きじ野のさんの合図で、紳しん士しの皆みなさんは隠かくれていた茂しげみから飛び出した。




　　　その頃ころのおおかみさん




「あー帰ったぞ」

　部屋に入るなりどさっと荷物を置いたおおかみさんに、りんごさんがごろごろして足をぱたぱたさせながら言った。

「お帰りなさいですの～」

「おうよ。……あーだり、喉のど乾かわいた」

　そんなことを言いながらおおかみさんは冷蔵庫を開ける。

「りんごもなんか飲むか？」

「飲みますのー」

「りょーかい」

　グラスを二つ用意しておおかみさんは冷やしていた麦茶を注つぐ。

　そしてその二つを持ってりんごさんの隣となりにどっかり座る。

「ほらよ」

「ありがとうですの」

　渡わたされた麦茶を受け取り、りんごさんはくぴくぴ飲む。

「んー日本の夏は、麦茶ですのねー」

「もう夏じゃねーよ。とっくに九月入ってんだぞ？」

「まだまだ昼間は暑いですし、夏でいいじゃないですの」

　なんだかまったく中身のないお話をしている二人。

「……お前、いいとこのお嬢じよう様さまのくせに庶しよ民みんっぽいよな」

「いいとこって、そこまでいいとこじゃないですのよ。せいぜい小金持ちですの。それに小さい頃は母子家庭で貧びん乏ぼうだったですし」

　このりんごさんはいつも幸せそうにニヤニヤ……もといニコニコしている美少女で苦労してなさそうなのだが、家庭環かん境きようは結構複雑だったりする。血が半分繫つながったお姉さんとかいますし。

「そういやそうだったな」

　そう言ったところでおおかみさんは、背中の二段ベッドに体重を預けゆっくり息を吐はいた。

「ふ～」

「お疲つかれですのねー」

「……金きん太た郎ろうの野や郎ろうに捕つかまった。あいつの相手するの疲れんだよ」

　疲れた顔に手を当てるおおかみさんに、りんごさんは某ぼう首相のような笑え顔がおを浮かべた。

「ふふん」

「……なんだよ、その嫌いやな笑顔は」

　この笑顔はかなりむかつきますね。

「いえいえ、なんだかんだ言って、金太郎君に付き合ってあげるんですのよね」

「なっあれはしつこいから仕方なく」

「言い訳しなくてもいいんですのよ？　そういう面めん倒どう見みのいいところも涼子ちゃんのいいところなんですから」

「いやだからな……」




　　　閑かん話わ休きゆう題だい




「それで、今日の晩ご飯はなに食べましょうですの」

「そうだなぁ……」

　おおかみさんはぼーっと、天てん井じようの明かりを見つめる。なにか悩なやみ事でもあるかのように、心ここにあらずという感じです。

「涼りよう子こちゃん？」

「…………」

「涼子ちゃ……っ!!」

　もう一度名前を呼びかけた瞬しゆん間かん、りんごさんは答えにたどり着きました。

　なるほど、森もり野の君のことですのね!!

　さすがりんごさん、超ちよう一流のおおかみさんマイスターです。

　ん～たぶん森野君の抱かかえている問題はお馬ば鹿かなことなんでしょうけど、涼子ちゃんはそれに気がついてなくて、問題が起きたのに頼たよってもらえないことに腹を立てている……と。

　ということは、このまま放置で涼子ちゃんを悶もん々もんとさせて、それを見て私が悶もだえるというのも一興ですけど、涼子ちゃんを女として成長させるためには………………よしですの。

　どうやら方針が決まったらしいりんごさん。何事もなかったかのように普ふ通つうにおおかみさんに話しかける。

「涼りよう子こちゃん、疲つかれてるんなら、久しぶりに外に食べに行きますの？」

「う～ん」

　微び妙みように乗り気じゃないおおかみさんだが……。

「それとも、雪ゆき女めさんのところにたかりに行くとか」

「……かなりそそられるけど、頻ひん繁ぱんに行くのは迷めい惑わくだろ」

「たぶん向こうは気にしないと思いますけど…………ああ、なるほど！　涼子ちゃんは将来の叔母おばさんに変なところを見せたくな……」

「だからもうそれはいい!!」

「じゃあどうするんですのよ」

「……ええい、わかった。外に食いに行くぞ!!」

　……気がつけばおおかみさんは、外に食べに行くことを了りよう承しようしていた。

　りんごさんのおおかみさんの思考誘ゆう導どうテクはすばらしいですね。

　そして、行く気になったところで、りんごさんは一言。

「了解ですの～」

　おおかみさんは立ち上がって、制服を脱ぬぎ始める。いわゆるサービスシーンです。

　おおかみさんはスリット入りのロングスカートに手をかけ、するりとそのスカートが下に落ち、すらりと長く伸びたおおかみさんの美び脚きやくが姿を現します。そして、足の付け根の秘密の花園が見え……そうになった瞬しゆん間かん、そんなおおかみさんの着き替がえを隠かくすようにりんごさんが立ち上がります。肝かん心じんなところが見えません。

　次におおかみさんはセーラー服の上を脱ぎます。セーラー服をまくり上げ、おおかみさんの引き締しまったお腹なかとかわいいおへそが見えて、さあこれから!!　……というところで、やっぱりりんごさんが邪じや魔まをして大事なところが見えません。

　そしてそのあとも、着替え中のおおかみさんの大事な部分がぎりぎり隠れるように、りんごさんが絶ぜつ妙みような感じで動き回ります。そう、その姿は例えるならまるでダンスをしているかのよう……

「……おいりんご、なにしてんだ？」

「いや、なんとなくですの」

　なんとなくでサービスシーンを潰つぶさないでください。というかりんごさん、なんであなたカメラの位置というか神の視点を理解してるんですか。

「じゃ、涼子ちゃんも着替え終わったことだし、行きましょうですの」

「おう」




　視点という話が出たついでに視点の対象が変わり、場面は再び紳しん士しの皆みなさんが馬ば鹿かやってる公園です。

「猿さる渡わたり、蟹かに江え見損そこなったぞ！」

「なっ、お前たちは……それに桃ももちゃんまで」

　茂しげみから飛び出した皆さんは、青い果実に籠ろう絡らくされた二人の前まで行くと思い思いに言葉をぶつけた。

「あの誓ちかいを忘れたのか!!　死ぬときは桃ちゃんの胸の中で死ぬという義兄弟の誓いを!!」

　雉きじ野のさんが搾しぼり出すように語る。

「共におっぱいについて語り明かしたあの日のことを忘れたのか!!」

　個人的には心から忘れたほうがよいと思います。というか、もっと時間を有効に使いましょうよ。青春は有限ですよ？

「そう……ブラチラに一いつ喜き一いち憂ゆうした日々を!!」

「通り雨が来たらわざわざ表に飛び出し、濡ぬれて透すけた制服をじっくり観察したことを!!」

　最低ですねこいつら。

　あまりに子供の教育に悪いため、桃ちゃんは幼女を避ひ難なんさせる。

「はいは～い、お嬢じようちゃんアタシと向こうで遊びましょうね～」

「おねえちゃんだれ？」

「そこにいるでかいののご主人様よん。桃ちゃんって呼んでねん」

「……桃ちゃん？」

「そうよん」

　紳士たちの発言は汚けがれない幼女には毒すぎますからね。

　が、そんなことをまったく気にしない放送禁止ぎりぎり、Ｒ15には突とつ入にゆうしてそうな紳士たち。

「なのになのに……ロリに走るとは…………そんなに青い果実がいいのか！」

　なんか涙なみだ流してますよこいつら。

　一通り言葉をぶつけたあと、紳士の皆さんは桃ちゃんを呼んだ。

「くそっこうなったら……桃ちゃん、桃ちゃんお願いしまっす!!」

　紳士たちは、用心棒を呼ぶ店の主人みたいな叫さけびを上げる。

「お嬢ちゃん、ちょっとここで待っててねん」

　その叫びに、幼女を避難させていた桃ちゃんが戻もどってきました。

「で、なにすればいいのん？」

「これを掛かけてください!!」

　桃ちゃんが手渡わたされたのは、なんの変へん哲てつもないショルダーバッグだった。

「これを掛ければいいのん？」

　桃ちゃんはそれを言われるがままに肩かたに掛け、

「ああ違ちがいます、たすきがけに」

「こうかしらん？」

　そしてショルダーバッグをたすきがけにした桃ももちゃんを二人の前に立たせると、雉きじ野のさんがなにやら必殺技わざみたいな名前を叫さけんだ。

「くらえ！　必殺パイスラッシュ!!」

「ぐっぐおおお」

「うあああ」

　その必殺技らしきものに、なんかダメージを受ける猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさん。

　説明しよう！　パイスラッシュとは、女の子がショルダーバッグを掛かけたときに胸が強調される現象のことを指すのだ!!　左右のおっぱいの間を通った肩かた紐ひもがスラッシュ（／）に見えるところからついた名で、記号で書くと、[image: π]パイ／なのだ!!　パイスラッシュは露ろ出しゆつが少ないのになんだかとてもエッチなのだ!!

　そのあまりの威い力りよくに、紳しん士しの皆みなさんもなぜかついでにダメージを受ける。

「くっすさまじい威力だ」

「さすがパイスラッシュ」

「俺たちもやられるところだったぜ」

　こいつら、ダメージを受けているというか……ただ喜んでるだけですね。

「……まあいい、ふっふっふっ、ロリに走ったとはいえ、さすがにこれは効いたようだな」

「特に今日はわざわざ、桃ちゃんにＴシャツを着てもらったんだぜ!!　これにより、よりそのすばらしきふくらみが強調されるんだぜ!!　Ｔシャツは露出は少ないが、無地の布は、よりその胸の形を強調するんだぜ!!　桃ちゃんの下げ僕ぼくとして側そばにいて、桃ちゃんのおっぱいに慣れているお前とはいえ、これは耐たえられないはずなんだぜ!!」

　勝ち誇ほこる雉野さんに、

「うっうおおお」

　苦しんで……じゃなく、猿渡さんは喜ぶ。

「よしもう一息で、やつらを正気に戻もどせるはずだ!!　たたみかけるぞっ!!」

「おおう!!」

　というわけで突とつ如じよ始まる、桃ちゃん撮さつ影えい会。撮影機材はもちろんおのおのの網もう膜まくです。

「もっ桃ちゃん、次は腕うでを組んでください!!」

「こう？」

「桃ちゃん、のびをしてください!!」

「こうかしらん？」

「もっもももももちゃん、手を後ろで組んで、胸を強調してください!!」

「後ろで手……こう？」

　どんどんテンションが上がっていく紳しん士しの皆みなさん……というか、なんかもう当初の目的を忘れちゃってんじゃないでしょうか、こいつら。

　それはともかく、ポーズを変えるたび、変へん幻げん自在に形を変えるおっぱいに喜ぶ紳士の皆さん…………ってあれ？

　ちょっと巻き戻もどします。

　きゅるきゅるきゅる～で少し前。

『よしもう一息で、やつらを正気に戻もどせるはずだ!!　たたみかけるぞっ!!』

『もっ桃ももちゃん、次は腕うでを組んでください!!』

『こう？』

『桃ちゃん、のびをしてください!!』

『こうかしらん？』

『もっもももももちゃん、手を後ろで組んで、胸を強調してください!!』[image: ←]猿さる渡わたりさん

『後ろで手……こう？』

　…………猿渡さんが混じってるじゃないですか。

　猿渡さんたちのことなんかすっかり忘れて桃ちゃんにしか興味がなかった皆さんも、桃ちゃんの艶あで姿すがたを存分に楽しんだあとでようやく猿渡さんが加わっていたことに気がついた。

「猿渡、お前……ロリじゃなくなったのか？」

「ロリ？　いや、わしにはさっきからお前らがなにを言っているのかわからんのだが」

「……どういうことだ？」

　なにやら食い違ちがっていて、話が通じていません。なんかわけわからなくなってきました。

「まあまあ皆さん落ち着いて、とりあえずまとめてみましょうっス」

　このままだと収拾がつきそうにないので、この場では比ひ較かく的冷静だった亮りよう士しくんが場を仕切り始める。主役のくせに、周囲の暴走で説明キャラに成り下がってますね。

「え～まずは、わかることから色々聞いてみましょうっス。おれたちは、猿渡さんが女の子と遊んでいると聞いて、ロリに堕おちたんじゃないかと心配して来たんスよ。もしもそうなら真っ当な道に戻そうと、桃ちゃん先せん輩ぱいまでつれて」

「なるほど、そういうことだったのか」

　猿渡さんが納なつ得とくがいったとうなずく。

「……それで、あの子はいったいなんなんスか？」

　亮士くんの視線の先には遠くのほうでつまらなそうにしている幼女の姿があった。桃ちゃんの言いつけ通りあそこで待っているのだろう。いい子です。でも……寂さびしそうです。ですが、ここで安易に、つれてくるわけにもいきません。教育によくなさすぎですから。

「葵あおいちゃんか？　葵ちゃんならこの間ここで会った」

　幼女の名前は葵ちゃんというらしい。

「そして、仲よくなって遊ぶようになった」

「……蟹かに江えさんがいるのは？」

「説得しに来て、話を聞いて、葵あおいちゃんと仲よくなって一いつ緒しよに遊ぶことになったんだ」

「えっと、その葵ちゃんと、どんな感じで知り合ったんスか？」

　もうちょっと詳くわしく知りたいと、亮りよう士しくんがそう聞くと、猿さる渡わたりさんは最初から説明し始めた。

「…………そう、あの日わしはこの公園で、風をつかもうとしていた」

　遠い目をして語り出した猿渡さんですが、いったいこの人、なにを言ってるんでしょう。抽ちゆう象しよう的で、わけわからない……

「なにっ!?　生身でか？　あれは時速百キロを超こえなければそれ相応の感かん触しよくを得られないと実験しただろう？　それ以下でもそれなりの感触はあるが、満足できるほどの揉もみ応ごたえを感じられるのは、百キロ超ちようだと」

「そうだ、人間の走る速さはオリンピックに出るようなトップランナーでも時速三十六キロほど、人間ではそこまでの速度に到とう達たつできないんだぜ」

「それはわかっている」

　……こともないようで、わかっている人もいるみたいですね。ですがこのままだと、なにを言ってんのこいつらなんて思うよい子の皆みなさんもいるかと思いますので説明をすると、走る車から手を出して風をもみもみするとおっぱいの感触がするという話があるのです。

　興味がある方は、危険がないようくれぐれも注意して、なおかつ親に見つかってなにやってんの？　なんて言われないよう試ためしてください。

「……しかし、できないできないとあきらめ、挑ちよう戦せんしなければ一生できないのだっ!!」

「なっ」

　ロリに堕おちたと思っていた人物が発した熱い言葉に、紳しん士しの皆さんたちは衝しよう撃げきを受ける。

「そしてわしがたどり着いたのがこれだ!!」

　猿渡さんはそう言うなり、両手をぐるぐる回しながら走り出した。

「走る速さプラス、腕うでを回す速さ。さらには風に向かうことで、より風をつかめるようになるのだ!!」

「くっ……手を回すという創意工夫に加え、大自然の力まで利用するとは」

　猿渡さんのおっぱいへの果てしない情熱に、紳士の皆さんは再び心揺ゆさぶられる。

　ちなみに、亮士くんはそれを見て若じやつ干かん引き気味で、桃ももちゃんは葵ちゃんのところに遊びに行きました。

「それはさておき、葵ちゃんとの出会いだが……今のように風をつかもうとしていたら、なんだかなつかれ一いつ緒しよに遊ぼうと言われた」

　まあたしかに、手をぐるぐる回しながら走る姿は遊んでいるように見えるでしょう。

「話を聞いてみると、母親が帰ってくるまで暇ひまらしくて、それまで遊びに付き合うことになったわけだ。別にロリに堕おちたわけではない」

「……蟹かに江えは？」

　猿さる渡わたりさんの隣となりにいる蟹江さんに聞くと、蟹江さんはなんでもないというように答えた。

「ああ話を聞いて、遊びに付き合うことになったんです。……もちろん俺も別にロリに目覚めたわけではないですよ」

「そういうことだったのか……すまないんだぜ、俺はてっきりお前らがロリの道に堕ちたのだと……」

　仲間を信じきれなかったことを悔くいる雉きじ野のさん。そして、ここまで猿渡さんを疑い、蟹江さんがロリに堕とされたと思い込み、弔とむらい合がつ戦せんに来てしまった皆みなさんも同じように悔いているようだ。

　そんな皆さんに猿渡さんは豪ごう快かいに言う。

「ふっ、気にするな、そう思われても仕方のない行動を取ったわしが悪い」

　その言葉に、紳しん士しの皆さんは震ふるえながら顔を上げる。

「こっこんな、仲間を信じきれなかった俺たちをお前は許してくれるのか？」

「もちろんじゃあ!!」

「そう、俺たちは仲間ではないですか!!」

　猿渡さんと蟹江さんが手を広げる。

「おお……」

　そして、絆きずなを確かめ合うかのように、男たちが抱だきしめ合う。

　がしっと、男たちが抱き合っている姿は、見苦しくて仕方がありません。

「桃ももちゃん、あれなにやってるの？」

「あれは、見ちゃだめよん」

　これまた激しく教育によくなさそうなので、桃ちゃんは葵あおいちゃんの目を隠かくす。

　まあ、あれは子供に見せちゃいけないものですね、ええ。

　そして、発禁すれすれな紳士の皆さんが、暑苦しい抱ほう擁ようを解いたのち、

「でもこれで、一件落着っスね」

　主役のくせに思いっきり影かげの薄うすくなってた亮りよう士しくんがそうまとめた。

　しかし、影が薄くなるのも仕方なしですか。この紳士たちは無む駄だにキャラが立っているというかなんというか、数が集まるととんでもないです。

「ホントそうだぜ」

「いやあよかったよかった」

「まったくですな」

　一件落着と和なごんだ空気が流れます。

「よし、ついでだから俺たちも葵あおいちゃんと遊ぼうか」

「それはナイスアイデアなんだぜ」

「せっかくここまで来たんだしな」

　紳しん士しの皆みなさんはそれはよいと乗り気になる。

「なにっ!?」

「それは……」

　……が、猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんはなにやら乗り気ではなさそうだ。

「ん？　どうしたんだ？」

「いや……、知らない人が増えたら葵ちゃんも嫌いやだろう」

「そうですそうです」

　……が、

「桃ももちゃんと思いっきり意気投合しているが」

　視線の先には、桃ちゃんとなにやら楽しそうに話している葵ちゃんがいた。

「うっ」

「よし、遊ぶと決まったら、桃ちゃんにどうなったか報告しないとな」

　というわけで、雉きじ野のさんは葵ちゃんと遊んでいる桃ちゃんに結果を報告しに行く。

「桃ちゃん、すいません。せっかく来ていただいたのに、かくかくしかじかで……」

「……へぇ、なるほどねん。でもまあいいわよん、この子かわいいしねん」

「えへへ」

　葵ちゃんを抱だきしめてほおずりする桃ちゃんに、葵ちゃんはうれしそうに微笑ほほえむ。なにやらもうすごく仲よくなっちゃったみたいですね。

「そう、ほんとかわいい……食べちゃいたいくらいにねん」

　桃ちゃんは気持ちよければ男でも女でもかまわない人なのですが……まさか幼女もいけるたちなのですか？

　それはともかく、葵ちゃんと遊ぼうの会が臨時発ほつ足そくです。

　子供の頃ころにやっていた遊びを葵ちゃんに教えて、紳士の皆さんは童心に返って遊び始める。この紳士たち、馬ば鹿かでスケベですが悪い人じゃないですね。

　遊んでもらっている葵ちゃんも、ものすごく楽しそうです。

　あと、地味に亮りよう士しくんも楽しんじゃってます。

「いやあ、こういうの初めてっスよ」

「ん？　子供の頃に友達と遊ばなかったのか？」

「いやぁ、おれの実家田舎いなかすぎて同年代の子供がいなかったんスよね」

「へぇ、なるほどなぁ。ならまあついでにお前も楽しんどけ」

「そうするっス!!」

　そうして、遊んでいるとあっという間に時間が過ぎていく。

　気がつけば日は傾かたむき…………時間経過と共に、猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんがなぜかそわそわし始める。

「……で、お前らは帰らないのか？」

「そっそう、もう遅おそいし……」

「ついでだから、葵あおいちゃんが帰るまで遊んでようかなと思うんだぜ」

「そうねん、たまにはこういうのもいいわねん」

　桃ももちゃんも童心に返って楽しみまくりのようです。……まぁ、身体からだはけしからんくらい大人なのですが。だって走り回るとぶるんぶるん揺ゆれてますし。

「だっだがな……」

　往おう生じよう際ぎわが悪いというか……なんでか、猿渡さんと蟹江さんはほかの皆みなさんに帰って欲しいらしい。

　さすがにほかの皆さんもなにかおかしいと感じ始めた頃ころ……その理由が判明した。

「あっママ！」

　葵ちゃんがそう叫さけび走り出すと、公園の入り口に現れた女性に抱だきついた。

「お帰りなさいママ!!」

「ただいま葵ちゃん」

　その女性……葵ちゃんのママは葵ちゃんの頭をなでる。

　……が、そんなよい感じの光景にもかかわらず、そのほかの皆さんは衝しよう撃げきを受けていた。

「おっおお」

「これは……」

　なぜなら、巨きよ大だいな山脈がそびえていたから…………葵ちゃんのママの胸辺りに。

「すっすばらしい……」

「信じられん……」

　超ちよう弩ど級きゆうのふくらみ……今現在オオカミさんシリーズ中最高の胸囲を誇ほこる桃ちゃんすら凌りよう駕がするその大きさに、一同騒そう然ぜんとなる。

「今日もおにいちゃんたちに遊んでもらったの！　今日はおねえちゃんもいたの。それでいろんな遊びを教えてもらったの!!」

「それはよかったわね」

　葵ちゃんのママは葵ちゃんに抱きつかれたまま、紳しん士しの皆さんの許もとにやって来てお辞じ儀ぎをした。

「どうも葵と遊んでいただいたようで、ありがとうございます」

「……いっいえ、こちらも楽しんだので……なぁ」

「……ああ」

「……久しぶりに童心に返れました」

　紳しん士しの皆みなさんは心ここにあらずといった感じです。もちろん視線は葵あおいちゃんのママの胸辺りにそびえる巨きよ大だいな山脈。お前ら、人の顔見ず胸見て話すとか失礼極きわまりないですよ。

「今日はおねえちゃんもいたの!!」

「あ、はい」

　桃ももちゃんは桃ちゃんで借りてきた猫ねこみたくなってます。なんですかその口調。

　これは……あれですかね。

　猫がしっぽを立てて毛を逆立てるのは、身体からだを大きく見せて自分は強いんだぞとアピールするためらしいですが……桃ちゃんもあの大きさには負けたと認めちゃったんですかね。

　でもたしかに、葵ちゃんママは、エセ巨乳にありがちなドラえもん体型ではなく、ちゃんとぼんきゅっぼんですから強そうです。

「98、99、１００、１０１……馬ば鹿かなっまだ上がるだとっ!?」

　あまりの強さに、紳士の皆さんのスカウターも今にも壊こわれそうです。

　あと、口に出すなと。

　まあそんな紳士の皆さんに向け、葵ちゃんはお母さんと手を繫つないでさよならを言う。

「じゃあ、おにいちゃんおねえちゃん、ばいば～い」

「「「「ばいば～い」」」」

　そして我に返った紳士の皆さんは笑え顔がおで手を振ふり返す。

　帰宅する母子。葵ちゃんは手を繫いだお母さんに今日あった出来事を話し、お母さんはそんな葵ちゃんの話をニコニコしながら聞いている。

　そんな二人のあとに続くのは長く伸のびた二つの影かげ。

　実に心温まる光景です。なんかカーチャンとか言いながら、親孝行したくなる感じです。

　……が、そんな素す敵てきな光景にもかかわらわず、葵ちゃんが視界から消えたのち、振っていた紳士の皆さんの手はぴたっと止まり、その場を沈ちん黙もくが支配しました。

「「「「「「「「…………」」」」」」」」

　空気が超重いです。




　　　その頃ころのおおかみさん




「それでなにを食べますの？」

　おおかみさんとりんごさんは二人並んでとことこと歩いている。

「あーなんでもいい」

　おおかみさんは相変わらず心ここにあらずといった感じだ。やっぱり亮りよう士しくんのことが気になっているのだろう。

「んもう、なんでもいいは相談の屑くずっていうでしょうですの。というか人と話をするときはちゃんと聞かないと」

　ぷんぷん怒おこるりんごさんに、おおかみさんはちょっと反省したのかちゃんと会話を始める。

「じゃあ、そうだなぁ……自分じゃ作れないものがいいな」

「作れないもの……作れないといえば、お店のカレーの味はなぜか出せないんですのよねぇ」

「あーなんか違ちがうな。自分で作ってもそれなりに美味うまいは美味いんだが」

「スパイスから作らないとあの味にならないんじゃないですの？」

「大量に作るからとか聞いたことがある気がする」

「なるほど……大量ついでで言いますと、ラーメン屋さんのあのスープも自分じゃ厳しいですのよねぇ」

「あれは寸ずん胴どうの前で何時間も立ってなきゃいけないんじゃねえか？　それは辛つらいだろ」

「そうですのよねぇ。それ以外にも、豚とん骨こつスープなんか作っちゃったら、部屋中が臭くさくなりそうですの」

「制服とかに臭においがついて、しばらく豚骨の臭いを撒まき散らすことになるのか……それは嫌いやだな」

「豚骨風味な女の子は個人的にどうかと思いますのよ」

「誰だれだってどうかと思うだろ。……あと、本格的なほかの国の料理も、店じゃないと無理だよな」

「自分たちで作ると、エセがついちゃいますのよね」

「エセイタリア料理とかか……まぁ、自分好みの味に変えるのは仕方ないんじゃねえか？　日本人だし」

「そうですのよねぇ、日本人ですし。あ、そういえばエセイタリア料理で思い出しましたけど、柿かきの木公園の側そばにパスタの美味おいしいお店ができたとか」

「……柿の木公園」

　まさしく、亮士くんが話していた公園のことです。

　りんごさんすごいですね、なんでもない会話を自分の都合のいい方向に誘ゆう導どうし、伝えたいことを伝える。

「…………」

　なんというか、あの公園まで行く理由を与あたえられてしまったおおかみさん。渡わたりに船とばかりに言う。

「じゃっじゃあ、そこの店にするか」

　普ふ通つうを装よそおっているようで普通ではない。おおかみさんはお芝しば居いができないのだ。公園に亮士くんの様子を見に行きたいというのが丸わかりだったりする。

「なっなんか急にパスタが食いたくなったしな!!」

　言いわけがましいおおかみさん。見てて悲しくなってきますね。そして優やさしいりんごさんはそんな不自然さに気がつかないふりをしてあげました。

「じゃあそうしましょうですの」

「おっおう!!」

　おおかみさんはどうしようもなくりんごさんの手のひらの上です。




　葵あおいちゃんがお母さんと帰ったそのあとのこと。周囲を支配した重い沈ちん黙もくの中、猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんに視線が注がれ。

　黙だまり込む二人に替かわって、紳しん士しの皆みなさんがまず口火を切る。

「……なるほど、だから俺らに帰って欲しがっていたんだな」

「あれはすばらしい実りであった」

「ああ、あれほどのものはそうそうお目にかかれないぜ」

　たしかにあれはすごかったです。

「このアタシが負けたと思っちゃったわよん」

「桃ももちゃん先せん輩ぱいより上がいるとは思わなかったっス」

　おっぱい派ではないというか、半おっぱい派の亮りよう士しくんと、桃ちゃんは無む邪じや気きに驚おどろいているが、そのほかの皆さんとしてはなにやら気に入らないことがあったようだ。

「まあ、あの実りのすばらしさについて語るのはあとにしよう……」

　そう言って雉きじ野のさんは周囲を見回したあと言った。

「さて、この中に裏切り者がいる!!　おっぱいは世界の宝である!!　……にもかかわらずそれを独どく占せんしようとした者がいる!!　許せるか!?」

「許せないですな」

「許せませんな」

「いやいやまったく」

「そうだろう、そうだろう。…………故ゆえにこれよりおっぱい裁判を執とり行う!!」

　なんですかその頭悪そうな裁判は。

「というわけだ、猿渡。洗いざらい吐はいてもらおうか？　ん？」

　雉野さんは目が笑ってない笑え顔がおで、猿渡さんの肩かたをつかむ。

　先ほど友情を確かめ合い抱だき合ったやつらとは思えませんね。

　そんな周囲の圧力に、この場をどうやって切り抜ぬけるかとか色々考えていた猿渡さんだったが、もうどうしようもないとがっくりと肩を落とした。

「……わかったすべてを話そう」

　そして、猿渡さんは真実を語り出した。

「……葵ちゃんのお母さんは何年か前に離り婚こんしたらしくてな……、女手一つで葵ちゃんを育てている。だから葵あおいちゃんと仲よくなって美み野の里りさんの好感度を上げようと……」

　お母さんの名前は美野里さんというようです。

「そういや、年上好きだもんなお前。じゃあ蟹かに江えが仲間に加わったのは？」

「…………蟹江は、光ひかる源げん氏じ計画だ。あの遺伝子を引いているんだから、それはもうすてきなレディに成長するだろうからな。年ねん齢れいだって十離はなれているだけだから、大人になれば問題ない年齢差だ。だから刷すり込みをしようと」

　たしかに、かなり有望そうです。どことは言いませんがものすごく実りそうです。

「なるほどなるほど、それも実に蟹江らしい」

「鳴かぬなら鳴くまで待とうの家いえ康やすタイプですからな」

「うむ、多大な忍にん耐たいと手て間ま暇ひまを必要とする、壮そう大だいな計画だ。次期ジャックと目されている男だけのことはある」

　さすがカニですね。昔話でも柿かきの種たねを実がなるまで育ててましたし。

「黙だまっていたのは、このことを知ったらライバルが増えると思ったからだ。わしは……わしは本気で美野里さんに……惚ほれて……だから……」

　洗いざらい吐はかせたところで…………とげとげしかった紳しん士しの皆みなさんのまとう空気が急に優やさしいものに変わった。

「ふっ、なぜそれを先に言わなかった」

「……なに？」

「それを言えば協力してやったものを」

「そう、我々の結束は、こんなものでは崩くずれない!!」

「まだ青い果実を熟じゆくすまで自ら育てようというその心意気！　熟し、たわわに実っているとはいえ、バツイチ子持ちなんてハードルの高い女性の心を射止めようなんていう大いなる決意！　お前たちのおっぱい好きの魂たましいを見せてもらった!!」

「なに……わしらを許してくれるのか？」

「もちろんだとも!!　俺たちは仲間ではないか」

「そうとも、われわれは仲間だ!!」

「まったく水くさいぜ、俺たちは義兄弟だろう？」

　猿さる渡わたりさんは瞳ひとみを潤うるませる。

「お前たち……くっすまない！　わしは……わしはお前たちを信じきれなかった!!　もし知られてしまったら、ライバルが増えるんじゃないかと……なんと醜みにくい」

「ふっ、俺らもお前らがロリに堕おちたんじゃないかと疑っていたのだから、これでおあいこだぜ」

　友情を確かめ合う皆さん。これぞ雨降って地じ固まる、結果オーライ、困難を乗り越こえより結束を固くしたおっぱい大好き紳士の皆さんでした。

「よしみんな!!　風に向かって走るぞ!!」

「「「「「おう!!」」」」」

　青春ですね。ですが…………やってることは青春のせの字も感じられない行動です。

　なぜなら紳しん士しの皆みなさんは、かけ声を上げながら手をぐるぐる回し公園内を走り出したんですもん。

「「「「「おっぱいおっぱいおっぱい」」」」」

　走るときのかけ声はもちろんおっぱいです。

　いい年した男たちが変なことを叫さけび、手をぐるぐる回しながら公園内を走り回る。

　近年まれに見るお馬ば鹿かな光景です。救いようがない。

　ですが……先ほどまではどうにも一歩引いてて加われなかった亮りよう士しくん。まあ、亮士くんは何度も言うように脚あしフェチですし、テンションが上がりきらないのも無理はないかもしれません。

　……が、男たちの熱き友情に亮士くんの心が震ふるえました。なんか色々麻ま痺ひして、目の前の光景がものすごく楽しそうに見えてきました。人間は慣れる生き物なのです。

　そして気がつけば……

「おっぱいおっぱい」

　そこには、おっぱいと叫びながら元気に走り回る亮士くんの姿が!!

　…………オオカミさんシリーズの主人公が、主人公として激しく不適切な言動をしていることを、ここに謹つつしんでお詫わび申し上げます。

　そんな感じで、周囲のすごいテンションに引きずられ、しばらくの間おっぱいおっぱいと大騒さわぎしていた亮士くんだったが…………視界の隅すみになにか引っかかるものがあった。

　なんだ？　とその方向を見てみると、なにやら公園の側そばを通りがかったらしい私服のおおかみさんがこっちを見ていた。

　隣となりには同じく私服のりんごさんがいる。

「…………」

「…………」

　どこかに行く途と中ちゆうに通りすがったみたいですが…………無言です。すごい無言です。

　おおかみさんとりんごさんは、無言無表情で亮士くんを見つめ、見つめ、見つめ……なにも言わずに歩き去ります。

　きついです。無言はきついです。これならなにか言われたほうがよっぽどましです。罵ば倒とうのほうがまだ優やさしさがある気がします。

　そしてなによりきついのがあの視線。虫けらを見る目です。無表情で、さげすんだ視線だけを向ける。これ、かなりキます。

　しかしまあ、おっぱいおっぱいと騒いでた男を見る目としては正しいものでしょう。

　特におおかみさんは、色々心配してたりしましたからね。オレは頼たよりにならないのかとか色々考えて、大だい丈じよう夫ぶだろうかと心配して、できるなら手助けを……と来てみたらコレです。こんな態度を取りたくもなるでしょう。

「みっ見ないで、そんな目で見ないでー」

　視線恐きよう怖ふ症しようを多少は克こく服ふくした亮りよう士しくんですが、さすがにこのおおかみさんの視線には耐たえられなかったようだ。

　おっぱいおっぱいと騒ぐ紳しん士しの皆みなさんの声に混ざって、亮士くんの悲痛な叫さけびが響ひびき渡わたった。

　いや、なんというか……

「みっ見ないで[image: ～][image: ～]!!　……うあぁ[image: ～][image: ～]涼りよう子こさんこれは誤解なんスよ～」

　なにがどう誤解なのはわかりませんが……こういう間の悪い日もたまにはありますよね!!

　……まあ、間が悪いというか、これは全部りんごさんのせいなのですが。

「涼子さ～ん」

　ちなみに桃ももちゃんは見たいドラマがあったので家に帰りました。




　これにて、猿さる渡わたりさんと蟹かに江えさんがロリに走った事件がたぶん解決しました。

「まあまあ、そんなに気を落とすな」

「落とすっスよ……あれから涼子さん口もきいてくれないんっスよ」

「はははは、ご愁しゆう傷しよう様」

「ぱーっと遊んで嫌いやなことは忘れようぜ」

　紳士の皆さんがその後どうしたのかというと……

「くっ貴様ら、なんでここにいやがる!!」

「いいじゃないか。たまたまここに来たくなっただけなんだから」

「そうそう、葵あおいちゃんもお友達が増えて楽しいだろう。ね～」

「うん、たのしい!!」

　……翌日もまた公園にやって来ていた。

「うんうん、いい返事だ。……じゃあ、今日はなにして遊ぼうか」

「えっとね、えっとね」

　紳士の皆さんは仲よく葵ちゃんと遊んでいる。

　どうやら、猿渡さんと蟹江さんが黙だまっていたことを、やっぱり根に持ってるみたいですね。

「こっこいつら……だから教えたくなかったんじゃー!!」

　…………醜みにくいですね。


めでたくなしめでたくなし









　　　おまけ




　りんごさんが唐とう突とつにかかってきた電話に出てみると、お相手は亮りよう士しくんの叔母おばで、保護者でもある雪ゆき女めさんだった。

『おい、りんご』

「あっ、雪女さんどうしたんですの？」

『ここ数日、なんか亮士のやつが陰いん気きくさくて仕方ないんだが、どうかしたのか？』

「あー、涼りよう子こちゃんに無視られているというか、さげすんだ目で見られて話しかけてもスルーされてるんですのよ」

『なんだそりゃ。あいつなんかやったのか？　若さに任せて涼子に襲おそいかかったとか』

「森もり野の君にそんな度胸ないですのよ。あったとしても返り討うちにされますの」

『そりゃそうか。……で、なんでそんなことになってるんだ？』

「公園で、何人かとおっぱいおっぱいと言いながら踊おどり狂くるってたのを涼子ちゃんが目もく撃げきしちゃったんですのよ」

『…………なんだそりゃ。あいつ変な宗教にでもはまったのか？』

「おっぱい好きが宗教なら、男のほとんどは信徒になりそうだと思いますけど、まあ違ちがいますの。男の子同士、お馬ば鹿かな理由で馬鹿騒さわぎしてただけですのよ。でも、涼子ちゃんってば少し潔けつ癖ぺき症しよう気味というか、夢見る少女的なところがあるので……」

　まあ、おっぱいおっぱいと叫さけびながら踊り狂う少女漫まん画がのヒーローはいませんわな。

『なるほど』

「あの年とし頃ごろの男の子なんてあんなものでしょうし、そのへんのことをそれとなーく教育してるので、まあもう数日もすれば大だい丈じよう夫ぶだと思いますの。潔癖症は生きるのに辛つらいでしょうし、なにより男の少しのお馬鹿なら受け入れ目をつむるのがいい女ですの」

『……悟さとってんな』

「まあ、親の教育がよかったもので」

　というわけで、りんごさんと雪女さんは色々情報交こう換かんして夜が更ふけていくのでした。
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　　　おおかみさん雪ゆき女めさんの恋話コイバナをみんなと聞く







　ある休日、おおかみさんが暇ひまだな、することないなーというわけで遊びに来たのは亮りよう士しくん家ちというか、亮士くんの叔母おばの雪女さん家だった。

　もちろん亮士くんに会いに…………来たわけではない。雪女さん家は犬がいるし、美味おいしいご飯が出てくるし、家主である雪女さんは、豪ごう快かいでおおざっぱでなんでも誰だれでもばっちこーいな人なので居い心地ごこちがいいのだ。

　……と、ここで雪女さんの説明をしておきますと、名前は村むら野の雪女。二十ピー歳さい。めがね美人で、既き婚こんで旦だん那なさんの名前は村野若人わかと。職業は小説家。姉あね御ごとかいいたくなるほどの男前な性格のくせに、おおかみさんがめろめろになるほど甘い少女小説を書いています。

　んでもって今そのおおかみさんがなにをやっているかというと……

「自じ炊すいしてるだけあって様になってるね」

「そっそうですか？」

「うん、涼りよう子こちゃんもりんごちゃんもマチ子ちゃんもね」

「ありがとうですの」

「ふふっ幸せをつかむためには家事スキルは必ひつ須すだから当たり前ですよ!!」

　料理教室です。エプロン姿のおおかみさんとりんごさんは雪ゆき女めさん家ちのダイニングルームにいた。おまけに夏休み前に色々あって、雪女さん家の営むおかし荘そうに住むことになった、熱血不幸少女マチ子さんもいる。

「ウチはスキルを磨みがいて玉たまの輿こしにっ乗りまくるのよ!!　男は手料理に弱いのよっ!!」

　相変わらず幸せ追求に余念がないみたいですね。まあ、親に捨てられ売られかけたという実にヘビーな過去を持っているので、それも仕方なしですが。

　そんな三人を見ながら、にこにこと柔やわらかい笑え顔がおを浮かべている人のよさそうなめがねの男性が、雪女さんの旦那さんである村むら野の若人わかとさんだ。いい人オーラがもうあふれんばかりに出ています。

「ははは、そうかい。ならこっちも本ほん腰ごし入れて教えちゃおうかな」

　なんでこんなことになったかというと、いつぞや……オオカミさんシリーズ４巻あたりの、おおかみさんとりんごさんのピロートーク（意味的には間ま違ちがってますが言葉的には間違ってません）に出てた若人さんに料理教えてもらおう計画を実行したのだ。そうしたらどこかから聞きつけたマチ子さんも参加することになったわけで。

「…………熱いなぁマチ子」

「まあ、実際手料理は男のロマンみたいですし、マチ子さんの言うことはあながち間違いでもないと思いますの。男を捕つかまえるなら胃い袋ぶくろを押さえろとかは基本ですし」

　料理の上手うまい嫁よめは男の夢ですしね。

「まあ、できないよりできるほうがいいに決まってるよね。じゃあ、下ごしらえはささっと終わらせてお茶にでもしよう」

「「「は～い」」」

　若人さんの言葉に女の子三人はいい返事で応こたえた。




「今いま更さらですけど、今日はありがとうございますの」

「いやいや、ぼくも助かったしね。かわいい女の子に囲まれて楽しかったし」

「あらまあ嫌いやですの、そんな本当のことを……」

　りんごさんはやっぱりナルシストですよね。

　今皆みなさんは、下ごしらえがあらかたすんで、お茶を飲んで休きゆう憩けい中だ。作っているのは夕食なので、夕方くらいから本格的にお料理を始めるのだ。

「それに……涼りよう子こちゃんはぼくの姪めいになるかもしれないからね。仲よくする機会があってよかったよ。ぼくは雪女のおかげですごく影かげが薄うすいからねぇ」

　若人さんは自分の影の薄さを理解していたらしい。でも、雪女さんの側そばにいたら、そりゃあちょっとやそっとのキャラ立ちでは霞かすんでしまうだろう。あの人はものすごく濃こいですからね。

「なっそれはっ!!」

　おおかみさんはその若人わかとさんの言葉に真っ赤になる。ただ若人さん相手なので強い口調で反論するわけにもいかず、口をもごもごしている。でも、若人さんの影かげの薄うすさを否定はしていない。おおかみさんの中では、雪ゆき女めさんの側そばでにこにこと背景と同化しているのが若人さんのイメージなのだ。雪女さんが出てくるときには、けっこうな確率で側にいるのに描びよう写しやすらされないし。

　なんて感じで、仲よく話をしていたら、寝ね起きらしいぼさぼさ頭の雪女さんが現れた。

「おーす」

　実に不健康そうな雪女さんです。もうすぐ夕方ですよ。

「あっどうもです」

「こんにちはですの」

「おはようございます！」

　家主の登場に三人は挨あい拶さつをする。若人さんは立ち上がって冷蔵庫に向かう。

「おはよう、雪女。なにか飲むかい？」

「うー……コーヒー、冷たいやつ。……それにしても両手に花でいい身分だな若人」

「だろう？」

　ペットボトル入りのアイスコーヒーをコップに注つぎつつ若人さんが答える。

　雪女さんはどっかりと自分の席に座り、若人さんに入れてもらったコーヒーを飲んで一息ついたあと聞いた。

「ふう…………で、これはいったいなんなんだ？」

「料理を教えてと頼たのまれたから、一いつ緒しよに夕食を作ってたんだよ」

「へぇ……」

　雪女さんは少し感心した表情を浮かべたあとに……おおかみさんを見ながらにやりと笑って言った。

「なるほど、花はな嫁よめ修業か」

　そしてすかさずりんごさんに目配せし、

「涼りよう子こちゃんについてはまったくもってその通りですの」

　その意を受けたりんごさんがすぐさま雪女さんの言葉を肯こう定ていする。りんごさん、雪女さんのフリをナイスキャッチです。

「なっなに言ってんだよ!!」

　そのナイスな連れん携けいに、おおかみさんは赤くなって慌あわてる。

「まあ、釣つった魚にえさをやるのは基本よね。いくらラブラブで相思相愛でも、努力しないと幸せは逃にげていっちゃうわ」

　マチ子さんはうんうんうなずく。

「おい、マチ子！　お前もなに言ってやがる！　これはだな！」

「恋する乙女おとめはいいものですのねー。あやかりたいものですのーまったく」

「りんごてめぇ!!」

　なんて話してたら…………

「…………」

　なにを思ったのか、マチ子さんが急にあごに手を当てて若人わかとさんをじろじろ見たあと、唐とう突とつに言った。

「うーん…………若人さんって実はすごくいい男ですよね」

　たぶん、恋話コイバナ[image: →]おおかみさん幸せそうでいいなぁ[image: →]ウチも幸せになりたいなぁ[image: →]いい男はいねがぁ……みたいな思考の変へん遷せんをたどって今の台詞せりふが出たようです。

「ははは、そうかいありがとう」

　若人さんはさわやかに笑う。

「そうですよ!!　ほんと、亮りよう士しと同じで売約済みなのが残念だわ」

　そう言われてみればと、おおかみさんとりんごさんはいつも通りにこにこ優やさしく笑っている若人さんを見る。

　雪女さんが目立ちすぎてとても影かげが薄うすくなってますが、よく見てみるとたしかに優しくて人格者で見た目もそこそこよくて家事万能、実にポイント高い。

「雪ゆき女めさん！　どこで出会ったんですか？　かっこいいし、優しいし、料理上手うまいし、面めん倒どう見いいし!!」

　さっさと幸せをつかみたいマチ子さんは、すでに幸せを手に入れている雪女さんにアドバイスを求める。

「あっ、それは私も聞きたいですの」

　そのマチ子さんの問いにりんごさんも手を挙げ、おおかみさんも興味津しん々しんといった感じだ。やっぱり女の子は恋話が大好きなのだ。

「是ぜ非ひ聞かせてください!!」

　そんな興味津々なマチ子さんのお願いに、雪女さんはアイスコーヒーに口をつけつつさらっと答えた。

「ああ、道に落ちてた」

「ははは……………………ってマジですか？」

　その雪女さんの発言を冗じよう談だんだと思って笑ってたおおかみさんだが、雪女さんの顔を見ると冗談を言ってるようでもない。

「…………落ちてたんですか？」

「落ちてた。なあ、若人？」

　真顔でうなずく雪ゆき女めさんに、

「そう、落ちてたんだよ。なつかしいなぁ」

　やはり、若人わかとさんはさわやかに笑う。

「……落ちてるってなんだ？」

「……全然出会いが想像できませんの」

　予想外すぎる言葉にとまどいを隠かくせないおおかみさんと好こう奇き心しんが顔に出ているりんごさん。なかでも一番ショックを受けてるのは……

「…………幸せって道に落ちてるの？」

　……マチ子さん。

　幸せの狩人かりゆうどマチ子さん的には、少々ショックかもしれません。ずっと追い求めてきた理想の幸せが道に落ちてるなんてありがたみがないわ、そんな落ちてるようなものすら自分は手に入れられないのかとか思うと、もう悲しすぎます。

　そんな三者三様のリアクションを楽しそうに見たあと、

「そうだな、おもしろいもん見せてやる」

　雪女さんは席を立ち、少ししてアルバム片手に戻もどってきた。

「えーと、たしか……おお、これだ」

　テーブルの上に広げたアルバムのページには、若かりし頃ころの雪女さんがいた。建物をバックに、何人かと写っている写真。雪女さんは写真の中央で不敵に笑っている。

「うわぁかわいいですの」

　りんごさんが感かん嘆たんの声を上げた。

　写真からでも伝わってくる全身からあふれる眩まぶしいまでの若さ、高校生の雪女さんはたしかにかわいいです。とくにお肌はだの張りなどは今とは……って冗じよう談だんですよ雪女さん。だから虚こ空くうを睨にらむなんて、しらふとは思えない怪あやしい行動はやめましょうよ。

　まあそれはともかく……。

「そうだろうそうだろう。それがちょうど高三になった頃だな」

　雪女さんは誇ほこらしげにうなずく。

「それにこの建物って……」

　写真のバックに写っているのは、古ぼけて今にも崩ほう壊かいしそうなプレハブ小屋だった。掛かけられた看板に書かれた文字は、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会とある。そういえば雪女さんはおおかみさんたちの先せん輩ぱいだったりするのだ。

「……この頃からもうボロかったんですのねぇ」

「というか、この頃からボロかったのになんでまだあれ建ってんだ？」

　おおかみさんは、未いまだどうにか建ってる、ぼろぼろの御伽銀行地上支店を思い浮かべながら言った。たしかに、今にも崩くずれそうですがしぶとく残ってます。本ほん拠きよ地は地下にあるのでまあボロくてもあまり問題はないのですが。

「それで雪ゆき女めさん、おもしろいものってなんですの？　いやこれはこれで十分おもしろかったんですけど」

　今はもう見られない激レアな高校生雪女さんですしね。

「あたしの隣となりをよく見てみろ」

　そこにはリーゼントで裏地に刺し繡しゆうの入った短ランを着て、目つきの悪い全開バリバリ（死語）って感じのすんごい不良が不ふ機き嫌げんそうな顔で写っている。

「この方ですの？」

「雪女さんの元彼とかか？」

「いや、でもそれなら若人わかとさんの前で堂々と出さないんじゃない？」

　女の子三人組は話し合う。しかし、答えは出ない。というわけで、種明かしを頼たのむことにした。

「……で、この人は誰だれなんですの」

　そのりんごさんの問いに、してやったりみたいな笑え顔がおを浮かべて雪女さんは答えた。

「若人だよ」

「「「…………は？」」」

　女の子たちが見事にハモりました。それをにやにや見ながら雪女さんは繰くり返す。

「だから、その気合いの入ったツッパリ少年は若人だって言ってんだ」

　三人は写真の全開バリバリツッパリ少年と、目の前で優やさしい大人の魅み力りよくあふれる笑顔を浮かべてる若人さんを見比べた…………たっぷり間をとったあとで驚おどろきの声を上げた。

「「「えええーっ!?」」」

　でもって若人さんと写真を見比べてもう一回。

「「「えっ？　えええー!!」」」

　なんというか、別人どころの話ではありません。共通点まったくなしです。

「こっこれ若人さんなんですか!?」

　マチ子さんのお目々がまんまるになる。

「いやいや恥はずかしいなぁ」

　とりあえずこんな感じで笑ってすませられる若人さんはただ者ではありません。普ふ通つうなら、黒歴史級の封ふう印いん指定一直線な過去ですよこれは。すごいですね、雪女さんの旦だん那なをできるだけあって、若人さんの精神は実に強きよう靭じんらしいです。

「どっどうしてあの若人さんが、この若人さんになるんですか!?」

　マチ子さんが雪女さんに詰つめ寄る。たしかに、あのヤンキー若人さんになにを掛かけ合わせたら、今の実にナイスガイな若人さんに進化するのか想像もできない。

「というか、いったいぜんたいなにがどうなってこうなったのか、すごく興味がわくんですけど、聞いちゃっていいですの？」

　たしかに気になって仕方がありません。

「そんなに聞きたいのか？」

　そんな三人の様子に雪ゆき女めさんが聞くと、

「是ぜ非ひとも聞きたいですの！」

「オッオレも聞きたいです！」

「ウチもぜひ後学のために！」

　三人は身を乗り出す。たしかにお年とし頃ごろの三人には、他人の恋話コイバナほどおもしろいものはないかもしれません。しかもハッピーエンド確定のお話ですからね。

「……まあいいが、別におもしろい話でもないぞ？」

　雪女さんはそう断ったあと、たばこに火をつけ語り出した。

「そうだな、あれはあたしが高校二年の冬だったかな……」




　その日は雪の降る寒い日でした。

　雪女さんは傘かさを差し夜道を歩いていた。

　冷たく知的なそのまなざしとめがね、長く伸のびたつややかな黒髪かみは本編時間と変わりはないが、若い。具体的には十ウン年分ぐらい若い。

　積もった雪に足あし跡あとをとことことつけてる若い雪女さんの手には、スーパーの袋ふくろがあった。袋からネギとか飛び出ていることから、どうやら買い物帰りらしい。

「ん？」

　そんな雪女さんは進路前方に微び妙みように不自然な雪の固まり発見する。雪に埋うもれたゴミ……かと思ったら、どうやら人型をしているようだ。

「これは驚おどろいたな。人が落ちてる」

　せめて倒たおれてると言いましょうよ、雪女さん。

　とりあえず、雪女さんは積もった雪を払はらう。もしかするとマネキンとか南極何号とか名前のつく物体だったりするかもしれない。…………南極何号とかはスルー推すい奨しようです。調べてもいらない知識が増えるだけなので。

　ともかく、雪をどけると中からまず出てきたのは見事なリーゼント、

「…………」

　次に出てきたのは所々腫はれ上がった顔、

「…………」

　最後に全身の雪を払ったあとに出てきたのは……

「…………ヤンキーか」

　それはもう見事なヤンキーだった。だからといって、雪に埋め直すわけにもいかない雪女さんは、ヤンキー少年を揺ゆする。

「おい……おい……」

　そして目を覚ました少年が、焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみで雪ゆき女めさんを見て発した言葉は……

「…………雪ゆき女おんな」

　その言葉に雪女さんは笑う。

「ははっ、雪女か。実におしいな、合ってるんだが間ま違ちがってる。ところでそんなところで寝ねていると死ぬぞ」

　しかし意識がもうろうとしているらしいリーゼントの少年は、再び目を閉じてしまう。

「おい……」

　呼びかけるが、返事がない。このままだとマジに屍しかばねになっちゃいそうです。明日の朝には冷れい凍とうヤンキーの出来上がりです。

　雪女さんはどうするか考え……ため息をつく。

「…………仕方ない、女のあたしの腕わん力りよくを恨うらめよ」

　雪女さんは持っていた買い物袋ぶくろを少年の上に置き、そのまま足を持ってずるずると引きずり出した。

　地面に人を引きずった跡あとが残され、ここに血けつ痕こんでも混じっていたら間違いなく事件現場だ。

「我ながら……怪あやしすぎる……光景だな……まったく。おいお前……聞いていないだろうが……一応言っておく……今度……行き倒だおれるなら……人の住んでる……アパートの前は……やめてくれ」

　雪女さんは愚ぐ痴ちりながら、すぐ側そばにあった自分の部屋にヤンキー少年を引きずり込んだ。




　少年は夢を見ていた。いやあれは夢だったのか現実だったのか。

　少年が呼びかけられる声に目を開けた瞬しゆん間かん、視界に飛び込んできたのは、街がい灯とうの明かりとそれに照らされた美しい少女だったのだ。しんしんと降る雪。雪に反射した淡あわい光に照らされた黒髪かみが、少女をより美しく際きわ立たせていた。

　その幻げん想そう的な光景に少年は思わず、

「…………雪ゆき女おんな」

　と、つぶやいてしまったのだ。

　あの女はすごくきれいだった……ただ御お伽とぎ学園の制服を着ていたような……。

　そこまで思い出したところで、夢ではなく現実に起こったことだと気がついた少年は目を開いた。

　感かん触しよくから、どうやら布ふ団とんに寝ねかされているようだな……と身体からだを起こすと、声がかけられた。

「おはよう、目が覚めたか」

　その声のほうに少年が向くと、すぐ横でテレビを見ている少女の姿が目に入った。

「なななな、なんだお前は！」

「なんだお前とはなんだお前は。命の恩人に向かって」

　あわてて起き上がった少年に冷静に少女は言葉を返す。起き上がった少年の上半身は裸はだかで、決まってたリーゼントはほどけて前髪がみが前に垂たれている。こうやって前髪垂らしてみると威い圧あつ感がなくなって年相応にかわいく見える。

「っ？」

　そこで上半身が裸なことに気がついた少年はバッと布ふ団とんをはぎ取る。

　中にはお湯の入ったペットボトルが何本かあった。あと、パンツもはいてなかった。

「なっこっこっ!?」

「なぜこんなことに？　でいいのか？」

　こくこくうなずくヤンキー少年。

「……覚えてないのか？　お前はひとん家ちの前で行き倒だおれてたんだよ。夏だったら容よう赦しやなく無視してたんだが、この雪の日に見捨てたら本気で死にそうなので、とりあえず助けたわけだ。家の前で死なれると寝ね覚ざめが悪すぎるからな。まったく、あたしの実家くらい田舎いなかならともかく、こんな町中で凍とう死ししかけてるやつを見かけるとは思わなかったぞ。酔よっぱらいじゃあるまいし」

　すぐ側そばに裸の男……しかも喧けん嘩かしたらしくぼこぼこの顔をしている男がいるにもかかわらず、少女は顔色も変えず理路整然と説明する。

「まあ、そんなわけでつれてきたわけだ。制服は濡ぬれてたのでとりあえず脱ぬがして、身体からだ拭ふいて、しかし着せるものがなかったのでそのまま布団に放ほうり込んだ。あと、身体を温めるためにお湯を入れたペットボトルを簡易湯たんぽとして布団に入れた。

　お約束に人ひと肌はだで暖めるのも考えたが、なにもない雪山ならいざ知らず、この文明の利器に囲まれた中でそれをするのはおかしい。なによりあたしは嫁よめ入り前の乙女おとめだからな、それはまずいだろう。あとな、一応言っておくが、いくらあたしが魅み力りよく的だからといって、あたしを襲おそおうなんて考えるなよ。ここは壁かべが薄うすいからな、思いっきり悲鳴がだだ漏もれるぞ」

「襲うかっ!!」

「……そうはっきり言われると、それはそれで乙女心が傷つくな。コレでもなかなかのスタイルだと自負しているんだが」

「知るかっ!!」

　なんというか血圧上がってぷるぷるしてたヤンキー少年だが、頭が冷えてくると今度はなにかを気にし出す。……その挙動不ふ審しんな様子に少女はしばし考え込んだのち、ぽんと手を叩たたいた。

「心配するな、甥おいっ子このおしめを替かえたことあるし、見慣れたもんだからな」

　その言葉にヤンキー少年は目に見えて凹へこむ。まあ、甥っ子というくらいだから、間ま違ちがいなく子供のそれと一いつ緒しよにされたというわけで……なんというか……ご愁しゆう傷しよう様です。

「違ちがうのか…………ああ!!　子供以外だと遥はるか昔に父や兄のを見たことがあるくらいだから正確なことはわからんが……まあ平均は超こえてるんじゃないか？」

「んなことは聞いてないっ!!」

　でも、その根こん拠きよの乏とぼしい慰なぐさめで、ヤンキー少年はちょっと復活する。

「とりあえず、制服乾かわくまで、これでも腰こしに巻いておけ」

　少女はバスタオルを渡わたす。

「…………」

　バスタオルを無言で受け取ったヤンキー少年が、布ふ団とんの中でもぞもぞし始めたのを見て少女は立ち上がり台所に向かった。

　そこでヤンキー少年にようやく周りを見る余よ裕ゆうが生まれる。

　部屋の間取りは１ＤＫでトイレと浴室が一いつ緒しよになったユニットバスが付いているようだ。今いる六畳じよう部屋の中は実に簡素で、実用的な物しかなく女の子らしい華はなやかな色遣づかいは皆かい無むだ。ただ、壁かべに掛かかった制服や本ほん棚だなの中にある少女漫まん画がや少女小説などが、この部屋の主が女だということを主張しているだけだ。

　などと観察していたら、お盆ぼんにお椀わんを載のせた少女が戻もどってきていた。

「まあ、飲め」

「……なんだ？」

「味み噌そ汁しるだ」

　ヤンキー少年は言われるがままに口をつける。

「…………美味うまい」

「だろう？　母にはかなわないが、最近少しずつ背中が見えてきた気がするな。まあ、ここからが遠いんだろうが」

　少女はうむうむと一人の思考に入り込んでいる。

「しかし……なぜ味噌汁……」

　たしかに。普ふ通つうならお茶的なものが出そうなものですが。

「たまたまあったからだ」

　さいですか。

「…………嫌いやなら別に白さ湯ゆでもかまわんが？」

「いや、これでいい」

「そうか」

　ヤンキー少年の表情を見て、少女は頰ほほを緩ゆるめる。やはり自分の作ったものを美味おいしいと言ってもらえれば頰も緩むものだ。

　そして空気が落ち着いたところで少女は口を開いた。

「森もり野の雪ゆき女めだ」

「もりの……ゆきめ？」

「あたしの名前だよ。ゆきおんなと書いてゆきめだ」

　その名を聞いた少年は、思ったことをそのまま口に出した。

「…………変わった名前だな」

　まあ、そうですよね。そのへんは雪ゆき女めさんも自覚しているらしいです。

「まあそうだな、でもあたしは気に入っている」

「そうか？　雪ゆき女おんなといえば悪いイメージしかないけどよ」

「なにを言う。知らないのか？　雪女は情が深いんだよ。暑さに弱いにもかかわらず、惚ほれた男のために、山を下りてきて男に尽つくして子供を産み育ててたんだぞ？

　……まあ、惚れやすい代わりに冷めやすくもあるがな。だが、あたしから見れば約束を破って冷めさせた男が悪い」

「なるほど」

　ヤンキー少年はそれはそうだと納なつ得とくする。たしかに男が約束を破らなければ、雪女は男と子供と幸せに暮らしていただろう。まず納得したあと、ヤンキー少年は自らも名乗った。

「村むら野のだ」

「村野？　……下の名は？」

　ヤンキー少年は少し間を置いたあと言った。

「………………………………若人わかとだ」

「村野若人……むらのわかと……ムラノワカト」

　少女……雪女さんは口の中でその名前を何度か繰くり返し、はっとなにかに気づきヤンキー少年を見た。

「おお！　噂うわさを聞いたことがある!!　お前が地上最強の村人Ａか!!」

「村人Ａいうなっ!!」

　若かりし頃ころの若人さんが吠ほえた。




「……まあ出会いはそんな感じだな。別におもしろいもんでもねーだろ」

「いや、むちゃくちゃおもしろいんですけど」

　なんでもなさそうにそんなことを言う雪女さんに、りんごさんは思わず本音で応こたえた。

「地上最強の村人Ａ……若人さん、あだ名がついてたんですか？」

　おおかみさんが気になったのはあだ名の部分だ。まあおおかみさんもりんごさんとセットであだ名みたいなのついてますしね。御お伽とぎ銀行のおおかみと赤ずきんとか。

「うん、ついちゃったんだよね。あんまりかっこいい名前じゃないから恥はずかしいんだけど」

「最強とついたくらいなんですから、若人さんは強かったんですか？」

「うん、まぁまぁ」

「若人わかとは強かったぞ」

　おおかみさんの問いに若人さんは謙けん遜そんするが、雪ゆき女めさんが肯こう定ていする。

「で、そんな出会いをした二人がなんで結婚にまでこぎ着けたんですの？」

「ん、それはだな……まあ、ここからは若人が話せ」

「ぼくが？」

「お前の視点入れたほうが盛り上がるだろ。あたしがどんだけ美人でどんだけ可か憐れんでどんだけ素す敵てきでどんだけかわいかったとか……」

　いやいや雪女さん、いくら過去だからって美化しすぎはどうかと……

「いやあそうだねぇ、でもぼくに雪女の魅み力りよくを語り尽つくせるかなぁ」

　……なんですかこの馬ば鹿か夫ふう婦ふ。

「えと……それでどうなったんですか？」

　このままのろけられても居い心地ごこちが悪いだけなので、おおかみさんが続きを促うながした。

「ああ、ごめんごめん。それじゃあ、雪女と初めて会った次の日のことから話そうか……」




　村むら野の若人は荒あれていた。

　ＲＰＧの最初の町の入り口で『ここは何々の村です』とか言ってそうな凡ぼん庸ようすぎる自分の名前が嫌きらいでしょうがなかった。それで、名前のように普ふ通つうでなんのおもしろみもない、十じつ把ぱ一ひと絡からげ、一山いくらの人物になるのが嫌いやでつっぱってたら、いつの間にか地上最強の村人Ａとか呼ばれるようになっていた。

　もっと強そうでかっこいいあだ名がついて欲しかったが、広まってしまったものは仕方ない。…………仕方ないとはいえ、村の若者とかいわれて名前でおちょくられるのは、もうすでにトラウマに近いのだ。

　しかしまあ、それはいい。

　今の問題はそんなことではなく昨日のことだ。昨日見せたあの姿は思い返してみれば恥はずかしすぎる。

「…………ちっ」

　まず一つ目の問題はあのぼろぼろの姿を見られたこと。どう考えてもぼこぼこにやられて逃にげる途と中ちゆうに力尽きて気を失っていたという姿にしか見えないだろう。

　事実は大人数に囲まれて、走って逃げながら一人ずつ倒たおしていって、最後の一人をどうにか倒してその場から離はなれたところで力尽きた……というものなのだが見ただけではわからない。だったら事実を告げればいいのかもしれないが、必死に事実を伝えようとするのも言い訳をしているようで男らしくない。

　二つ目は……色々見られたこと。

　身体からだは鍛きたえているし、自信がないこともないが……ないが…………。

　三つ目は森もり野の雪ゆき女めというあの変な女がどんな人間かまったくわからないことだ。

　そう、変な女なのだ。何度か思いきりガンつけてみたのだが、どこ吹ふく風でまったく気にしていなかった。男だって俺にガンつけられたら目をそらすというのに……性しよう根ねが据すわっているというか変わっているというか。

　行き倒だおれていた自分を助けてくれたのだから、悪い人間ではないんだろうが……一応そこそこの有名人だという自覚のある自分としては、あの女の今後の行動が気になるところだ。変わっているだけあって、正直行動が読めない。

　とくにあの女が昨日の出来事をどのように話すか重要だ。今いま更さら悪名が立とうとかまわないが、……変な噂うわさを立てられるとめんどくさくて仕方がない。特に、負けたという噂を流されでもしようものなら、調子に乗った馬ば鹿かが喧けん嘩か売ってくるに違ちがいない。そんなやつらがいくら来ようが返り討うちにする自信はあるが、だからといってそんな殺さつ伐ばつとした生活が送りたいわけでもない。

　普ふ通つうは嫌いやだが、平和に暮らしたい……相反しているようだが、それが若人わかとさんの本音だった。

　とりあえず考えてても仕方ないか……。

　そんなことを考えながら、若かりし頃ころの若人さんは重い足取りで学校に向かった。




　教室に着いた若人さんは自分の席に着いてから考えをまとめる。いったいどんな噂が流れたのか……と思っていたが、特に変わったところはなにもないようだった。今まで通り普ふ通つうに周りの人間から避さけられているし、なにやら陰かげ口ぐちをたたかれているわけでもない。いつも通りの触さわらぬ神に祟たたりなし状態。

「まあ、問題ないなら別にいいか……」

　若人さんはつぶやく。

　あの変な女は誰だれかに昨日の出来事を話したりはしなかったようだ。

　ただ、あの変な女に作った借りがもう一つ増えた。

　自分が義ぎ理り堅がたいと思っているわけではないが、かといって借りを放置しておくのもなにやら腹の据すわりがよくない。

「…………調べてみるか」

　あの女のことを調べてみて、それからどう借りを返すかを考えればいい。

　若人さんはそう考えて、教師の声を子守歌に自分の机に突つっ伏ぷした。




　……そして放課後、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会という看板の掛かかったプレハブ小屋の前に若人さんはいた。

　調べるなんて苦労をすることもなく、あっという間に雪女さんの正体と居場所がわかったのだ。通りすがりの人間を捕つかまえ、森野雪女という人間を知っているかと聞いたら、御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会のメンバーだと即そく答とうした。

　どうやら有名人だったらしいな……と若人わかとさんは心の中で独ひとりごちる。

　まあたしかに、普ふ通つうではなかったから目立ちはするだろうがな。

　若人さんはそんなことを考えながら、こんこんとノックをした。すると、中から聞こえてきたのは、つい昨日聞いたばかりの声だった。

「開いてるよ」

　その声に促うながされるままにプレハブの中に入った若人さんが見たのは、予想通り雪ゆき女めさんの姿だった。

　机に向かいなにやら作業をしていたらしい雪女さんだが、若人さんの顔を確かく認にんすると少し驚おどろいたように言った。

「おやお前は…………もしかして昨日の礼か？　顔に似合わず律りち儀ぎなんだな」

　顔と言ってるが、この場合は顔より髪かみ型と言ったほうがいいかもしれない。今日の若人さんはびしっとリーゼントが決まってるので。

「それもあるが、貸しを作ったままでは居い心地ごこちが悪いからな、それを返したい」

「なるほど……」

　そこで雪女さんは席を立つと、若人さんにソファに座るよう促し、自らはお茶を入れて戻もどってきた。

「飲むといい。……それで貸しを返したいと？」

「そうだ」

「貸し……貸しか。たしかにそうだろうが、あれは自分の家の前で凍とう死し体たいが発見されたら気分がよくないし、警察などから色々聞かれて面めん倒どうだし、なによりあの場で見捨てたら寝ね覚ざめが悪くて仕方なかったから嫌いや々いや助けただけだ。あたしとしては貸しとも思ってないし別に取り立てるつもりもなかったが……返そうと言うなら止めない。御伽学園学生う相互扶助協会ちはそういうところだしな」

　雪女さんはさんざんな言いようだ。

「ただな、昨日の出来事を貸し借りにしてしまうと、それはとても大きな貸しになるぞ？　なにせ命を救ったんだからな。人の命は地球より重いとまでは言わんが、それなりのものを返してもらわないといけない。それでもいいのか？」

「ああ」

　まあ、ここでやっぱやだと言うのは情けなさすぎるから、ここは肯こう定ていしかできない。

　それをわかっているのかわかってないのか、雪女さんは笑え顔がおで言った。

「ではせいぜい、こき使うとしよう」

　その雪女さんの輝かがやくような笑顔を見て若かりし頃ころの若人さんは思った。これは…………早まったかもしれない。




「……まあこんな感じで、ぼくと雪ゆき女めの縁えんが始まったんだね」

　若人わかとさんはうんうんと笑え顔がおでうなずいている。

「それで御お伽とぎ銀……御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に所属したということですの？」

「いや、正式加入はもう少しあとだな。そのときはまだ、若人の仕事はあたし専用のぱしりだった」

「ぱしり……」

「ああ、常にあたしの側そばに侍はべらせていた。だって若人、携けい帯たいを持ってなかったからなぁ……あの頃ころはもう携帯電話持ってるやつは少なくなかったのに。だから必要なときに使えるようにな」

　仕方なくぱしりって……昔もやっぱり雪女さんだったんですねぇ。

「いやいや、雪女はホント色々こき使ってくれてねぇ。借りを返すといった手前、拒きよ否ひすることもできないし」

「だからこき使うと言っただろうが。あたしは有ゆう言げん実じつ行こうの女だ」

「まあ、今考えるとすごく楽しくて、いい思い出になってるんだけど……あの頃は色々思うところがあったね。ほらさっきの写真だけど……」

　そう言って若人さんは、雪女さんが持ってきた集合写真をもう一度見せる。

「ぼく不ふ機き嫌げんそうでしょ？　これ撮とったのちょうど、ぱしりやってた頃なんだよね」

　なるほど、だから不機嫌そうな顔してたんですね。

　いやあなつかしいなつかしいなんて言ってる若人さんですが……今の段階では雪女さんと若人さんの関係はまだぱしりまでしかいってません。

「と、いうことは……ぱしりから恋人同士に変わる出来事があったんですのね？」

「そう、それだ!!　そこが一番盛り上がるところだよ!!」

　そのりんごさんの問いに、聞き手に回っていた雪女さんがすごい勢いで割り込んできた。盛り上がるところは自分で話したいのだろう。

「若人があたしのぱしりになって数ヶ月、気がつけば季節は春になり、あたしと若人は高三になっていた……」




　ある春の放課後、選挙で選ばれた役員たちによる生徒会、体育系クラブの代表者からなる体育会、文化系クラブの代表者からなる文化会と、オブザーバーとして呼ばれた御伽学園学生相互扶助協会の代表が会議室に集まっていた。

「最近うちの生徒と鬼おにヶが島しま高校生徒とのトラブルが増えています。今はまだ大きなトラブルはありませんが、これからはどうかわかりません。取り返しのつかない事態になる前に原因を究明し問題に対処したいので、忌き憚たんのない意見をいただければと思います」

　生徒会長が言った。

「うちでは一応早めに帰すようにして、なにかあれば逃にげろと通達してはいるが」

　体育会の代表の一人が言う。

「走って逃げるなんてできる体育会の皆みなさんはいいかもしれませんが、私たちはそういう身体からだを使ったことは苦手でしてね、一応集団で帰宅するようには言ってますが」

「ふん、軟なん弱じやくな。鍛きたえろ鍛えろ」

「人間の鍛えられる部分は身体だけではないですよ」

　交かわされる皮肉の応おう酬しゆう。

　文化系クラブが集まった文化会と体育系クラブが集まった体育会は、毎年予算を取り合う仲なので関係があまりよくない。まあ、学園長が生徒たちを切せつ磋さ琢たく磨まさせるために、わざと火ひ種だねを残しているのだが。

「まぁまぁ、この問題をどうにかしたいというのは皆さんに共通しているのですから」

　その会長さんの仲裁に皆さんは静かになる。

「しかし、なんで今いま頃ごろになって？　うちができてここ数年はなんともなかったのに」

　御お伽とぎ学園ができてその年で五年経たっていたが、今まではここまでトラブルが頻ひん発ぱつすることはなかったのだ。

「……危き機き感を覚えているんだろうな」

　そこで、それまで話を黙だまって聞いていた女生徒が言った。その女生徒の前には『御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会会長森もり野の雪ゆき女め』なんてとても長ったらしいプレートが置かれている。どうやら三年生になった雪女さんは、見事会長に就任したようだ。

「うちの学校ができ、ほかにも学校ができる予定がある。ほとんどの人間がこちらに流れるようになった。今では鬼おにヶが島しまに行くのはほんの少数、うちに来られなかった札付きばかりだろう？」

「たしかにそうですね」

「さらにうちは県外からやって来る者が多く、鬼ヶ島はその逆。今まで住んでいた者からすればよそ者がでかい顔しやがって……などということにもなるだろう」

「……なるほど」

「しかし、今後さらにうちの生徒が増え、ほかに学校ができれば力関係はうちに傾かたむくだろう。なにしろ数が違ちがうからな。うちに武道系のクラブがいくつある？　体育会系で身体を鍛えている者たちと自じ堕だ落らくに暮らしている者たち、身しん体たい能力で比べたらどちらが強いだろうな？　本気で学校同士で喧けん嘩かすれば間違いなくうちが勝つ。なによりうちの学校を作ったのは荒あら神がみ財ざい閥ばつだぞ。この街は荒神の企業城下町のようになってきているからな、過か疎そが問題になり始めたときにやって来た救世主様だ。そう、ここに住む人間はなにかしらの形で荒神に関かかわっている。鬼ヶ島の生徒の家族もしかり……そのあたりのところをつつけば喧嘩にすらならんだろうな。やつらがいくら粋いきがろうが扶ふ養ようされているのは変わらない。はっきり言えばもう詰つんでいるんだよ」

「ではなぜ、今のような状じよう況きように？」

「今ならばまだどうにかなるかもしれない……などと考えてるんだろうな。人数だけでいえば今はまだそう絶望的な差じゃない。そして、力による恐きよう怖ふで逆らえなくさせようというあの行動は、シンプルではあるが効果的ではある。……ただ、落としどころをどこに持っていくか考えているとは思えないところがなんだがな。我々としてもその落としどころは難しい」

「落としどころですか……」

「そう落としどころだ。彼らが動いたのは要するにメンツの問題なんだろう。彼らからすればなめられるわけにはいかないが、どうしていいのかわからないのでこんな行動に出てしまった。

　こちらからすれば、まあこの街の支配者が後ろにいるんだから、最悪どうにかなるはずだが、完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめして追い詰つめて窮きゆう鼠そにかまれるのも上手うまくない。追い詰めすぎるとストレスが溜たまりいつか爆ばく発はつするだろうからな。なにより、この街の住人と摩ま擦さつができるのは好ましくない。故ゆえに向こうの顔を立てつつ、うちの生徒に危害を与あたえない方法が好ましいわけだが……」

「…………そこまで考えている森もり野のさんにはなにかいい案があるのでしょうか？」

「共存共栄……はおそらく無理だから住み分けを図ればいい。縄なわ張ばりを決め、お互たがいそこには入らないようにする。遊ぶ場所や店などがある中央は中立に。まあ、なにもせずに条件を飲んでくれるとは思わないがな。相手の言うことをそのまま飲むというのは、それはそれでメンツとやらが傷つくだろうし」

「なんというか……やりづらいですね」

　生徒会長はため息をつく。

「不良には不良の理があるということだ。だからやつらの流りゆう儀ぎで決着をつけないといけない。理り屈くつが通じないのなら暴力で……というわけで一対一で勝負、彼ら的にいえばタイマンなんてどうだろうかな」

「タイマンですか？」

「向こうの代表もなにもせずに和解したら、なにやってんだ腰こし抜ぬけめなどということになるだろうしな。だから学校の代表同士の一対一のタイマン勝負、向こうの好きそうなことだろう？　なによりうちみたいなぼんぼん学校のやつなんかに負けるかよ……なんて考えてこちらの提案を受ける可能性が高い。提案を受けさせてしまえば、多くの人の目を用意することで提案が無視されることを防げるだろう。メンツがやつらを縛しばるわけだな。これで駄だ目めならまぁ奥の手を使えばいい。上に頼たのめば一いつ瞬しゆんで終わるだろう」

「なるほど……その線で考えてみましょうか」

「ではうちの学校で強いといったら？」

「空手部の斉さい藤とうは？」

「柔じゆう道どう部の西にし野のも有名だな。ボクシング部は……あまり成績残しているやつはいないな」

「今挙がったやつらも強いは強いんだろうが、競技でということでなくなんでもありの喧けん嘩かという舞ぶ台たいで強いやつがいいだろう。そしてあたしには一人心当たりがあるんだが……」

　雪ゆき女めさんが名を挙げたのは……




「…………で、俺なのか」

　今日も今日とて、ぱしるために御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会のプレハブにやって来ていた若人わかとさんに、雪女さんがあらかた説明をした。その話を一通り聞いたあとに漏もらした若人さんの言葉が、冒頭の一言だった。

「ああ。一番喧嘩慣れしているのは？　ということで人選したらお前になった」

「ぱしりやってたせいで、ここ数ヶ月喧嘩なんてすることがなかったんだが……なんで俺が強いとわかる？」

　そう、地上最強の村人Ａというネームバリューに加え、御伽学園学生相互扶助協会所属という肩かた書がきがついてしまったので、喧嘩を売られることがなかったのだ。

　実際には所属していないのですが、雪女さんと一いつ緒しよに仕事をしてたり、足繁しげく御伽学園学生相互扶助協会に足を運んでいればそう思われても仕方ありません。めんどくさくて訂てい正せいもしませんでしたし。

　そう、若人さんはここしばらくぱしりまくってたのです。それはもう、すごいぱしりっぷりでした。

　携けい帯たい電話を持ってないなら、いつでも使えるように学校にいるときはできる限り側そばにいろと雪女さんに言われた若人さんですが……ジュースを買いに行かせる、荷物を持たせるなどの基本はもちろん、御伽学園学生相互扶助協会の仕事も手伝わされました。雪女さんが受けた仕事には当然のようにつれていかれ、その強こわ面もてでガンを飛ばし貸しの回収を円えん滑かつに進めるのを手伝い、仕事が肉体労働の場合は、もちろん若人さんに丸投げされました。

　以下はある日の二人の会話です。

「う～ん」

　御伽学園学生相互扶助協会の地上支店でなにやら書類を整理していた雪女さんが唐とう突とつにのびをして言った。

「肩がこったな……揉もんでくれ」

　そんな雪女さんの声に、暇ひますぎて腕うで立てなんかしていた若人さんが嫌いやそうに答える。

「なんでそんなことを俺が」

「借りを返すと言ったのは誰だれだったかな」

「ぐっ……」

「契けい約やく不ふ履り行こうは、男らしくないとは思わないかな？」

「…………」

「…………」

　若人わかとさんは、少しの間見つめ……というか睨にらみ合ったあと、やけになったように立ち上がる。

「わかった、やりゃーいいんだろ!!」

「それでいい、そうでなければ地上最強の村人Ａの名が泣くぞ」

「村人Ａいうんじゃねーよ!!」

「まあそんなことはどうでもいいから、はやく揉もみほぐしてくれ」

「聞けよ!!」

　……地上最強の村人Ａと呼ばれた男の面おも影かげはゼロですね。

　とまあこのように、どう考えても馬ば鹿かにされているというか、軽く見られているとしか思えなかったにもかかわらず、雪ゆき女めさんから出たのは若人さんを認めるかのような言葉でした。若人さんが怪け訝げんな顔でそう聞き返すのも当たり前でしょう。

「お前に喧けん嘩かする姿を見せたことはないだろう？　見たとすれば……お前に拾われたときぐらいか。あんなぼろぼろで地面に倒たおれてたようなやつによく頼たのもうという気になるな」

「ああ、それはだな。噂うわさに名高い地上最強の村人Ａ」

「村人Ａいうなっ!!」

「……が、一対一でやられるとは思えんから多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだったんだろうと思っていた。それなら負けても仕方ない……だが、お前は負け犬の表情をしていなかったから、引き分け以上だとは思ってたんだが」

「…………たしかに勝つには勝った」

「興味本位で聞くがどうやって？」

「走って殴なぐって走って殴ってを繰くり返した」

「なるほど、多対一のところを一対一を複数回にしたわけか」

「足の速さ、持ってる体力は皆みな違ちがうからな。走ってりゃ、追っ手は勝手にばらける。なによりだらだらと自じ堕だ落らくに過ごしているような人間に体力で負けてたまるか」

「まぁ、そうだろうな。お前の身体からだは実によかった。引き締しまっていて筋肉がついていて鍛きたえられていた」

　あの日の若人さんの裸ら体たいを思い出しているかのように、雪女さんは宙を見る。その言葉は乙女おとめとしてどうなんでしょう。そんなおかしな雪女さんに若人さんは思わず本音を漏もらしてしまう。

「…………言ってて恥はずかしくないか？」

「正直少し恥ずかしい」

「少しかよ。………………まったく変な女だな」

「よく言われる。で、喧嘩を見る機会はなかったが、お前が身体を鍛えている場面は何度も目もく撃げきしてるし」

　ぱしりの間に暇ひまがあると、若人わかとさんは筋トレとかしていたのだ。

「なにより……」

　そこで雪ゆき女めさんは普ふ段だんのクールな雰ふん囲い気きを一転させ、情熱的ともいえる表情で言った。

「お前が強いのは間ま違ちがいないと、あたしの中の雌めすの部分が反応している。この雄おすは強いとな……」

　ぱしりを始めて、雪女さんに色っぽさを……女を感じたことはなかった若人さんだったが、今の雪女さんの表情にどきっとする。

　が、それも一いつ瞬しゆん、雪女さんはすぐにいつもの雪女さんに戻もどる。

「というわけなんだがどうだ？　お前はたぶん命の恩人であるあたしの願いなら聞いてくれると思うんだが、事が事だけに一応お前の意志を尊重しないといけないからな」

　普通に戻った雪女さんに、若人さんはふぅと息を吐はきます。

「よく言う……」

「ちなみに、これで貸し借りなしの、チャラでいいぞ」

　チャラでいい……。

　そう言われた若人さんの胸に去来したのはなぜか…………喜びではなく喪そう失しつ感。

「…………」

　……まさか…………俺はここが気に入ってたのか？

　自分は恐おそれられているが、御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に所属するメンバーは雪女を始め変人揃ぞろいで、自分を恐れることはなかった。いやいや仕方なく付き合っていたが、気がつけば俺は楽しんでいたのか。

　そしてなにより俺は……この目の前の変な女と離はなれたくない……のか？

「どうだ？」

　思わず思考の海に沈しずんでいた若人さんだが、雪女さんの声で現世に帰き還かんし、今の疑問を棚たな上あげにすることにした。

「わかった、受けよう」

　タイマンに自信がないわけではないし、この変な女と最後になにか派手なことをするのも悪くない。そのあとのことはそのあとになってから考える。

　ここで勝っておけば、コンプレックスでもある名前のことでどうこう言われなくなるかもしれないし、地上最強の村人Ａとか呼ばれなくなるかもしれない。

「そうか、助かる。いやいや、まったく、爺じじいの道楽に付き合うのも大変だ」

　その興味を引く言葉に若人さんは聞き返す。

「……道楽？」

「そう、道楽」

「爺じじいとは？」

「うちの学園長だ。まあ、道楽にしては金がかかりすぎだとは思うがね。わざわざ街一つ大改造したんだから。今は大赤字のはずだし、黒字になるのはまだまだ先だろうな。ただ、この街が見事に学術都市として発展すれば人も金も集まるだろうし。それに、金銭面以外でも有能な人材を育てられれば学がく閥ばつなどもできて金銭以外にも色々とメリットはあるだろうから、いずれ利益が出るようになるとは思うが」

「利益が出るのに道楽なのか？」

「趣しゆ味みと実益ってやつだ。爺がやってるのはあれだ。老人が死ぬ前に自分の人生を振ふり返り、自分の得たものを若者に伝えよう……の究極版。漫まん画がとかでよくある、絶体絶命のピンチに『これが最後にお前らに教えることだ……』とか言いながら、おっさんキャラが最後の戦いに挑いどむみたいなたとえでもいいか。ともかく、くたばる前に人間でも育ててみるとか、そんな感じなわけだ。老後の趣味としてはまあ上等な部類だろう。人間を育てようとしてるんだから。

　で、人だろうが植物だろうが昆こん虫ちゆうだろうが育てるには環かん境きようが重要だ。そのためわざわざ学校作って街一つを大改造。とどめで学生の側がわから関かかわるために、あたしたちみたいな妙みような組織を作ったというわけだな」

「なるほど、だから助け合いなんて回りくどいことやってるのか」

「そういうことだ。ただ助けるだけなら一方通行、助け合うことで初めて双そう方ほうが成長する。ちなみにあたしたちの場合は少し違ちがって、ご褒ほう美び目当てであたしたちは爺の犬をやってる。これは内ない緒しよだぞ？」

「わかった」

「それで爺の意向としては、人材を育てる環かん境きよう作りの一いつ環かんとして鬼おにヶが島しまには適度な脅きよう威いであって欲しいんだと。まあ、わからんでもない。平和ぼけといわれる日本で、さらに平和ぼけ助長してどうするといったところかな。というわけで爺の楽しく愉ゆ快かいな学校作りに協力している身としては、ここで完全に解決するのは駄だ目めだろうというわけだ。後こう輩はいたちにも悩なやむ機会をやらんとな」

「だから、住み分けなのか？」

「そういうことだ。爺の思い通りに動くのはむかつくが、一応爺の言うことにも理があるし、なにより現に問題があるのだから解決をしないといけない。そして解決するなら自分たちの力で解決したい。……爺に泣きつくのはもっとむかつくだろう？」

「…………たしかにな」

「あ、そうそう、あたしたちみたいに爺の犬になりたかったら言ってくれ。お前なら大歓かん迎げいだ」

　その身も蓋ふたもない雪ゆき女めさんの言葉に、若かりし頃ころの若人わかとさんは言った。

「…………………………考えさせてくれ」

　以前のキれたナイフの若人わかとさんなら、大人の手先というだけで断っていただろう。なぜ、きっぱりと拒きよ絶ぜつをしなかったのか……。どうでもいいとばかりに若人さんは首を振ふって、思考を断ち切る。

　雪ゆき女めさんと縁えんが切れない可能性に気がついた瞬しゆん間かん、胸に空いた喪そう失しつ感がなくなったことに気がつかないふりをしながら。




　話が一段落したところでおおかみさんが言った。

「ふ～ん、鬼おにヶが島しまとの縄なわ張ばりってこうやって決まったのか」

「そうなんだよ……今の今まで続いているのは驚おどろきだけどね」

　若人さんが、相変わらずのにこにこ顔で言いますが……

「それにしても若人さん……キャラ、変わりまくりですね」

　マチ子さんにそうつっこまれました。たしかに、その通りです。

「あと、雪女さんもキャラ違ちがってません？」

「そうか？」

「マチ子さんの言うとおりですの。昔の雪女さんはなんというか……クールって感じるんですけど、今はクールというよりは、豪ごう快かいというか不敵というか、無む駄だに自信があふれているというか……」

　りんごさん、あなた結構酷ひどいこと言ってる気がするんですが気のせいですかね。

　ですが、雪女さんは気にせずに言った。

「そりゃああれだ、恋は女を変えるんだよ。というわけで、ここからがクライマックスだ」




　ちょうど御お伽とぎ学園と鬼ヶ島高校の中間地点にある空き地に、大勢の人間が集結していた。それは、まさにヤンキーですって感じの鬼ヶ島ご一いつ行こう様と、雪女さんと若人さんに、生徒会の人たちが集めた、ごつい身体からだをした体育会の皆みなさんと、なにやら怪あやしげな武器らしき物を持った文化会の皆さんだった。

　お互たがいにグループ同士で睨にらみ合い、一いつ触しよく即そく発はつといった空気がたちこめているが……そんな空気の中で雪女さんは飄ひよう々ひようと交こう渉しようを進めていく。

「……というわけなんだが」

「…………………………話はわかった」

　雪女さんの、なんつーかこのままだと色々やな感じなので住み分けね？（意訳）なんて言葉に鬼ヶ島の番長さんらしき人がうなずく。

「ただ……お前らにいいように踊おどらされているようで気にくわん」

　その言葉に、雪女さんは待ってましたとばかりに言った。

「なら、一番わかりやすい方法で決めるか？」

「わかりやすい方法？　……やり合うのか？」

　その番長さんの言葉に、ざわわっと周囲の空気がさらに剣けん吞のんなものに変わりかけるが、やっぱり雪ゆき女めさんはクールに言う。

「いやいや、彼らに来てもらったのは護衛のためで、喧けん嘩かをするためではない。この集団でやり合ったら怪け我が人じゃすまないかもしれないからな、それはとても困る。まあ、それがわかっていてなお、そちらから喧嘩を売ってくるなら仕方ないが…………何人かの人生が壊こわれるのを覚かく悟ごしろ」

　雪女さんは最後に忠告を加える。

　さすがに死人が出て刑事事件などというのはごめんなのか、番長さんは雪女さんに話を進めるよう促うながした。

「…………それでどう決めるのだ？」

「暴力は暴力だが、それぞれ代表者を一名ずつ出してタイマン勝負。それで負けたほうは勝ったほうの言うことを一つだけ聞く。……どうだ？　こういうの好きだろう？」

「いいだろう。ただ、聞いておきたいことがある」

「なんだ？」

「俺が勝ったら、お前に俺の女になれと言うつもりだが……それは有効か？」

「…………あたしか？」

「ああ、そうだ。お前は肝きもっ玉たまの据すわったいい女だからな」

　たしかに番長さん相手に平然と交こう渉しようしている雪女さんは肝が据わってます。見た目もかわいいですしね。

　雪女さんはその提案に少し驚おどろいたような顔をして言った。

「ほう、あたしが欲しいか……いいだろう」

　御お伽とぎ学園の皆みなさんがざわざわする。

「あたしはこのタイマンで勝ったほうのものになろう!!」

　雪女さんがそう大声で宣言したところで、雪女さんの斜ななめ後ろに控ひかえていた若人わかとさんが噴ふき出しました。

「ぶーっ」

　若人さんは咳せき込んだあとに、雪女さんに詰つめ寄ります。

「ごほっごほっ、なっなんだそりゃ!?」

「なんだ気にくわないのか？」

「いっいや、気にくう気にくわないの話じゃねえよ!!　なんでいきなりそんな話になっているのかがわかんねーんだよ!!」

「まあ、あれだな。女に生まれたからには一度は経験してみたいじゃないか。自分を巡めぐって男が争うというシチュエーションを」

「いやいや、だからってなぁ、そんな大事なことを……」

　と若人わかとさんが、いきなり変なことを言い出した雪ゆき女めさんを諭さとしていると、番長さんが口を挟はさみました。

「……そいつが俺のタイマンの相手か？」

「そうだが、どうかしたか？」

「いや、俺とやり合おうというのが、こんなにチビだとは思わなくてな……」

「[image: あ][image: あ]ん？」

　番長さんの馬ば鹿かにしたような言葉に、若人さんのこめかみ辺りがぴくぴくする。

　番長さんが背が高いだけで、若人さんは別に低くないんですがね。番長さんが百八十センチ後半、若人さんが百七十五センチくらいですか。

　まあそれはともかく、急きゆう遽きよ始まったガンつけ合戦。

　いつまで続くのか……と思ってたら、鬼おにヶが島しまの不良の一人が番長さんに耳打ちをすることで終わりを告げた。

「ほう……なるほど。お前が、地上最強の村人Ａか」

「村人Ａいうなっ!!」

　こんな場でも若人さんはやっぱりつっこんでしまう。

「ならば、相手に不足はないな」

　やはり若人さんは、そこそこ有名だったようです。

「じゃあ始めるか」

　学ランを脱ぬぎ、番長さんは仁に王おう立ちになる。自信満々なだけあり、身体からだも鍛きたえてあって強そうだ。

　そしてさあ始まる……というときに、若人さんは待ったをかけました。

「…………ちょっと待ってくれ」

「なんだ怖おじ気けづいたのか？」

「いや、このままじゃ本気でやり合えそうにないんでな」

　そう言った若人さんは、雪女さんを御お伽とぎ学園の生徒たちがいるところ辺りまで引っ張っていき、そして聞いた。

「……森もり野の」

「なんだ？　お前が負けたときのことなら心配しなくてもいい。番長の女になったら、どうにかして住み分け案を飲まさせるから」

「いや聞きたいことはそれじゃない。聞きたかったのは……なんでそんなにあっさり自分をかけるのを決めたのかだ。普ふ通つうはもっと躊ちゆう躇ちよするだろう？」

　そう言われ、雪女さんはなるほどなるほどとうなずく。

「普通ならそうなんだろうが……あー話せば長くなるんだが……あたしの実家はすごい田舎いなかにあってな、おかげで子供が少なくて、しかも少ない子供の中でも同年代は女しかいなかったせいもあって、あたしは恋をしたことがなかった」

　昔語りを始めた雪ゆき女めさんに、周囲の御お伽とぎ学園の皆みなさんも興味津しん々しんに聞き入る。

「だがまあ、恋をしたくなかったわけではない。あたしも年とし頃ごろの乙女おとめだからそれ相応に恋に恋していてな。……だというのに向こうにいる間も、こっちに来てからも機会に恵めぐまれなかった。誰だれかを好きではないあたしが誰かに告白なんてできないから、告白を待っていたんだが……誰も来ないまま二年が過ぎた。こっちは誰が告白してきても受け入れる気満々でいたのに、あたしの王子様は現れなかったわけだ。わざわざ男漁あさりに遠く離はなれたこの街に来たというのにな。正直見た目やスタイルにはそこそこ自信があったんだが……」

　雪女さんの奇き妙みような独白を聞いた、この場にいる御伽学園男子の皆さんは思った。

　なっなんだそりゃ────!!

　雪女さんは、その名の通り雪ゆき女おんなとかあだ名をつけられていたくらい有名人でしたが、その美び貌ぼうから高たか嶺ねの花はなと見られていたのです。皆さんはその普段のクールな態度から告白したって無む駄だだと思い、雪女さんのわけのわからない言動もあいまって恋愛に興味ないだろうと考えていたのです。最近悪名というかまあ知名度急上昇中の、御伽学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会に所属してもいましたしね。

　そう、男子の皆さんは勝手に雪女さんを険しい山だと思い込み、雪女さんを手に入れるために勇気を出して山を登ろうとした者はいなかったのです。

　しかし、実際は雪女さんは高めの女どころか、触ふれれば落ちるほど落としやすい女だったのだから、なんだそりゃーとも思いたくなるでしょう。

　でも……普ふ段だんのあの雪女さんの態度を見て、普通、恋に恋いこがれているなんて思うわけないですよねぇ。

「だからまあ、あたしには魅み力りよくがないのかとか考えてたんだが……そこの番長君があたしを欲しいと言うじゃないか」

「だから貰もらわれてやろうと？」

　その問いに雪女さんは……

「…………………………いや、前のあたしならそうしたかもしれないが……今は違ちがう」

　若人わかとさんの言葉を否定したあと、そこで若人さんを見た。

「最近興味がわいた男がいてな」

　その視線を受ければ、その興味がわいた男というのが誰か丸わかりです。

「……その男が俺というわけか」

「そのとおり」

　雪女さんは肯こう定ていする。

「…………それは俺に惚ほれてるということか？」

「いいや、好意は抱いだいているが、恋ではないと思う…………だが、これがもしかしたら恋の始まりかもしれないと考えている。お前はなかなか義ぎ理り堅がたい、いい男だからな。言ったことを曲げず貫つらぬき通す……どこまでそれが続くのか試ためしてみたが、最後まで切れなかったし」

「お前、あれはわざとだったんかよ!!」

　まあ、ぱしりとしてあれだけオモチャにされていればそう言いたくもなるでしょう。ですが、雪ゆき女めさんはしれっと返します。

「そうだ。ある意味お前はあたしの一番側そばに来た男だからな。色々実験してその態度を観察させてもらった。その結果、あたしはお前をいい男だと判断した」

「…………」

　面と向かっていい男と言われた若人わかとさんは、照れるようにそっぽを向く。

「で、それがなんで自分をかけるということに繫つながるんだ？」

「あたしはお前をいい男だと判断したが、男を知らないあたしだからな。お前をいい男だと感じたのはただの錯さつ覚かくかもしれない。恋が芽生えそうというのも勘かん違ちがいかもしれない。だからそれを見極きわめたいと思い、番長君の提案を受けた。あたしのために戦う男を見れば、さすがになにかがはっきりするだろう」

「………………はぁ」

　話を聞いて、若人さんは大きくため息をついた。

「変な女だな」

「よく言われる」

「俺が負けたら、本気であいつの女になるつもりか？」

「ああ、お前が負けたらあいつに恋を教わることにする」

「俺が勝ったら、俺の女になるのか？」

「ああ、だからお前が勝ったならお前があたしに恋を教えてくれ。あたしは尽つくすタイプだからな、恋をすれば恋した相手に一生をかけて尽くすと思うぞ？　それこそ雪ゆき女おんなのようにな」

　雪女さんのあまりにぶっ飛んだ思考回路に、御お伽とぎ学園の皆みなさんは黙だまって声も出ないで二人の会話を聞いています。

「ふぅ……わかった」

　こいつはもう覚かく悟ごが決まってやがる。変で、なに考えているのかわからないが、ちゃんと筋は通っているようだ。あとは……俺が覚悟を決めるだけか。

　俺はこいつをどう思っているのか。惚ほれてるのか惚れてないのか。

　若人さんは横目で雪女さんを見る。

「どうした？」

「いや……ホント変な女だと思ってな」

「よく言われる」

　……わからない。

　だが……一つわかっていることがあった。

　答えを出す前に負けるわけにはいかないということだ。

「よし、行ってくる」

「ああ、がんばってくれ。……と、最後に一言。番長の女になったら言えないかもしれないから、今のうちに言っておく」

「なんだ？」

「生まれつきすべてに恵めぐまれた勇者様より、努力して力をつけた村人Ａのほうがあたしは好きだよ……お前みたいにな」

　その雪ゆき女めさんの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、若人わかとさんは自分の中のなにかが劇的に変わったことに気がついた。そう、たった一言で、自分の名前に拘こだわっていたことがどうでもよくなったのだ。

　そして、この変な女は、自分を一言でここまで変えられる存在、それは裏返せば俺にとってものすごく重要な女だということで……。

　答えを出す前に負けるわけにはいかないと思ったそばから、答えが出たな。

　若人さんは心の中で苦笑する。

「ふん、お前が番長の女になることはねーよ。なぜなら俺は……」

　番長さんの許もとにゆっくりと歩いていきながら、雪女さんの言葉に答えるかのように右の握にぎり拳こぶしを空に掲かかげた。

「……地上最強の村人Ａだからな!!」




「それでそのあとどうなったんですか!!」

　燃える展開に瞳ひとみに炎ほのおを宿らせたおおかみさんが聞く。

「とうとう始まった男と男の真しん剣けん勝負!!　殴なぐっては殴られ、殴っては殴られ、顔を腫はらしふらつきながらも倒たおれない男二人!!　かかっているのは一人の美少女の運命!!　あたしのために争わないでってもんだ!!」

　りんごさんといい雪女さんといい、自分のことを美少女と言いきる図太い神経はどこから生まれてくるんでしょうね。

「そして、いつまでも続くかと思われた戦いも、ついに決着のときがきた!!」

「うおおお!!」

　おおかみさんが超ちよう盛り上がってます。もちろん、りんごさんとマチ子さんもそれなりに盛り上がってます。

「渾こん身しんの力を込めた拳こぶしがそれぞれの頰ほほに吸い込まれ、両者ノックアウト!!　静まる観客、最初に立ち上がったやつが勝者だ!!」

　雪女さんも盛り上がってきたのか、机をばんばん叩たたく。なんかがまの油売りとかの、実演販売を思い浮かべます。

「まず先に動いたのは番長のほう、伊達だてにでかい身体からだをしていなかったということだ。ふらつきながらも立ち上がろうとする番長に、ぴくりとも動かない若人わかと」

　クライマックスに近づき、おおかみさんたちは息を吞のむ。

「勝負がついたか……と周りのやつらがあきらめかけたそのとき、あたしは言ったわけだ。

『……いいのか？』

　たった一言。だが、この一言があたしがいい女だという証しよう拠こだ！　あの場面で長々しゃべればしゃべるほど、言葉の意味が薄うすくなる。あたしのために立ってーなんてのは愚ぐの骨こつ頂ちよう！　場が冷めるだけだ!!　だから、あたしが口にしたのはたった一言だけ……しかしその一言は長々と演説をする以上の意味が込められていたわけだ!!　負けていいのか？　そこで寝ねたままでいいのか？　あたしが番長の女になってもいいのか？　……あたしを手に入れられなくてもいいのか？　っかー!!　我ながら、いい女すぎるだろう!!」

　自画自賛する雪ゆき女めさん。ですが若い頃ころの雪女さんは今とは比べものにならないくらい、いい女で……じゃなかった今と同じくらいいい女ですね。

「おおぉ……」

「すばらしいですの」

「さっさすがだわ」

　女の子たちは、とうとう雪女さんを尊敬の目で見始めました。

「そのあたしの言葉で、見事若人は覚かく醒せい。まあ、いい女の言葉はこれ以上ないってほど、いい気付けになるってことだな！　それで復活した若人はふらふらと、しかし強い意志で立ち上がり、未いまだ地面に膝ひざをついている番長を見下ろして言ったわけだ。

『俺の……勝ちだ』

　おいおい、かっこよすぎだと思ったね!!　どんな女でもあれ見たらいちころだぞおい。恋を知らないあたしでさえ、胸の奥がキュンキュンしたんだぞ!?」

　雪女さんはばんばんばんばんと机を叩たたきまくる。

　ですが、その昔の若人さんの勇姿は、

「いやぁ照れるなぁ」

　と、にこにこ笑って頭をかいている今の若人さんからは、まったく想像できない。

「……とまあ、そういうわけで、学園の命運とあたしをかけた勝負は若人の勝ちで終わったわけだ」

　すごく素す敵てきな話に、はふぅと余よ韻いんに浸ひたるおおかみさんたち。

　そしてその余韻が収まった頃、りんごさんが雪女さんに聞いた。

「……それにしても、雪女さんも思いきったことしましたのねぇ。雪女さん、負けたら本気で番長さんの女になってたんですの？」

「ああ、普ふ通つうにあの番長の女になってただろうよ」

「マジですか!?」

　雪ゆき女めさんがなんでもないように言った言葉におおかみさんはびっくりだ。

「マジだ。そんでもって、あの番長をいい男に育てようとしただろう。あたしが恋するくらいいい男にな。番を張るくらいだ、あれはあれで上手うまいこと育てれば、それなりの男になったと思うし、後こう悔かいしないくらいには幸せになれたと思う」

「へぇ……」

「ただ……」

　そこで雪女さんは本当に幸せそうに笑う。

「……今よりは幸せになれなかったと思うがな。好きな仕事して、恋を教わった惚ほれた男を侍はべらせて、愉ゆ快かいなガキ共に囲まれて、あたしは今ものすごく幸せだ」

　これこそ、本当の幸せをつかんだ人だけが浮かべることのできる笑え顔がおでしょう。

「いやいや、旦だん那なと子供と暮らしていたときの雪ゆき女おんなの気持ちがわかるな」

　すぐにいつものクールな雪女さんに戻もどりましたが。

「……冷めた瞬しゆん間かんすべてを捨てた気持ちもな。心底惚ほれて信じた男に裏切られりゃ、この世のすべてが色あせて見えるだろうよ」

　そう言って、雪女さんはかっかっかっかと笑う。

「それにしても、雪女さんがそんな博打ばくちしないといけなくなったのは、あのエロ爺じじいのせいでしょう？　まったくあの爺はろくなことしませんの」

「まあ、その通りなんだがな、ただ悔くやしいことに爺がやってることもわからなくもないんだよ。あの爺のおかげで、この街は学生の楽園になっているわけだしな……」




　若人わかとさんが番長さんとのタイマン対決を終えた夜、学園長室で雪女さんと御お伽とぎ学園学園長、荒アラ神ガミ洋燈ランプがサシでお茶を飲んでいた。

「とまあ、今日の報告はこんなところだ」

　どうやら鬼おにヶが島しまとの事件の報告を行っているようだ。

「……それでこんなもんでよろしいですかね、クソ爺？」

「うむうむ、上出来じゃ。これでこの街には適度な緊きん張ちようが残り、それは生徒たちに色々な教訓を残すじゃろう」

「そして、やつらは爺の都合で悪役を続けると」

　雪女さんのその毒のある言葉にもまったく動じず、老人はほっほっほっと笑う。

「まぁ、やつらにも益がないわけではないしの。あそこを卒業した者は、儂わしの息のかかった会社に優先的に雇やとってやっているからのう。なにより、犯罪ができないというのはやつらにとっての最大の益じゃろう。若わか気げの至いたりで人生棒に振ふることがないんじゃからな」

「しかしこのままでは、鬼おにヶが島しまの生徒数が適度な脅きよう威いとなるほどに保たれるとは思わないが？　どう考えても鬼ヶ島以外の学校に生徒は流れていくだろう」

「そうなれば、よそから連れてくるしかないじゃろうな」

「…………やって来るのが爺じじいの手の上で踊おどってくれるやつらばかりだといいがな。この世のすべてが自分の思い通りにいくなんて、さすがに思い上がりすぎだぞ？」

「まあ、そのときはそのときじゃ。一応事前に調べて、どうしようもないのは来させないようにするつもりじゃがな」

「…………まぁいいか。今のところはこの街はあたしたちにとっても過ごしやすいからな」

「それはそうじゃ、儂わしがそのように作っておるからの。やはり、狭せまい厩きゆう舎しやに押し込められているよりも、広い牧場で自由に走り回っているほうがいい馬が育ちそうじゃろう？」

「爺の都合で自由だと錯さつ覚かくさせられているのは気にくわないがな」

「それはそれ、子供から目を離はなすわけにはいかんじゃろう。年長者の義務じゃな」

「ふん」

　雪ゆき女めさんは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らしたあと立ち上がる。

「じゃああたしは帰る」

「うむ、ご苦労じゃったな」

　……と、そこで学園長は雪女さんに聞いた。

「……そういえば、おぬしは三年目に入ったが、儂にする願いはもう決まっておるのかの？」

　御お伽とぎ学園学生相そう互ご扶ふ助じよ協会で学園長たる荒アラ神ガミ洋燈ランプの手下として働いた生徒には、卒業時にご褒ほう美びとして三つの願いを叶かなえてもらう権利が与あたえられるのだ。むろん学園長に可能なことに限るが。

「ああ、一つ目の願いならもう決まっている」

「なんじゃ？」

「お前を一発殴なぐらせろ……だ」

　そう言ってにやりと笑うと、雪女さんは学園長室から出ていった。




　話を聞いたりんごさんが驚おどろいた顔で言った。

「…………伝説の学園長殴った生徒って、雪女さんだったんですの？」

「そうだ。いやぁ、あれは実に気持ちよかったな。うん、気持ちよかった」

　雪女さんは手をにぎにぎしながら、殴った感かん触しよくを思い出しているらしい。だが、そんなのどうでもいいと、おおかみさんが言う。

「そっそれでいったい、その後の雪女さんと若人わかとさんはどうなったんですか」

「そうですよ!!　なにがどうなって雪女さんと若人さんが付き合うことになったんですか!?」

　そう、そこが重要なところとマチ子さんも雪女さんに詰つめ寄って聞く。

「そういえばまだ付き合ってもないんですのよね……」

　そんなおおかみさんとマチ子さんに、りんごさんがそう口に出すと、雪ゆき女めさんはとんとんとこめかみを叩たたいて、思い出を引き出し始めました。

「あーたしか……あの事件が終わったに二、三日あとのことだ……」




　あの第一次鬼おにヶが島しま抗こう争そうなんて大層な名前のつくことになる騒そう動どうから数日後の昼休み、雪女さんの教室に若人わかとさんが現れた。

　なんだなんだ？　とざわざわするクラスの中、若人さんは雪女さんの前までゆっくりと歩いていく。見た目モロヤンキーで恐おそろしい若人さんにクラスメイトたちがざざっと道を空ける。

「ひさしぶりだな。この三日会いに来なかったから、愛あい想そを尽つかされたかと思ったぞ」

　しかし、雪女さんはいつもの冷たさすら感じるクールな空気をまとったままで、まったく動じてません。

「…………」

「…………」

　なにやら赤い顔で口ごもっている若人さんを、相変わらずクールな表情で雪女さんは見返す。

「ここ数日考えていた。お前は俺にとってなんなのだろうと」

「あたしはお前のものになったつもりなんだが」

　その発言にどよどよするクラスメイトたち。

「ああ、それだが…………俺はお前の所有権を放ほう棄きしたい」

「…………なに？」

　雪女さんは思わず聞き返す。

　そんな雪女さんの胸になぜか痛みが走り……隣となりに座る女友達に聞く。

「……おい、なんか胸が痛いぞ？」

「雪女ちゃん、涙なみだ出てるよ？」

　気がつけば、雪女さんの目からは涙が……。

「それでだな……っておわっ、どうした!?」

　相変わらずのクールな表情で涙を流している雪女さんにびっくりして、若人さんは話を中断する。

「いや、なんでもない。話を続けてくれ」

「あっああ……」

　なんでもないことはなさそうだが、泣いている女に対しどうすればいいのかわからない若人さんは、言葉に甘えることにする。

「なぜ放棄するかだが……どうやら、あんな勝負で手に入れたという事実が気にくわないほど、…………俺はお前に惚ほれていたようだ」

　その言葉で雪ゆき女めさんの涙なみだはぴたっと止まり、胸が高鳴り始める。

「だから、すべて貸し借りや契けい約やくをなしにして、まっさらな状態の森もり野の雪女という女に、まっさらな状態の村むら野の若人わかとがお願いする」

　そこで若人さんは雪女さんをまっすぐ見て言いました。

「俺と結婚してくれ!!」

　あまりの急展開にクラスメイトの皆みなさんはどよめく。これからいったいどうなるんだと固唾かたずを……吞のむ暇ひまもなく雪女さんは即そく答とうしました。

「いいぞ」

「「「「いいのかよっ!!」」」」

　クラスメイトのつっこみが見事にハモッた。

「ほっ本当か!?」

「ああ」

「よしっ!!」

　雪女さんの返事に、雄叫おたけびを上げ、ガッツポーズをして、身体からだで喜びを表す若人さん。

「いやいや、雪女ちゃん。理由くらい聞こうよ」

　……と、そこで、あまりにも早く進む話に、雪女さんの友人が思わず口を挟はさみました。

「そうか？」

「そうよ!!」

「……とまあ、そういうわけだから理由を言え。あたしは現時点で胸がいっぱいなんだがな」

　そんなやる気ないというかクールな雪女さんの問いに若人さんが答える。

「お前は俺に恋を教えて欲しいと言っただろう」

「言ったな」

「だがな、どうしたらいいかわからない」

「そうだな、あたしにもわからなかった」

「だから俺は考えた。そして答えを出した」

「ああ」

「いくら女心のわからない俺でも、さすがに一生かければお前に恋を教えてやれるだろう、とな」

　いやそうは言っても、すべてを飛び越こえいきなり求婚はまずいでしょう。…………雪女さん的には問題なかったようですが。

「…………ということらしいぞ？」

「いや、らしいぞって言われても……」

　理由を聞くように言った雪女さんの女友達が困った顔をする。たしかにこんなこと言われても困るだろう。

　自分の思いを口にした若人わかとさんに、今度は雪ゆき女めさんが話しかける。

「若人」

「……なんだ？」

「色々考え思い悩なやんでくれて感謝する。だが、お前の考えているような心配はないようだ。あたしは恋とは落ちるものだと思っていたんだが……どうやらそうではなかったらしい。さっきから、お前の言葉で一いつ喜き一いち憂ゆうしているあたしは、どう考えても恋する乙女おとめだ。どうやらあたしは気がつかない間に、恋をしていたらしい」

　雪女さんが微笑ほほえむ。それは若人さんが初めて見る顔で、思わず見とれてしまう。

「うん、これは……これこそが恋だろう。うんうん、恋これはよいものだな。だから一つお願いしてもいいか？」

「ああ、なんでも言ってみろ」

「お願いだから……あたしの恋を冷めさせないでくれ」

　雪女さんは若人さんの目を見つめ返して言った。

「浮気しないで、ずっとあたしだけのことを見ていてくれ。よそ見した瞬しゆん間かんあたしたちの恋は終わりだ。その瞬間恋は冷める。三年目の浮気だろうが、一夜の過あやまちだろうが、一瞬でも心が他の女に向くことを、あたしの恋は認められない。前に言ったろう？　雪ゆき女おんなは冷めやすいとな」

「…………わかった誓ちかう」

　少し考えたあと、若人さんは真しん剣けんな顔でうなずく。

「それさえ守るなら、死ぬまであたしはお前に恋していよう」

　そして雪女さんは立ち上がり、若人さんの頰ほほに手を添そえ下を向かせると、背せ伸のびをし……

「これはあたしに恋を教えてくれたお礼だ……」

　……そのまま若人さんにキスをした。




「…………とまあ、こういうことがあって」

「はやっ！　展開はやっ!!」

　怒ど濤とうの展開にマチ子さんが興奮してます。まあ、お付き合いをすっ飛ばしていきなり婚こん約やくですからね。

「というか教室でキスなんてやりすぎですのよ。いったいどこの少女漫まん画がのヒロインですの？」

「……でも考えてみれば、そこまでやったら悪い虫が寄ってこないだろうし、幸せへの近道だったりするのかもしれないわ」

　雪女さんの話について、りんごさんとマチ子さんが色々話す。

　あれ、一人足りない？　おおかみさんはどうしたのかですか？

　それはですね……

「…………いいなぁ」

　……こんな感じでトリップ中でした。

　夢見る乙女おとめの面目躍やく如じよ。おおかみさんは、皆みなさんご存じの通り少女小説が大好きなほどに乙女なんですよ。

　昔の夢は絶対お嫁よめさんに違ちがいありません。実は今もそうだったりするかもしれませんが。

「でも、まだその時点で若人わかとさんはヤンキーでしたのよね？　なにをどうやったらヤンキー少年が今の若人さんになったんですの？」

　その問いに、雪ゆき女めさんはなんでもないように答える。

「ああそれはだな、最初はただのやんちゃ坊ぼう主ずだった若人を、あたしが今みたいな感じに育てたわけだ」

「どんな風に育てたらヤンキー少年がこんな風になるんですかっ!?」

　マチ子さんとしては、そこが重要なポイントです。いい男がそこら辺に落ちてないなら、いい男の素質がある男を自分好みに育てるのが幸せへの近道なのです。

「見た目で虚きよ勢せいはる人間は中身で勝負できない人間だと言ったら、こいつは次の日見た目普ふ通つうにしてきた。自分を馬ば鹿かだと知ってどうにかしようと努力する馬鹿は好きだが、馬鹿を免めん罪ざい符ふにして努力しない馬鹿は嫌きらいだと言ったら、次の日から勉強教えてくれと言ってきたな。まあそんな感じでやってたらこうなったんだよ」

「乗せられやすいんですのねー若人さん」

　りんごさんの言葉に若人さんは恥はずかしそうに頭をかく。

「いやぁ、面目ない」

「ポイントは、どこを直せとか直接言わないことだな。遠回しに伝えて自らの意志で行動を起こさせる。ああしろこうしろと言うより、そっちのほうが絶対伸のびるからな」

「なるほど、勉強になります!!」

　カリカリとマチ子さんはメモる。マチ子さんの雪女さんを見る目が憧あこがれ飛び越こえ、尊敬すらも飛び越えて、とうとう崇すう拝はいの域にまで達してしまったようです。

「そのあとは若人が十八になってすぐ籍せき入れて、大学行ったり色々しつつ今に至るわけだな」

　うんうんとうなずく雪女さん。色々の一言でまとめてますが、それからもほんと色々あったんでしょうね。雪女さんですし。

「そういえば、なんで雪女さんは小説書いてるんですか？」

　途と中ちゆうまでトリップしていたおおかみさんだったが、我に返ったので疑問に思ったことを聞いてみる。

　そういえば……たしかに今の話の中に出てきませんでしたね。あと、雪女さんの大ファンだけあって、おおかみさんの顔が期待できらきら輝かがやいていてかわいいです。

「ああ、それはだな。いつだったか友人と話していたときに、話の流れで『あたしほど乙女心のわかる人間はいないぞ』と言ったんだよ。そしたらその場にいた人間が口を揃そろえて『それはない』と言ってな」

　いやまあ、それは仕方ないだろうと思うおおかみさんたち。

「あまりに心外だったんで『ならば、このあたしがどれほどの乙女おとめ心を持っているか見せてやろう』と、ベタ甘な少女小説を書いたんだよ。少女漫まん画がや少女小説読むの好きだったしな。で、書いたのを見せてあたしの乙女さをわからせたあと、せっかく書いたんだしと、ちょうどやってた少女小説の賞に応おう募ぼしたわけだ。そしたらまぁ引っかかってずるずると」

「…………」

　なんの高こう尚しような理由もない成り行き任せすぎる理由に、雪ゆき女めさんの大ファンであるおおかみさんはとりあえず黙だまってました。生まれた理由はどうだろうと、おもしろいのは変わらないとか自己暗示かけてるらしいですね。なにか伝えたかった～みたいなありがたみがまったくない理由ですし。

「まあ、若人わかとのことといい人生なにが幸いするかわからないということだな」

　雪女さんはそう言って昔話を締しめくくった。




　夜、つい数時間前まで騒さわがしかったダイニングルームも、今は静けさを湛たたえている。

　そんな静けさの中で、雪女さんはぷかーとだるそうにたばこの煙けむりを吐はいていた。

　昼間に昔話をしたせいか、色々と昔のことを思い返しているのだろう。

　そんな物思いにふけるアンニュイ極きわまりない雪女さんに、すっとグラスが差し出された。

「飲むかい？」

　グラスを差し出したのはもちろん若人さん。にこにこ笑っている若人さんの手には、ウイスキーの瓶びんがあった。

「……もらう」

　雪女さんがそう言うと、氷の入った二つのグラスに琥こ珀はく色の液体が注つがれた。

「……時間の経たつのは早いもんだね」

「まったくだ」

　そのあとは言葉がない二人。

「…………」

「…………」

　ですがその胸の中には様々な想おもいが去来しているのだろう。

　そしてまたしばらく無言の時が流れ……なにかを思いついたのか、雪女さんがにやりと笑いながら言った。

「森もり野の雪女だ」

　雪女さんはいきなり自己紹しよう介かいを始める。しかも旧きゆう姓せい。その不可解な行動にしばし考え込んだ若人さんだが、雪女さんがなにをしたいのかに気づき笑えみを浮かべる。

「もりの……ゆきめ？」

「あたしの名前だよ。ゆきおんなと書いてゆきめだ」

「…………変わった名前だな」

　いつかと同じやりとり、しかしいつかとは違ちがい笑え顔がおが浮かんでいる。

「まあそうだな、でもあたしは気に入っている」

「そうか？　雪ゆき女おんなといえば悪いイメージしかないけどよ」

「なにを言う。知らないのか？　雪女は情が深いんだよ。恋をすれば一直線だ……冷めやすくもあるがな」

「……ふっ、知ってるよ。雪女の情が深いのはね。そして恋を冷めさせない方法も」

　二人は笑い合うとグラスを合わせた。




　雪の中で拾われた若者と、若者を拾った雪女。

　昔話では若者は約束を違たがえ雪女は去りましたが、この二人の場合は大だい丈じよう夫ぶでしょう。

　この雪女に恋を教えた若者は約束を破ることはなく、それゆえにこのちょっと変わった雪女は恋したままで若者の側そばを離はなれることはない。

　そう、このまま二人はずっと幸せに暮らすことでしょう。


めでたしめでたし









　　　おまけ




　さらに深夜、さあ寝ねるぞといったところで、雪ゆき女めさんが唐とう突とつに言いました。

「おい、若人わかと」

「なんだい？」

「ガキでも作るか」

「……ええっ!?」


こんどこそおしまい
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　　　亮りよう士しくんスキルを駆く使ししてわらしべ長者を目指すことになる







「いったいなんなんっスか？」

「いいからついてこい」

　夕日の中を二人並んで歩いているのは、浦うら島しまさんと亮士くん。なんだかよく見るんだか見ないんだかわからない組み合わせの二人組ですが、関係はまあまあ良好なお二人です。男の中でいえば、亮士くんと浦島さんはかなり仲のいい部類に入るでしょう。

　浦島さんとの仲では、乙おと姫ひめさん[image: ＞]美人の女性[image: ＞]女性全般～ときて、その下あたりに亮士くんはいると思われます。まあ、女と男の間にはかなりの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが横たわってるんですが。

　今歩いているのは皆みなさんおなじみの御お伽とぎ学園。普ふ段だんなら今の時間帯は部活動を終え帰宅する者たちでごった返すはずだが、今日はなぜか学園内に向かう者たちの姿が多々見られた。

　亮士くんはその流れに乗りながら、いったいなんで連れてこられたのか、これからなにが起きるのかと冒ぼう頭とうの言葉を発したのだ。

「人……増えてきたっスねぇ」

　歩いていると、どこからともなく合流し増える人波。その人の流れに逆らわず浦うら島しまさんにつれられ歩いていた亮りよう士しくんだが、この人の流れが御お伽とぎ学園内にいくつか存在するグラウンドの一つに向かっているらしいことに気がついた。

「着いたぞ」

　亮士くんの予想したとおり、到とう着ちやくしたグラウンドにはたくさんの生徒が集まっていて、地面に敷しかれたビニールシートには商品と思われる様々な物が置いてあった。

　この光景に少々見覚えのあった亮士くんは、浦島さんに聞いた。

「これは……フリーマーケットってやつっスか？」

「違ちがう。まあ、俺も話を聞いただけだから詳くわしくはないが、これは物々交こう換かんの集まりだ」

　浦島さんは激しくやる気がなさそうに言う。亮士くんのほうを見もせず、ものすごくめんどくさそうに説明してますが、これは別に亮士くんが嫌きらいとかそういうわけじゃなくて、男と話すときはいつもこんな感じです。女性を前にするとものすごく口調が丁てい寧ねいになったり、気を遣つかいまくったりするんですが、男にはしません。浦島さんは女の子が大好きなのです。正直男はどうでもいいのです。

　なので亮士くんは浦島さんのそんな反応を気にもせず聞き返す。

「物々交換っスか？」

「そうだ。それぞれが不要品を持ち寄り、それらを交換する。年二回、春と秋に行われるらしい」

「へぇ……初耳っス」

　亮士くんは春頃ごろは空気と化していて友達いなかったですからね。

「発案は何代か前のジャックで、最初は男子のみで行われていたんだが、話を聞きつけた女子の一部が一枚かませろと言ってきたらしくて、今では学校をあげた一大イベントになったんだと。会場が三カ所に分かれていて、女子禁制、男子禁制、男女共同の三つの会場があるらしい」

「なるほど。ということは、ここは女子禁制の会場なんスね」

　周囲を見回すと、そこに見えるのは男ばかり。すさまじくむさ苦しい光景が広がっている。

「そうだ。個人的にはこんなむさ苦しいところに来たくはないが、ここでしか手に入れられない物があるんだから仕方ない」

「服とか男用女用があるっスもんねぇ。電化製品とかは男女関係ないっスけど」

「いやまあ、それもあるんだが……と、なんか始まるみたいだぞ」

　浦島さんにそう言われて亮士くんが見てみると、グラウンドの台の上にジャックさんが上のぼったところだった。いつも通り、帽ぼう子しにオーバーオール姿で、実に園芸部といった感じのジャックさん。このジャックさん、一言で言うとカリスマのある馬ば鹿かです。

　ジャックさんはあふれるカリスマ性と統とう率そつ力を駆く使しして男たちの力を集め、代々継けい承しようしてきた偉い大だいな計画を実行に移し、女の子のパンツとか着き替がえとか見ようとした人です。まぁすごいんだかどうしようもないんだか微び妙みような人ですが。

「皆みな、よく来てくれた」

　そう言って、ジャックさんは辺りを見回す。やっぱり、なぜか威い厳げんがあります。馬ば鹿かなのに。

「……唐とう突とつだが、皆はわらしべ長者という昔話を知っているか？　男がわら一本から物々交こう換かんを繰くり返すことによって長者になる話だ」

　よく通る声に、聞いている皆さんが徐じよ々じよに静まっていく。

「あれはすごくいい話だな。あの話では不幸せになった人間がいない。それはなぜか？　なぜならそれは交こう渉しようし納なつ得とくしたうえで交換が行われているからだ。話を聞いている我々から見ると男は利益を得ているように思われる。……が、登場人物たちの視点に立てば、みかんと藁わらについたアブを交換した親子連れも、布とみかんを交換した女性も、布と馬を交換した武士も、皆納得している。そう、物の価値とは人それぞれなのだ。持ち主から見ればがらくたでも、ほかの者から見れば宝かもしれない。そう…………この場にある物も、持ち主から見れば不要ながらくたかもしれないが、ほかの者から見れば宝かもしれない。そう、ここは宝の山なのだ!!　三代目ジャックは、それを理解していたがゆえに、このすばらしいイベントを創始したのだ。私は、この宴うたげを通して、皆が宝を手に入れ笑顔を浮かべ、わらしべ長者となることを願う。以上だ」

　ぱちぱちぱちと拍はく手しゆが巻き起こる。ジャックさんはそれに手を挙げて応こたえる。

　相変わらず無む駄だにカリスマ持ってますね。

　そんなジャックさんの挨あい拶さつが終わったあと、側そばに控ひかえていた男子生徒が今度は台に上がった。

「えーと、ジャックに代わりまして私田た中なかがこのたびの大物々交換会の決まり事を説明いたします。ほとんどの方がご存じでしょうが、初めての方もいらっしゃると思いますので、一応聞いていただけるとありがたいです。

　まず一つ目、物々交換会は本日から五日間続きます。本日から交換は可能ですが、例年通りなら五日目が一番混み合いますので、そのことを留意いただきますようお願いいたします。雨天決行ですが、参加するかどうかは本人が決めてください。これまでの例で言えば小雨なら参加する人が多く、大雨なら参加する人はほとんどいなくなります。そのへんを考こう慮りよしてどうするか決めてください。

　二つ目、金銭の授受は一いつ切さいなしでお願いします。一応代々伝わっているその理由ですが、困難であればあるほど、手に入れた喜びが増す。金で手に入れることのできる物など、真に価値のある物ではない。……現実的な理由を言うと、お金が絡からむと色々問題がありますし、金が絡まないということで学校に認められているわけです。ここまでの規模になりますと、動くお金も大きくなりますから。

　三つ目、盗とう品ひんはなしです。まあ、当たり前ですが。

　四つ目、あとあと問題が起きないように、契けい約やく書を取り交かわすことを忘れないように。用紙は用意してありますので、ご自由にお取りください。

　五つ目、それぞれのジャンルの書かれたのぼりが立っているので、それを目安に集まってください。

　そのほか、なにか問題が起きた場合は、大物々交こう換かん会執しつ行こう部まで。では、これより大物々交換会を開始いたします」

　それを合図に、奇き妙みようなフリーマーケットもどきが歓かん声せいと共に始まった。




「色々あるっスねぇ」

　人をかき分けるようにして歩きながら、亮りよう士しくんが言った。

　周囲を見渡わたせば、カタログのように紙に印刷してきている者もいれば、実物を持ってきている者もいる。

　お互たがい商品やカタログを見せ合い、目当ての物があれば交こう渉しようを始める。

　子供の頃ころに行っていたであろう、シールやらカードやらの交換を彷ほう彿ふつとさせる光景が至るところで見受けられるのだ。

「まあ、俺も今年初めてだし聞いていただけだが、ゲームソフトに、漫まん画が、真面目まじめなところでいうなら、使い終わった参考書に、過去の授業ノートの写し、実用的な物なら古着や生活雑貨などなど、まぁあらゆる物があるらしい。そう………エロスまでも」

「エロス……まあ、ジャック発案っスもんねぇ」

　亮士くんはそこで激しく納なつ得とくする。なんかすべてが腑ふに落ちました。

「そうだ。そもそもこの会の発ほつ端たんは、金のない学生同士が、使用済みの夜のおかずを交換するために始まったらしいからな」

「…………なるほど」

　それはある意味切実というか、わかりやすい理由です。でも表には出せない理由ですね。

「昔はネットがなかったから、こういう場が必要だったんだろ」

　今はネットで探せばいくらでもおかずを見つけられるかもしれませんが、昔はそうはいかなかったのです。最近の若いもんはあの苦労を知らないのです…………もちろん一般論ですよ？

「まあ、そんなことはどうでもいい、本題はほかにある。亮士、ついてこい」

　浦うら島しまさんはそう言うと、人波を嫌いやな顔してかき分けていった。…………たぶん男と触ふれ合うのがよほど嫌なんでしょうね。ここまで徹てつ底ていされるとある意味あっぱれです。

　そして亮士くんが浦島さんにつれられてやって来たのは、ある意味メインのくせに会場の隅すみの目立たない辺りに位置しているエロスゾーンだった。光のあまり当たらない薄うす暗ぐらい店先に並んでいる物は、写真集やＤＶＤ、そして生写真など。実にエロスですね。

　亮士くんも男の子ですから、色々興味津しん々しんに見ていると、浦島さんがある店の前で止まった。「来たぞ」

　さすが浦うら島しまさん。男に対しての言葉は、簡潔で無む駄だが一いつ切さいない。女性と話をするときは美び辞じ麗れい句くでやたらものすごくなるのだが。

「やあ、同志浦島、よく来てくれたね」

　どうやら店主らしい、めがねでやせた少年がにこやかに浦島さんの言葉に答えた。同志と言うあたり、ジャックと愉ゆ快かいな仲間たちの一人らしい。

　店主の前のビニールシートに並んでいるのは、女の子たちの写真。……なんか、見覚えのある顔もちらほら見受けられますね、桃ももちゃんとか、白しら雪ゆきさんとか。

　どうやらここは写真を商品としているようです。

「ああ。それで、こいつが亮りよう士しだ」

「そうか、連れてきてくれてありがとう。報ほう酬しゆうは今度渡わたすよ」

「おお」

　そう答える浦島さんですが、

「えっと、報酬って？」

　亮士くんの問いにしどろもどろになる。

「あー……それはだな」

「労働と写真の物々交こう換かんですよ。つまり、君をここに呼んできてもらうという労働の報酬として今度写真を渡すことになっているんだ。ちなみに写真は……」

「ごほん、ごほん」

　なぜか思わせぶりに咳せきをする浦島さんに、店主はかすかに苦笑して言った。

「……ミス御お伽とぎ学園上位ランクに位置する女の子たちのベストショット集だよ」

「そういうわけだな！　じゃ、俺は行くぞ、ほかにも見て回りたい」

「うん、助かったよ」

　どうやら浦島さんはエロスを追い求めてみるようです。……あなた乙おと姫ひめさんがいるでしょうに、またこってり絞しぼられちゃいますよ？　あの人のことですから、浦島さんのエロ本の隠かくし場所を絶対知ってるはずですよ？　絶対隠し事なんてできませんよ？

　……まあそれはともかく、置いていかれた亮士くんに、店主が挨あい拶さつをする。

「それでは森もり野の亮士くん、初めまして……だったね」

「たぶん……」

　一応二人ともジャックと愉快な仲間たちの一員のはずだが、ジャックさん主しゆ催さいのあの紳しん士しの集まりは大所帯だったりするので、顔を合わせたことがない人も結構いたりする。クラブ活動に打ち込んでいる人とかは放課後は来れないので。

「僕の名前は庄しよう屋や長ちよう治じ、三年だ」

「森野亮士っス、どうもよろしくっス。……でも、いったいおれになんの用なんスか？　初対面っスよね？　庄しよう屋や先せん輩ぱいとは」

「うんそうだね、初対面だ。でも僕は君に会う必要があった」

　庄屋さんはなにやら早さつ速そく本題に入るらしい。

「今回僕が君を呼んだ理由はね……これだ」

　庄屋さんはなにかを取り出し亮りよう士しくんに見せた。

　それはなんの変へん哲てつもない、一枚の写真だった。だが、それを見た亮士くんが衝しよう撃げきにうち震ふるえる。

「こっこれは……」

　亮士くんの震える手の中にある写真には一人の少女が写っていた。意地っ張りで、強がって、それでいて優やさしくて、面めん倒どう見がよくて、本当はかわいい女の子のくせに、噓うその毛皮をまとった一人の少女…………おおかみさん。

「たまたま偶ぐう然ぜんその場を通りがかり、思わず反射的に撮とってしまった一枚だ。我ながらよく撮れていると思う。強気な少女が不意に漏もらした笑え顔がお。信しん頼らい、好意、喜びなど、それらの感情が自然な笑顔を作り出した瞬しゆん間かんを切り取った奇き跡せきの写真だ」

　写真には笑顔を浮かべたおおかみさんの姿が写っている。

　亮士くんには、この笑顔に見覚えがあった。なぜなら、これは……自分に向けられた笑顔だったのだ。

　忘れもしない、桃ももちゃんにつれられて鬼おにヶが島しま高校に攻せめに行った帰り、思わぬ過去との遭そう遇ぐうにショックを受けたおおかみさんに、自分がいると伝えたときに浮かべた笑顔だ。

『……うん、頼たよりにしてるよ』

　そのときおおかみさんが発した言葉は、今も亮士くんの中で息づき、生きる指針にすらなっている。そう、おおかみさんのあの笑顔を……言葉を守るために、亮士くんはがんばっているのだ。

「僕は見ての通り、写真を商品として扱あつかっている。今日の場合は交こう換かんだけど、普ふ段だんは売っていたりする。カメラは金がかかるからね。でも…………これは売れなかった。これは売っていいものではない。売っていいとしたら相手はただ一人……君だ」

　庄屋さんは亮士くんを指さす。

「そう、ただ一人、この笑顔を向けられた君だけだ」

「…………」

「ただね、これをただであげるのはどうにもね。これは僕の最高傑けつ作さくといっても過言ではないほどの作品だ。大事な…………我が子といってもいいかもしれない。それを、ただで譲ゆずり渡わたすのは色々な意味で嫌いやだ。なによりここは、物々交換の場だ、お互たがいが納なつ得とくして交換したい」

　この写真を手に入れることができると聞き亮士くんは興奮する。

「なっなにとなら交換してくれるっスか？」

「そうだね。……僕としては、御お伽とぎ銀行女子メンバーの写真を撮とってきてもらいたい。もちろん、彼女たちに気がつかれず」

「かっ隠かくし撮りっスか!?」

　亮りよう士しくんは思わず大きな声を上げてしまう。

「いや隠し撮りといっても、別にエロスを感じる写真を求めているわけではない。日常の中で垣かい間ま見みえる素すの彼女たち。ふと気を抜ぬいたり、無防備に感情を表したりといった、レンズに意識を向けていない自然な彼女たちの写真を撮ってきてもらいたい。要するに、この大おお神かみさんの写真みたいなものだね。カメラを意識していないからこそ、女の子の本当の美しさ、素の魅み力りよくが写し出されるんだ。グラビア写真のようにカメラを意識した美しさもあれはあれでいいものだけど、それとこれはまったく違ちがうものだからね。そして前者の、少女の普ふ段だんの表情を切り取った写真を、僕は集めている。ああ、安心してくれ。君に撮ってもらった写真は、悪用しないと誓ちかおう」

「写真……隠し撮り……」

　亮士くんは考える。エロくないとしても、隠し撮りはどうかと思う。

　しかし……欲しい。レアすぎるおおかみさんの、笑顔の写真が欲しい。マジ欲しいのだ。あの写真があれば、今後どんなことにも負けないでいられそうな気がする。あの写真をお守りにしていたら、対人恐きよう怖ふ症しようだって克こく服ふくしてしまえるかもしれないぐらいだ。

「…………」

　故ゆえに……亮士くんの脳内で天使と悪あく魔まが飛び交かい、侃かん々かん諤がく々がくの議論を交わし始める。天使が隠し撮りなんてもってのほかだと言ったかと思えば、悪魔がおおかみさんのレア写真欲しいだろ？　ん？　と亮士くんの心を揺ゆさぶってくる。

　しばらく葛かつ藤とうの末、亮士くんは……

「…………わかったっス」

　しっかりとうなずきました。

　悪魔が勝ったようですね。でも亮士くんはおおかみさんの写真が本気で欲しいのです。そのためには……悪魔にだって魂たましいを売り渡わたしちゃうのです。

　ただ、亮士くんを最後に後押ししたのは、悪用しないという言葉でしょう。紳しん士しの皆みなさんは馬ば鹿かで変態ですが、とてつもなく紳士なのです。女の子相手にいろんな悪さ企たくらみますが、女の子には絶対手を触ふれないのです。花を観賞するかのように、目で楽しみ香かおりを楽しみ、しかし手た折おったりはしないのです。まさに紳士。…………まさに紳士!!

　そうでなかったらさすがの亮士くんも、了承りようしようしないでしょう。

「それはよかった。御お伽とぎ銀行の女性たちはかわいいんだけど、近寄りがたいからね。隠し撮りに気づかれたら、貸しとかいって酷ひどい目に遭あいそうな気がするんだ」

　間違いないですね、ええ。

「まあ、だからこそミステリアスで、自分で撮とるという僕のポリシーを曲げてでも、普ふ段だんの表情を見てみたいというのがあるんだけど」

　たしかにその点に関しては亮りよう士しくんも同意する。考えてみれば、いつも御お伽とぎ銀行で会うだけで、普段の皆みなさんの姿を見たことがないのだ。

「………………」

　亮士くんは俄が然ぜんやる気が出てきてしまう。なんだか最近紳しん士しの皆さんに染まりすぎですよね、対人恐きよう怖ふ症しようでひーひー言ってた純真な亮士くんは、いったいどこに行ってしまったのでしょうか。

　そして亮士くんは庄しよう屋やさんからカメラを借り、その使い方を教えてもらい……

　……翌日から亮士くん一世一代のミッションが始まった。




　　　ミッション１　アリスさん




　亮士くんは気配を消し、アリスさんを見事に尾び行こうしている。野山を駆かけ巡めぐるうちに手に入れた気配を消す能力、追つい跡せきの能力などの猟りよう師しスキルを総動員してストーキングしている。

　まさにこれこそスキルの無む駄だ遣づかい。

　周囲に同化し、対象に悟さとられずに尾行し、気配を極限まで消して接近する。……亮士くんってば、超ちよう一流の変質者になれそうですね……ってそれはともかく、アリスさんは廊ろう下かをピンと背筋を伸のばし颯さつ爽そうと歩いている。腕うでに抱だくようにファイルを持ったその姿は、キャリアウーマン以外の何者にも見えない。相変わらずアリスさんはできる女だった。

　さすがアリス先せん輩ぱいだ……とか考えながら、亮士くんは尾行する。

　しばらく追跡していたら、アリスさんの向こうから一人の少女が歩いてきた。

　黒髪かみストレートで、いそいそと歩く大和やまと撫子なでしこという感じの少女。

　その少女とアリスさんはすれ違ちがい……いやすれ違おうとした瞬しゆん間かん、アリスさんが足を出しました。その大和撫子少女の前に。

「きゃっ」

　アリスさんの足に引っかかって大和撫子少女が倒たおれる。

「いっいたっ」

　そんな大和撫子少女を、アリスさんは表情も変えずに見下ろします。

「…………」

　いっいいいっいじめですかっ!?　アリスさん実は陰かげでは極ごく悪あく非道だったりするんですかっ!?　いやマジですか!?　そんな……アリスさんに限って……でも、アリスさんが足出して大和撫子少女を転ばしたのも確かですし……ちょっとというか、かなりショックですね。見てはいけないものを見た感じです。

　追つい跡せきしながらそれを見ていた亮りよう士しくんもショックを受ける。

　まあ、当たり前ですね。アリスさんの裏の顔を見てしまいましたもんね。

　大和やまと撫子なでしこ少女を転ばした極ごく悪あく非道なアリスさんは、その少女をものすごく冷たい瞳ひとみで見下ろし続けている。

「なっなにするんですか」

　そんなアリスさんに大和撫子少女は抗こう議ぎするが、アリスさんは無言のままだ。しかも大和撫子少女の髪かみに手を伸のばし、つかんだ髪を引っ張る。アリスさん、あなたはどれだけ酷ひどいんですか!!　あんたは鬼おにやっ、鬼の子やっ!!　ほら、亮士くんもどん引きですよ……ってあれ？

「あっ」

　髪の毛を引っ張られた大和撫子少女がそんな声を出した。アリスさんの手の中には髪の毛がごっそり………………というか、これヅラですね。

「……………………」

「……………………」

　見つめ合うアリスさんと、ヅラかぶってた大和撫子少女…………というか……。

「どこに行くつもりですか？」

「えっと、その……」

「口調を元に戻もどしなさい、気持ち悪いですよ」

「あーうん、あっあっあー…………ごほん。……えっとね、アリス君？　これはね？　そのね？　なんというかね？」

　……頭とう取どりさんですね。

　なんと、大和撫子少女の正体は、変装した頭取さんでした。

　まあ、アリスさんがあんな酷いことするわけないですよね。うん、本当は信じてましたよ、当たり前じゃないですか。皆みなさんもそうですよね？　ねっ？

　……それでは話を戻します。

「またさぼりですか？」

「さぼりというかね、趣しゆ味みと実益を兼かねた情報収集というか……？」

　この人は変装して、責任が自分に降りかからないようにするのが趣味なのです。別人になれば、自分の責任じゃないですからね。

　一応、頭取さんを擁よう護ごしますと、男にも化けるので女装趣味ではないんですが……ダメ人間には変わりありません。

「……………………はぁ、これつけてください。つけてないと変態にしか見えないので」

　たしかに化け粧しようしてる頭取さんに見えてきますからね。

　そんな酷い言われように、頭取さんは差し出されたヅラを受け取りつつ文句を言う。

「酷いなぁ、アリス君？　そもそもアリス君が取ったんだろう？」

「他人のふりして通り過ぎようとするからですよ」

「いやぁ、やっぱりアリス君は騙だませないんだなぁ、今回の変装は結構自信があったんだけどね？」

　そう言って、頭とう取どりさんはアリスさんに渡わたされたヅラをかぶる。そして再び爆ばく誕たん大和やまと撫子なでしこ少女。

「あーあー、うん、あ[image: ～][image: ～]………………ほんとひどいですね、アリス先せん輩ぱいは」

　声を女の子のものに戻もどし、頭取さんはそう言う。

　あと、この大和撫子少女は年下設定らしいです。

「いきなり女の子を転ばせるなんて……」

　男の子のくせにそんなことを言った大和撫子頭取さんに、アリスさんは額を押さえて絞しぼり出すように言った。

「……見てるといらいらしてくるので、さっさと行ってください」

「そんな……ひどいです」

　瞳ひとみを潤うるませ、ポーズまでつけてかわいく言う大和撫子少女（頭取さん）。

「行きなさい!!」

「はっはい～」

　切れたアリスさんに、頭取さんはあわてて走り去る。相変わらず、すさまじいまでのダメッぷりですね。

　アリスさんは、そんなダメ男すぎる頭取さんが見えなくなってから、ため息を一つつく。そして……

「はぁ…………まったく、しょうがないですね」

　仕方ないなあとあきれつつも…………にっこり微笑ほほえんだ。

　信しん頼らいと好意と放ほうっておけないなぁなどの様々な感情の交じった、それはとてもとてもいい笑顔だった。たとえるなら、いたずらっ子を注意する年上のお姉さん的な笑顔というべきか。さらにたとえるならダメ男に惚ほれてしまった、この人は私がいないとダメなんだ的思考をする女性みたいな笑顔だった。…………ごめんなさい、後ろのほうはなかったことにしてください。あまりにもアリスさんが不ふ憫びんなので。

　ともかく、そんなアリスさんの笑顔を、亮りよう士しくんは迷わず激写する。

　パシャ

　そしてダッシュ。…………盗とう撮さつしてダッシュで逃とう亡ぼう、ここにもダメ男が一人いますね。

「ん？　今なにか……気のせいですか」

　ともかく亮士くんに気がつかなかったアリスさんは、そのまま歩き去った。

　これにてミッション１　アリスさん終了しゆうりようです。




　　　ミッション２　魔ま女じよさん




　亮りよう士しくんにとって、魔女さんはわけのわからない人、それにつきる。いたりいなかったり、役に立つ物を作ってきたかと思えば、わけのわからない物を作ったあげく自じ爆ばくして他人を巻き込む。

　そんな魔女さんは今、なにやら御お伽とぎ学園内の道の端はしでしゃがみ込んでいる。真っ黒とんがり魔女帽ぼう子しに、ローブみたいな黒衣、遠目に見ると真っ黒い固まりが道の横に置いてあるみたいで実に不気味だ。

　いったいこの人はなにをしているんだ……と亮士くんはもう少し接近する。

「じー」

　どうやら魔女さんは、地面を見ているようだ。

　亮士くんが、お前アフリカ人かよ！　とつっこみ入れたくなるほどの非常にいい目を凝こらして見てみると、なにやら地面には黒い点々と小さな穴が。あれは……

「…………蟻ありっスか？」

　そう、蟻と蟻の巣すでした。

　どうしてか知らないですが、魔女さんは蟻の巣をじっと見ている。

　そんな魔女さんの口元から太陽に反射してきらきらと光るなにかが垂たれてます。

　……魔女さんは蟻の巣を水みず攻ぜめしてますね、つ……口内から分ぶん泌ぴつされる液体で。メインヒロインじゃあないとはいえ、年とし頃ごろの女の子がやることではありません。

「…………」

　蟻の巣を観察というか水攻めしている魔女さんと、それを後ろから観察する亮士くん。不思議な空間です。

　そして……

「ヨ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!!」

　突とつ然ぜん悔くやしがる魔女さん。どうやら水攻めに失敗したらしい。

　しばらく地じ団だん駄だを踏ふんだあと、魔女さんはいきなり走り出した。いったいなにをするんだと亮士くんがついていってみると、掃そう除じ用具の入ったロッカーからバケツを取り出し、そのバケツに水を汲くみ出す。

　本格的に水攻めをするつもりのようだ。

　なにが魔女さんをそこまで駆かり立てるのか。

　前世で蟻となにかあったんですかあなたはと言いたくなるほど張りきって、魔女さんは小走りで水の入ったバケツを運ぶ。まぁ落としたアイスの恨うらみぐらいのことでしょうけど。

　でも、そんなにあわててると……

「ヨヨ[image: ～][image: ～][image: ～]!?」

　バッシャーン

　あともう少しで巣す穴あなというところで、案の定魔ま女じよさんは水の入ったバケツを抱かかえたまま転ぶ。

　なんだかものすごく器用に転び、全身に水をひっかぶる。さらに追い打ちをかけるかのように、上からバケツが落ちてきて魔女さんの頭を直ちよく撃げきした。

「[image: ヨ]ッ!?」

　変な悲鳴を上げたあと、魔女さんはぴくりとも動かなくなる。

　すばらしい一人コントですね。

　動かない魔女さんに、これは助けに行くべきか……なんて亮りよう士しくんが考え始めた頃ころ、魔女さんはがばっと起き上がる。

　魔女さんは癇かん癪しやくを起こしたかのように再び地じ団だん駄だを踏ふむと、ずぶ濡ぬれになって重たくなった魔女帽ぼう子しとローブに見える改造黒衣を脱ぬいでその場に放置し、再び走り出す。

　今度はどこに行くのかと見守っていると、御お伽とぎ銀行地上支店に突とつ入にゆうし……出てきたとき持っていたのは何枚もの鏡だった。魔女さんは蟻ありの巣までそれを運ぶとなにやら並べ始める。

　なるほど、ソーラレイ……もとい、たくさんの鏡で光を集めて熱攻ぜめするつもりなんですね。

　さらにスカートのポケットからは、なにやら持ち手らしき物がはみ出てます。あれは……虫眼鏡の持ち手でしょう。魔女さんは鏡と虫眼鏡の二段構えで蟻の巣を壊かい滅めつに追い込もうとしているようです。どこの策士ですかあなたは。というかもっとほかのことに頭を使ってください。

　とかいう間にも、鏡は並んでいく。何度も御伽銀行地上支店とここを往復し材料を揃そろえ、鏡を支える台まで作り始めた。あなたは蟻の巣一つ壊滅させるのにどれだけ手間かけるんですか。

　そしてよし完成と、魔女さんは光の集まる場所に入り自ら最終確かく認にんをする。

「ギョー!!」

　馬ば鹿かですね。

　鏡に反射した太陽の光をもろに見てしまったらしく、魔女さんはのたうち回る。策士策におぼれるってこういうことをいうんでしょうかね。

「ヨョ～」

　地面をのたうち回るという、普ふ通つうの女子高生なら一生経験しないであろう醜しゆう態たいをさらしたあと、魔女さんはなんか弱々しい声を上げながら起き上がる。そして、その分厚すぎるめがねを外し目をごしごしとこすります。

　めがねを外した魔女さんですが……そこにはすごい美少女がいました。魔女帽子も黒衣も全部ないので、その抜ばつ群ぐんのスタイルも見て取れます。金色の髪かみが太陽に反射し輝かがやいています。

　美少女オーラがばりばりです。

　宝の持もち腐ぐされここに極きわまれり。いつもこの素す顔がおを出してたら、ミス御伽学園コンテストの上位に入るの間ま違ちがいなしでしょう。

　魔ま女じよさんのそのあまりの美少女っぷりに一いつ瞬しゆん見とれてしまった亮りよう士しくんだが、はっと我に返ると素す顔がおの魔女さんを激写する。

　パシャッ

「ヨッ？」

　そして亮士くんは、また逃にげ出す。

　逃げながらも、亮士くんの胸はまだどきどきしている。涼りよう子こさんのことを好きじゃなかったら危あやうく惚ほれてしまったかも……とか思っているのかもしれません。それくらい魔女さんは美少女でした。

　まあそれはともかく、ミッション２　魔女さんクリアです。




　　　ミッション３　おつうさん




　亮士くんの次のターゲットは、御お伽とぎ学園では誰だれもが知ってる美人メイドおつうさんだった。

　亮士くん……いや御伽銀行に所属している皆みなさんは、この人にとてもお世話になっています。お茶とか入れてくれたり、御伽銀行地下支店が清潔で居い心地ごこちがよいのはこの人のおかげなのです。しかも美人で優やさしく慈じ愛あいあふれた素敵なレディなのです。そう…………恩返し状態でさえなければ。

　恩返し状態!!

　みたいな感じで恍こう惚こつとしているときのおつうさんは、それはもうやばいです。どれくらいやばいかというと、いきなり押しかけ同居もののラブコメを始めてしまうくらいに。

　以前、亮士くんは飛んでくる野球のボールからおつうさんを守ったことがあったのですが、おつうさんは命の恩人だと亮士くん家ちに押しかけてきて、あげくの果てに夜のご奉ほう仕しまでしようとしてきたのです。まさしくそれなんてエロゲ？　って感じです。

　亮士くんが対人恐きよう怖ふ症しようのヘタレじゃなかったらヒロインが変わってましたよ、ええ。

　そのおつうさんは今、メイド服を着てほうきを持って御伽銀行地上支店のプレハブの前をにっこにこしながらお掃そう除じ中…………

「そわそわ、そわそわ」

　……じゃないですね、いつもと違ちがいますね。口でそわそわ言ってますね。

　お掃除しながらも、おつうさんは心ここにあらずといった様子だ。ちらちらと腕うで時計を見ては、何度も時間を確かく認にんしている。

　どきどきわくわく頰ほほを赤らめながら時間を気にするおつうさんの姿はまさに……恋する乙女おとめだ。

　これは、まさか……デートとか？

　おつうさんを観察していた亮士くんだったが、まさかの展開にどきどきする。

　ある意味、魔ま女じよさんと並んでそういう匂においがしない人ですからね。

　そしてついに時間が来たのか、おつうさんはほうきを片付けると走り出した。

　……どこに行くんだ？

　亮りよう士しくんはおつうさんについていく。

「ここは……」

　おつうさんが恋する乙女おとめの顔でやって来たのは御お伽とぎ学園の小等部だった。

　……おつう先せん輩ぱい、まさかショタが好きとか。

　亮士くんはなんとなくショックな気分だ。

　そんなショタ疑ぎ惑わくのおつうさんが今いるのは、人ひと気けのない校舎裏だった。

　そこでは、小学生にしては身体からだの大きいというかデブいまさにガキ大将といった少年とその取り巻き二人、それと身体は小さいがやんちゃ坊ぼう主ずといった雰ふん囲い気きをまとわせた少年が睨にらみ合っていた。年の頃ころは小学校中学年……小三といったところだろうか。

「おい、逃にげずによく来たな」

「ふん、それはこっちの台詞せりふや」

　今にもタイマンでも始まりそうな雰囲気だ。

「はらはら、はらはら」

　おつうさんはその様子を、物もの陰かげから文字通りはらはら言いながら見つめている。

　おつうさんのお目当ての少年はあのガキ大将……ではないでしょうから、あのやんちゃ坊主のほうでしょうか。

「転校生だからっていい気になってるんじゃねーぞ？」

「「そうだ、そうだ！」」

「ここにはここのやり方があるんだよ、よそ者が口出すな」

「「そうだ、そうだ!!」」

　……取り巻きがいい仕事してますねぇ。これ以上ないほどの取り巻きっぷりでほれぼれします。

「あん？　ここのやり方ってーのがあれか？」

　威い張ばるガキ大将に、やんちゃな少年は小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

「それなら明日も口出すで。オレはな弱いものいじめっちゅーのが一番好かんのや。かっこわるーて仕方ないやろ？」

「それは俺を敵に回すということか」

「おとんが言っとったわ。かっこもつけれんなったら男はおしまいやってな。……文句あんなら力ずくで黙だまらしてみんかい！」

　売り言葉に買い言葉のあとに始まったのは小学生同士の喧けん嘩かだった。ガキ大将がその大きな身体で押し潰つぶそうとするが、運動神経抜ばつ群ぐんなやんちゃな少年はちょろちょろ動き回ってそれをかわしている。なかなかいい勝負だ。

　おつうさんはその様子をはらはら……というか、その二人より周囲をきょろきょろ見回してる。お目当てはあのやんちゃな少年かと思いましたが、実は違ちがうのかもしれません。

　いったいなにを待ってるんだろうと亮りよう士しくんもきょろきょろしてたが、

「くっ、卑ひ怯きようやぞ!!」

　という声が聞こえて喧けん嘩かのほうに視線を戻もどすと、決着がついていた。

　業ごうを煮にやしたガキ大将のほうが取り巻き二人に力を貸すように言い、三対一になり一気に形勢が悪くなったやんちゃな少年は、捕つかまえられ地面に組み伏ふせられたのだ。

「ふん、勝てばいいんだよ」

「くそっ」

　絶体絶命なやんちゃな少年。

　そのとき、おつうさんの顔がぱあぁぁと笑え顔がおになる。

「うわああああああああああああああああ」

　いきなり現れためがねの少年が、やんちゃな少年を組み伏せたガキ大将に突とつ進しんしたのだ。

　そのめがねの少年にガキ大将はひるみ、やんちゃな少年はその隙すきに脱だつ出しゆつする。そしてめがねの少年を見る。

「お前……」

　めがねの少年はやんちゃな少年を見つめ返し震ふるえながら言う。

「ぼぼぼくが原因だから」

「…………」

「そそそそれに、助けてもらったのに君を見捨てたら、一生自分のことが好きになれそうにないから」

　……話から推すい察さつすると転校生だったやんちゃな少年がガキ大将にいじめられてためがねの少年を助け、お前生意気だなとなって、やんちゃな少年がガキ大将に呼び出されたのだろう。

　そして、それを知っためがねの少年が勇気を出して、やんちゃな少年の助すけ太刀だちに来たと。

　こういうの…………ものすごくおつうさんは好きそうです。おつうさんは現に、恋する乙女おとめのような表情をしてますし。どんだけ恩返しが好きなんですか。

　一方で、少年たちの喧嘩はまだ終わっていなかった。

　いきなりのめがねの少年の登場に面食らってたガキ大将だが、めがねの少年に一いつ瞬しゆんでもひるんだ自分が許せなかったのか、

「じゃますんじゃねーよ!!」

　と、ガキ大将が叫さけんで中断していた喧嘩が再開される。

　めがねの少年が加わっても三対二、しかも見るからに運動音おん痴ちっぽいめがねの少年が加わってもあまり戦力にはならなさそうだ。しかし、それでも、めがねの少年はうっとうしくガキ大将や取り巻きにくっつき、そのおかげでやんちゃな少年は多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいで捕つかまることがなく状況じようきようは膠こう着ちやくし……

「くそっもういい!!　帰るぞ」

　いい加減嫌いやになったのか、とうとうガキ大将は取り巻きと帰っていった。

　残されたのは、荒あらい息のやんちゃな少年と、ぼろぼろになっためがねの少年。

「…………」

「…………」

　しばらく無言でいた二人だったが、息が整ったところでやんちゃな少年が言った。

「…………お前やればできるんじゃねーか」

「うっうん、夢中で……」

「でもまあ、かっこよかったで、お前」

「そっそうかな？」

「ああ、あのガキ大将君と比べりゃよっぽど男だったで」

　青春ですね、友情ですね、なんかもう友人になって、親友になって、いい感じでつるんでいく凸でこ凹ぼこコンビの素す敵てきな未来が見えるかのようです。

「あらあらまあまあ、ぼろぼろですね」

　……と、二人の会話が一段落ついたところで、おつうさんが物もの陰かげから姿を現した。

「あ、おねえちゃん!!」

「…………なんだ、このすごいねーちゃんは」

　まあ、初見のおつうさんはインパクトがありますよね、メイドですし。

「お前のねーちゃんか？」

「ううん。でも、このおねえちゃんが、ぼくの背中を押してくれたんだ。ここで逃にげたら、一生自分のことが好きになれなくなるよって。……なんで小等部にいたのかはわからないけど」

　めがねの少年はそこでおつうさんのほうを見るが、

「にこにこ、にこにこ」

　おつうさんはにこにこして黙だまったままだ。

　でも、亮りよう士しくんにはわかってしまった。おつうさんはどこからともなく恩返しの匂においをかぎつけて、小等部までやって来たのだろう。恐おそるべし、おつうさんの恩返しへの拘こだわりというか情熱です。

「それはそうと……恩は返せましたか？」

　おつうさんの言葉に、めがねの少年はやんちゃな少年のほうを見て……

「……ああ、返してもろーたよ。ほんま助かったわ……おおきにな」

　そのやんちゃな少年の言葉に、めがねの少年はぼろぼろの顔で、それでも自信と誇ほこりを持って答えました。

「うん！」

　少年は一皮むけて、大人の男に一歩近づいたのだろう。そんな少年に、おつうさんは微笑ほほえんで言った。

「それはよかったです。本当に……」

　そのおつうさんの微笑みに、少年たちは見とれ……亮りよう士しくんは反射的におつうさんををパシャリと撮とる。

「……本当に」

　今回は写真を撮られたことに気づかれなかったようなので、亮士くんはもう少しこの場で観察することにした。……まあ、おつうさんがあまりに素す敵てきな恩返しを見てトリップしてますからね。

　しばらく笑顔……というか恍こう惚こつの表情を浮かべていたおつうさんだが、不意に我に返り言った。

「……ああ大変！　ぽーっとしている場合じゃないですね。早く、手当てをしましょう」

「あ？　こんなもんつばつけとけば治……ってうわ!!」

　ひょいと台詞せりふ途と中ちゆうのやんちゃな少年とめがねの少年を、おつうさんは小こ脇わきに抱かかえる。

「ねーちゃん、なにするねん」

「そっそれに重たくないの？」

　子供二人……軽そうとはいえ、それでも何十キロもあるだろう。しかし、おつうさんはそんな二人に自信満々に言った。

「メイドですから!!」

　まったく答えになってません。

「あ、手当ての前に、シャワーできれいにしましょう」

「ちょっねーちゃんはなせや!!」

「けが人はおとなしくしましょう」

　おつうさんは少年たちを抱えて去っていく。

　亮士くんには見えます、経験者である亮士くんにはわかります。

　あの少年たちは、シャワーに連れ込まれ、裸はだかにされて全身をきれいに洗われ、また一つ大人の階段を上のぼるのでしょう。もしかしたら、裸のおつうさんに洗われるという素敵な経験をして、一つ二つ大人の階段をすっ飛ばすかもしれません。

　ただ一つ確実なことは……この世に新たに二人、メイドスキーが生まれたこと。いたいけな子供にそんな奇き妙みような性せい癖へきを植え付けるなんて……おつうさんは罪な人です。

　まあそれはともかく、ミッション３　おつうさんコンプリートです。




　　　ミッション４　乙おと姫ひめさん




　ミッションは次なる段階へ。亮りよう士しくんが次のターゲットに選んだのは、浦うら島しまさん一筋、女の技わざの英才教育を受け、高校生にして女として完成してしまった大和やまと撫子なでしこ乙姫さんだ。

　乙姫さんをストーキング……尾び行こうするうえで気をつけるところとしましては、18禁の場面に遭そう遇ぐうしないようにすることでしょうか。

　いくら普ふ段だん見られない顔といっても、さすがにそれは写真に納められませんからね。まあ、こればかりは注意しても仕方がないですが。

　今亮士くんがストーキングしている乙姫さんだが、なにやら急いでいるようだ。

　乙姫さんが急ぐときは、やっぱり浦島さん関係っスよねぇなんて考えている亮士くん。

　足早に急ぐ乙姫さんについていくと、案の定、二人組の女の子と楽しそうに話している……というか口説いている浦島さんがいた。

「太た郎ろう様っ!!」

　乙姫さんはそれを見て叫さけぶ。浦島さんはその声にビクッとなってきょろきょろし、乙姫さんを発見する。

「おっ乙姫！　えっとこれはな、なんというか……そう、道を聞いていたんだ!!」

　浦島さん、それは少々無理がありすぎじゃないですか？　あなた、この学園に入学して、結構経たつでしょうに。

　どうしようもない言い訳をする浦島さんに、乙姫さんはつかつかと近づいていく。笑え顔がおを浮かべてますが、間ま違ちがいなく怒おこってますね、これは。

「あっ、そうだ！　用事があったんだ!!　では乙姫さんまたあとで」

　そんな乙姫さんに、浦島さんは走って逃にげ出す。相変わらずのダメ男です。

「太郎様っ!!　…………まったく、しょうがないお方でございますね。今夜は罰ばつとしてナンパなんてしようという気が起きなくなるほど、存分にかわいがっていただきましょうか」

　かわいがっていただくというのが乙姫さんらしいです。無理矢理あらゆる手を使って自発的に自分をかわいがらせるのでしょう。そして浦島さんは『太陽が黄色い……』とか言うことになるのです。まったく、ご愁しゆう傷しよう様と言えばいいのかご馳ち走そう様と言えばいいのか。

　ともかく、そんな怖こわい？　ことをつぶやいていた乙姫さんに、浦島さんにナンパされてた女の子二人が弁解する。

「すいません。これはその……」

　どうやらこの二人は乙姫さんと知り合いだったようだ。

「わかっています。太郎様にどこかに遊びに行こうとか誘さそわれて、それを断っていたのでございましょう？」

「あっはい」

「そうです、師匠せんせい」

　この二人組の女生徒は、知り合いというか……乙おと姫ひめさんの教え子だったようです。

　ちなみに、なんの教え子かというと…………女の技わざ？

　性産業界の雄ゆう、竜りゆう宮ぐうグループの代表である母親から色々仕込まれ、女として完成してしまった乙姫さんなので、色々と男に対する技を持っているのです。そしてそれを、男女仲円満のために女生徒に教えたりしていて、おかげで師匠とか呼ばれるようになったのです。

「…………あの、師匠」

「なんでございますか？」

「えっとその、前から気になっていたことがあって……」

「はい」

「……本当に唐とう突とつすぎる質問ですいませんけど……なんで師匠は浦うら島しま君のことがそんなにも好きなんですか？　…………ああ！　あの人が別にダメとか言うんじゃないですよ？　かっこいいし、スタイルいいし、話おもしろいし、女の子には優やさしいし。……でもあの人は女好きで浮気するじゃないですか。師匠ほどの人なら、もっと完かん璧ぺきな男性と付き合える気がするんですけど」

　たしかに浮気性というのはかなりの減点要素でしょう。

　ですが、そんな問いにも動じず、乙姫さんは微笑ほほえみながら言いました。

「ふふっ、たしかに太た郎ろう様は女好きで浮気性でございます。でもわたくしが誰だれよりも太郎様のことをよく知っていて、誰よりも太郎様のことを愛していることを太郎様は知っていますから、どこでふらふらしていても太郎様は必ずわたくしの許もとに帰ってくるのでございます。帰ってくるのがわかっていれば……多少の欠点は愛あい嬌きように思えてくるものでございます。なにより太郎様がわたくしを愛してくださっていることを知っていますから、わたくしの手の届く範はん囲いで遊ぶくらいなら許して差し上げようかなとも思うのでございますね」

　すごい自信です。浦島さんが必ず自分の許に帰ってくると確信していなければ、こんなこと言えませんよ。

「へぇ。じゃあもしも師匠よりもあの人のことをよく知っていて、師匠よりもあの人を愛していて、師匠よりもあの人に愛されている人が出てきたら？」

　なるほど。そんな人がいたら浦島さんは帰ってこなくなるかもしれないですけど、いいんですか？　そういう場合はどうするんですか？　と聞きたいわけですね。可能性は低いですが、あり得ないとは言えません。

　隠かくれて一部始終を見ていた亮りよう士しくんも、乙姫さんがなんて答えるのか興味津しん々しんです。

「…………」

　そしてその問いに乙姫さんはしばしの沈ちん黙もくののち、

　……………………ニコッ

　なにも言わずに優やさしく微笑ほほえみました。そう、ただ微笑んだだけなのです。

　なのに怖こわいです、マジ怖いです、超ちよう怖いです。

　慈じ愛あいにあふれたまるで聖母のような微笑みなのに、伝わってくるのはなぜか恐きよう怖ふです。

　質問した女の子も固まっちゃいましたよ。なにか本能的な部分でこの人に逆らっちゃダメ、敵にしちゃダメとか感じたのでしょう。でも、女の子たちは恐怖に固まりつつも、憧あこがれや尊敬という感情もわき出ている様子です。

　たしかに、狂きよう気きすらはらんでいるように見える乙おと姫ひめさんの笑顔は、恐おそろしく魅み力りよく的な笑顔でもありました。魔ま性しようの女とかいうんですかね、乙姫さんみたいな人のことを。

　なんというか、ここまで狂くるえるほど人を愛せるというのは、ある意味ですばらしいことなのかもしれません。…………まあ、想おもいが通い合ってさえいればですが。

　想いが一方通行になった瞬しゆん間かん、乙姫さんは病やんで超ちよう弩ど級きゆうの地じ雷らいになりそうですからね。浦うら島しま太た郎ろうは、竜りゆう宮ぐう城じようから出さえしなければ幸せなのです。浦島さんは今のところは出るつもりがなさそうなので、大だい丈じよう夫ぶそうですが。

　そして……

　パシャ

　亮りよう士しくんはそんな乙姫さんの素す敵てき笑顔を激写する。

「……？」

　かすかになにかが聞こえた気がして、乙姫さんは周囲を見回す。ですが見つかる亮士くんではない。

　というわけで、乙姫さんの写真ゲット。ミッション４　乙姫さん終しゆう了りようです。




　　　ラストミッション　りんごさん




　毒舌腐くされロリりんごさん。とってもかわいい見た目のくせに、毒を吐はくわ、亮士くんやおおかみさんをいじりまくるわと、やりたい放題の女の子だ。

　このりんごさんはいつもおおかみさんと一いつ緒しよにいるので、必然的に亮士くんはりんごさんといる機会が増えたのだが……考えてみれば亮士くんはりんごさんの普ふ段だんの生態を知らなかった。

　そう、りんごさんがおおかみさんといない間になにをしているのか知らないのだ。

　亮士くんはりんごさんとは関かかわり合いが多いだけあって、楽しみでもあり怖くもあり……正直どきどきだ。

　亮士くんは気配を消し、おおかみさんとりんごさんをつける。

　今日ちょっと用事があるんで……と言っておおかみさんとりんごさんを先に帰らせておいて、帰る二人をストーキングしているのだ。

　亮りよう士しくんの目の前で、仲よく世間話とかしながら帰っている二人。なにを話しているのかはわからないが、見てるだけで二人の仲のよさが伝わってくる。

　そしてある十字路で、二人は手を振ふり別れた。予定通りおおかみさんはボクシングジムに向かい……りんごさんはどうやらこのまま家に帰るわけではなさそうだ。家に帰らないのなら、シャッターチャンスが巡めぐってくる確率が高くなりそうなので、亮士くんとしてはラッキーだ。さすがの亮士くんでも家の中まではついていけないので。

　おおかみさんと別れたりんごさんが向かったのは、御お伽とぎ花ばな市しの中心部にある電気街、またの名をオタク街と呼ばれるところだった。まあ電気街といってもそこまで大きくはないのだが。

　でもりんごさんがここに来たことについては納なつ得とくです。りんごさんはデジタル系に強そうですもんね。ノーパソやらビデオカメラやらいつも持ってますし。

　ということは、今日もなにか手に入れに来たか物色しに来たのだろう……って、言ってるそばから、りんごさんがＰＣショップに突とつ入にゆうしていき、亮士くんはあわててついていく。

　ＰＣショップに入ったりんごさんは店内を一周回ったあと店員に話しかける。

「……ですの？」

「…………それは」

　亮士くんは会話をよく聞こうと近づく。りんごさんはいったいなにをしているのかというと……

「もうちょっとお安くなりませんの？」

　……どうやら、値下げを交こう渉しようしているようだ。

　だが敵も然さる者……というか店員さんも、そう簡単には折れない。

「いや、うちとしてもコレが精せい一いつ杯ぱいで……」

　手て強ごわいと見たりんごさんはそこで伝でん家かの宝ほう刀とうを抜ぬいた。

「お願いですの」

　きゃる～ん☆

　りんごさんは上うわ目め遣づかいで両手を組んでおねだりする。かわいさ大爆ばく発はつです。かわいさのリミッターを解除して、全身全ぜん霊れい、身につけたあらゆるテクを動員してあざとくおねだりする。

　しかも、お願いした瞬しゆん間かんに、りんごさんからなにかが出た。たぶんあれは、美少女のみが出せるオーラのようなものなのだろう。

　きゃるる～ん☆

　こんな変なものを出せるなんて、りんごさんはさすがです。伊達だてに美少女やってません。

「しっ仕方ないなぁ、今回だけですよ……」

　そして、なんか変なもの出してるかわいいりんごさんに、店員さんはとうとう陥かん落らくする。

　そんな店員さんにりんごさんはにっこり笑って、

「あ、でも今日は持ち合わせがないので、また今度来ますの」

　……断りました。

　って、そこまで値切っておいて買わないんですか、りんごさん。こんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんなことをやってたら店員さんだって嫌いやな気分に……

「それではですの～」

「またのお越こしを～」

　なってなさそうですね。

　かわいく手を振ふるりんごさんに、店員さんも笑え顔がおで手を振り返している。

　ああ……なんというか…………かわいいは正義ですね。正義なんですね。かわいければなんだって許されるんですね。

　お店から出たりんごさんは、なにやらファンシーな手帳を取り出してメモメモする。

「うふふ」

　うっわ～りんごさん、今あなたすごく悪い顔してますよ？

「それじゃあ、お次は……」

　その後もりんごさんのお店行あん脚ぎや、またの名をりんごさん無む双そうは続きます。

　あるときはなにもわからないんですの～なんてかわいい顔で店員に説明させ、あるときはマニアックな会話のできるかわいい女の子ということで店員の口を軽くし色々聞く。さらには知り合いらしい店員と和わ気き藹あい々あいと会話し情報を引き出し最近の動向を調査する。

　しかもすべての店で、今お財さい布ふピンチなんですのよ～と値下げを暗におねだりし、どのあたりまで値が下がるのか確かく認にんをして………………でも買わない。たぶん情報収集が終わったところで、一番お得な店で買うのだろう。もしくはネット通つう販はんを利用するのか。

　買い物上手ってレベルじゃないですよ、この人。

　そんなりんごさんに、亮りよう士しくんは感心すればいいのかあきれればいいのかわからない。

「…………」

　りんごさんはちゃっかりさんで、いろんなところでかわいさを武器に得しているとは思っていたが、ここまでとは亮士くんも思っていなかった。予想の斜ななめ上をいかれた感じだ。

　そして最後にりんごさんがやって来たのはとある雑居ビルの一階だった。

　細い路地を少し行った場所にある穴場的なそのお店は…………エロゲーショップでした。

　りんごさんはエロゲーショップに躊ちゆう躇ちよなく踏ふみ込む。サブヒロインとして前ぜん代だい未み聞もんの行動だ。

　りんごさんの行動に騒そう然ぜんとなる狭せまい店内。エロゲーを吟ぎん味みしている最中に、いきなり美少女が入ってきたらそうもなるでしょう。夜のおかず……じゃなくて愛と勇気と人生を求めてやって来た紳しん士しの皆みなさんが、りんごさんから離はなれようと動き回り、店内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図になっています。

　そういう店とかレンタルビデオ店のＡＶコーナーとかにいるときに女性が入ってきたら居い心地ごこち悪いですもんね。…………いやいや一般論ですよ？

　ともかく、そんな中をいったいここはなんなんですの？　間ま違ちがえて入ってきちゃいましたの～なんて雰ふん囲い気き出しながら、りんごさんは歩き回る。

　最初は小首をかしげ、途と中ちゆうからはここがどういう場所か理解したのか頰ほほを染め恥はずかしそうに、……しかし興味津しん々しんに、りんごさんはちらちらと周囲を見回しながら歩く。

　なんか知りませんけど裸はだかの女の子の絵がたくさんありますの、恥はずかしいですの、でも興味がわきますのどうしましょ～なんて顔してます。どこをどう見ても、ちょっとエッチなことに興味を持ち出した年とし頃ごろの純真可か憐れんな美少女です。

　ですが、おおかみさんと同じくらいの時間りんごさんと一いつ緒しよにいる亮りよう士しくんから見ると、ほんのわずかな違い和わ感がある。間違えて入ったにしてはなぜか余よ裕ゆうを感じさせる態度や、悠ゆう々ゆうとした足取りが引っかかるのだ。

　…………気のせい……っスかね。

　亮士くんがそんなことを考えているうちに、ようやくりんごさんが出てきた。

　不自然なくらいたっぷりと時間をかけて外に出たりんごさんは店を出た瞬しゆん間かん、漂ただよわせていた虫も殺さなそうな清純な雰囲気を消し去り……

「ふうっ」

　と息を吐はきながら微笑ほほえんだ。この笑顔はうれしいときに浮かべる笑顔じゃなくて、楽しかったとか、すっきりしたとか、いい仕事したぜとかいうときに浮かべる笑顔だ。

　なんというか……間違いなくわざとです。

　間違えたふりしてわざとエロゲーショップに入って、思いっきり自らのかわいい外見を悪用し、紳しん士しの皆みなさんの怯おびえ逃にげまどう姿を見て楽しんでたんですね。りんごさんは趣しゆ味み悪すぎです。

　店が小さく入れなかったため、外からそんなりんごさんをあきれつつ観察していた亮士くんだったが、りんごさんのそんなイイ笑顔を激写する。

　パシャ

　これも、ある意味で、りんごさんの素す顔がおだろう。

　よし、これでミッションクリアだ……とその場を去ろうとした亮士くんだったが、

「…………なにしてんだおめー」

「えっ？」

　いきなり声をかけられビクッとする。亮士くんがおそるおそる後ろを振ふり向くと、そこには腕うでを組んだおおかみさんの姿があった。

「りょっ涼りよう子こさん!!　なっなんでここにっ!?」

　亮士くんは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「おいりんご!!」

　そんな亮士くんを無視して、おおかみさんが大声で叫さけぶと、店の前にいたりんごさんはぴくっとしたあときょろきょろする。

「こっちだこっち」

　りんごさんはおおかみさんを発見すると、ぴょこぴょこやって来た。

「あっ、涼りよう子こちゃん、ご苦労様ですの」

「おう」

　どうやらおおかみさんがここにいるのは偶ぐう然ぜんではないらしいです。

「で、なにしてるんだ？」

「えっとその前に聞きたいことが…………なんでおれに気がついたんスか？　結構うまく気配消せてたと思うんスけど」

　追つい跡せき技術に自信を持っていた亮りよう士しくんは、まずそれが気になったようだ。

「だって、先に帰ってくださいっスって顔が、悪さを隠かくすときの顔だったんですもの。その顔見てたら、アリス先せん輩ぱいとかが、なにか写真撮とられた気がすると言ってたのを思い出したので、もしかしたらと思ったんですのよ」

　アリスさんたちは写真撮られたことに気がついていたらしい。亮士くんが上手うまく隠れても、シャッター音は消せないので仕方ないかもしれない。

「それで、涼子ちゃんと打ち合わせをして別れたあとにここに先回りしてもらってたんですのよ。ここのお店は小さいので中に入ってこれないでしょうし、店の外の道が細いので、つけてきてたとしたら見つかるんじゃないかなと」

　なるほど、だからりんごさんはエロゲーショップに入ったんですね。

「ま、そういうことだ」

　種明かしされ、亮士くんはがっくり肩かたを落とす。まんまと、一いつ杯ぱい食わされたらしいです。

「で、お前はなにをしてるんだ？　なんでりんごをつけていたんだ？」

「えっと……それはその……」

「な　ん　で　り　ん　ご　を　つ　け　て　い　た　ん　だ？」

　ゆっくり言葉に力を込めておおかみさんがそう言うと、あっさり亮士くんは白状することとなった。まあ、亮士くんがおおかみさんに勝てるわけはありません。




「…………ということなんス」

　近くにあった喫きつ茶さ店てんに移動したおおかみさん、亮士くん、りんごさんの三人。そこでは、おおかみさんとりんごさんによる、亮士くんの取り調べが行われていた。

「なるほど、ある写真が欲しくて、それと交こう換かんするためにりんごやらアリス先輩やらの写真が欲しかったと」

　そう言うおおかみさんの隣となりではりんごさんが亮士くんから奪うばい取ったデジカメの画像データをノートパソコンで確かく認にんしている。

「へーほー、なんだかすごくよく撮とれてますの。森もり野の君にこんな隠かくれた才能があったとは……」

　写真を見たりんごさんは感かん嘆たんの声を上げた。

「どれどれ……おお～」

　おおかみさんも見てみるが、たしかによく撮れている。

「被写体に気がつかれてないから、自然な表情が撮れたんですのね」

　亮りよう士しくんは空気になれますからね。

「ほらこれなんて最高ですの」

　りんごさんが指さしているのは自分の写真だった。

「やっぱりモデルがいいから……」

　りんごさんって本当にナルシストですよね。いやまあ、たしかにかわいいことはかわいいんですが。

　……でもその写真、笑え顔がおのくせに黒さを感じてしまうんですが、その黒さは自分では感じられないんですか？

「で、なんで御伽銀行うちの女連中の写真なんだ？　アリス先せん輩ぱいに、魔ま女じよ先輩に、おつう先輩に、乙おと姫ひめに、りんご……」

「涼りよう子こちゃんは、なんでオレの写真がねーんだよと言ってますの」

「言ってねー!!」

　りんごさんに変な通訳をされて叫さけぶおおかみさんにびびりつつ、亮士くんは説明する。

「えっと、向こうがそれとなら交こう換かんしてくれると……」

「ん～森野君がここまでするほど、その写真は価値があるものだったということですのね……で、その写真はどんな写真なんですの？」

「えっそれはその……」

　またまた言葉を濁にごす亮士くんだが……

　ギンッ

　……おおかみさんの一ひと睨にらみでまたまた白状する。

「りょっ涼子さんの写真っス!!」

　そんなにすぐ降こう伏ふくするなら、はじめから意地なんて張らないでください。なんか見てて悲しくなってきますから。

　ともかく、予想外のところで自分の名前が出てきて、おおかみさんは驚おどろく。

「オッオレの？」

「涼子ちゃんの写真が欲しかったから、こんなことをしたんですの？」

「………………はいっス」

　隠しておきたかったことを知られ、亮士くんはうなだれる。物欲に魂たましいを売り渡わたした哀あわれな男の末路です。そんな亮りよう士しくんにおおかみさんは、

「そんなもんのためにか？　馬ば鹿かかお前は」

　と馬鹿にします。……が、なんだか頰ほほが赤くなってるのは気のせいですかね？

「馬鹿か、オレなら言えば撮とらしてやるのに……と言ってますの」

「だから言ってねー!!」

　そして言葉の裏に隠かくされたおおかみさんの本音を解読し伝える、超ちよう通訳りんごさん。なんかもう絶好調です。

　あらゆる言葉に裏の意味が存在する、ツンデレ語をマスターしているりんごさんはさすがです。ツンデレ語検定とかあったら一級ですね。ＤＳツンデレ語トレーニングなんてあっても、りんごさんには必要ないんでしょうね。

「ま、それはともかく森もり野の君がこうまでして欲しい写真ですから、よっぽど素す敵てきな写真なんでしょうですの。エッチな盗とう撮さつ写真かとも思いましたけど、それだったら森野君は怒おこって交こう換かんなんてせずに、どうにかして取り返そうとするでしょうし」

「まぁ……そりゃ……な」

　りんごさんの意見に、おおかみさんは歯切れ悪くも同意する。

「涼りよう子こさん……」

　亮士くんは地味にですが信しん頼らいされているようです。色々がんばってきましたもんねぇ。

「……だとすれば、その写真は是ぜ非ひともゲットする必要がありますのね。ものすごく興味わきますし……うふふ」

　にやりと悪者笑いをするりんごさんだったが、そんなりんごさんをおおかみさんはばっさり斬きる。

「もちろん、ゲットしたあと破って捨てるぞ？」

「えーなんでですの？　すごくいい写真ならもらっておきたいですのよー」

「だめだ」

　おおかみさんはがんとして首を縦に振ふらない。

　おおかみさんがこうなったら、てこでも動きそうにないのでりんごさんはため息をつく。

「はぁ～……じゃまあ、これからどうするかですけど、庄しよう屋や先せん輩ぱいでしたっけ？　その取り引きを持ちかけてきたのは」

「そうっス」

「りんご、お前知ってるのか？　その先輩のこと」

「知ってますの。御お伽とぎ学園には男女合わせて何人かの写真屋さんがいるんですのよ。まあ、好きな子、きれいな子、かっこいい子の写真が欲しいという人はいつの時代もいますから、こういう商売が成り立ちますの。だからあまりにあざといことをしない限りは、黙もく認にんされてますの。誰だれだっていつかお世話になるかもしれないですから当然ですのね」

「なるほど」

「それで、庄しよう屋や先せん輩ぱいはその中でも一いち目もく置かれた存在ですの。プロ意識があるというか、ポリシーを持って活動しているというかそういう感じで、気に入らない相手には写真を譲ゆずらない。写真を譲る場合、それ相応の対価を要求する。……でもその写真はすばらしい」

「ラーメン屋の頑がん固こオヤジみたいなもんか」

「そうですの。だから、ある意味で信しん頼らいできる相手で、むやみやたらとこの写真が出回ることはないと思いますけど……う～んですの」

　りんごさんは考え込む。どうすれば御お伽とぎ銀行に利益が生まれるか考えているのでしょう。……いやこの場合は、どうすれば自分に利益がくるかでしょうか。

「よしですの。この私たちの盗とう撮さつ写真は見逃のがしてあげるので、森もり野の君は涼りよう子こちゃんの写真を確実にゲットしてきてくださいの。どんな写真かすごく気になりますし」

「えっ、いいんスか？」

「まあ、別にエッチな写真じゃないしいいんじゃないですの？　涼子ちゃんも見たいでしょうし」

「…………」

　おおかみさんは無言ですが、この沈ちん黙もくは肯こう定ていでしょう。……まあ、どんな風に隠かくし撮とられたかは気になるでしょうからね。

「……ただ、釘くぎを刺さしておきましょうですの」

「あの、庄屋先輩は悪用しないと言ってたっスけど」

「それは今言ったようにわかってますの。でも、念には念を入れても罰ばちは当たらないでしょうですの。だって私たちの写真なんですし」

　おそるおそる言う亮士くんに、りんごさんはそう答える。やはり物が物だけに、慎しん重ちようになるのも仕方ないかもしれません。もしかしたら田舎いなか者な亮りよう士しくんが騙だまされている可能性もありますからね。

「……貸しも作れるでしょうし。というわけで森野君、庄屋先輩に話があると伝えて欲しいですの」

「……了りよう解かいっス」

　亮士くんに拒きよ否ひ権はないですね。

「あ、それとここの払はらいは森野君にお願いしてもいいですの？」

「えっと……その…………はいっス」

　…………ないですね。




　そして大物々交こう換かん会最終日。

「あの、庄屋先輩……」

「やあ同志森野。首しゆ尾びはどうです？」

「えっと、撮とれたは撮れたんスけど……」

　そこで土下座する勢いで亮りよう士しくんは頭を下げる。

「すいませんっス。ばれちゃって…………洗いざらい吐はいちゃったっス。それで、赤あか井いさんが話をしたいと……」

「…………わかったよ」

「ホントすいませんっス」

　頭を下げまくりな亮士くんに、庄しよう屋やさんは笑って答える。

「いやいや、仕方ないでしょう。好きな子に吐けと迫せまられれば、吐いてしまうのが男です」

「そう言ってもらえると……」

　そして庄屋さんと亮士くんがやって来たのは、物々交こう換かん会の会場から少し離はなれた場所にある休きゆう憩けい所だった。そこでは、りんごさんとおおかみさんがベンチに座って待っていた。

「どうも赤井林りん檎ごですの、初めまして庄屋先せん輩ぱい」

「いや、初めまして赤井さん。こちらこそあなたのような美しい方と知り合いになれてうれしいですよ。どうです？　こんど僕の写真のモデルになりませんか？」

「貸しになってもいいならいいですけど？」

「貸しですか……うーん、あなたたちに貸しを作るとあとで怖こわそうなので、残念ですがやめておきます」

「それがよろしいかと。……では挨あい拶さつもすんだところで、本題に入らさせていただきますの」

「はい、わかりました」

「一応写真を撮られた者としては、その写真をどう扱あつかうかを知っておきたいわけですのよ」

　そのりんごさんの言葉に、庄屋さんは少しの沈ちん黙もくののち口を開いた。

「やっぱ人間誰だれしもが好きな人と一いつ緒しよにいたいと思うでしょう。ですが、好きな人にもう相手がいたり、好きな人に想おもいを伝えられず片思いであったりと想いかなわぬことも多い。しかし、写真ならば……想い人を手元に置くことはできる。

　せっかくの青春です。好きな娘この写真を見て妄もう想そうに耽ふけるくらいはいいでしょう。

　僕は、そんなもてない男たちに写真を譲ゆずっているのです。ただ、無む償しようというわけにもいかない。初期投資にいくらかかかってますし、よりよい写真をと思えばやはり機材にお金がかかる。とはいえ金かね儲もうけに走り、写真を誰にでも売るというのは、あまりにも美学がなさすぎる。

　……だから、僕は写真を譲る場合に、一つ条件をつけています。それは、その人の好きな娘の写真しか売らないということです。おかげで問題になったことはありません。まあ、好きな娘の写真で悪さはできませんよ」

　そう庄屋さんが言ったところで、亮士くんが疑問の声を上げた。

「え？　浦うら島しまさんはたしか……」

　たしか浦島さんへの報ほう酬しゆうは、ミス御お伽とぎ学園上位ランクに位置する女の子たちのベストショット集と庄しよう屋やさんが言ってたはずだ。そんな疑問を口にした亮りよう士しくんに、庄屋さんは耳元で言った。

「…………ここだけの話ですが、竜りゆう宮ぐうさんの写真ですよ」

「えっ!?　でもなんで、噓うそを……」

「女好きプレイボーイをやってるから、一人の女の写真のために骨を折ったとか恥はずかしかったんじゃないですか？　……でも、せっかく来てもらったのに竜宮さんのいい写真がなかったんだ。だから帰ってもらおうと思ったんだけど、あの大おお神かみさんの写真を思い出してね。あの写真を撮とったとき、大神さんしか見てなかったから、彼女の笑え顔がおを向けられた人物が君だということを知らなかったんだよ。それを浦うら島しま君に相談したら、君のことを教えてもらって、それならばと竜宮さんの写真を君に撮ってもらうことにしたんだ。浦島君から君の特技も聞いたしね」

「へぇ……」

　浦島さんはなんだかんだいって乙おと姫ひめさんにベタ惚ぼれじゃないですか。

「というか、ものすごく回りくどいじゃないっスか」

「そうなんだけどね、浦島君の場合は頼たのめば撮らせてもらえるだろうし」

　そうですね。乙姫さんは浦島さんにならどんな写真でも撮らせてあげそうです。

「……でも、それもやっぱり恥ずかしいんだろうね。プレイボーイも大変だ……と話を戻もどそう」

　庄屋さんはごほんと咳せき払ばらいをして話を元に戻す。

「今日の件に関しては浦島君と同じです。あなたたち御お伽とぎ銀行の女性陣じんはすごくガードが堅かたいというか、なんか近寄りがたいので、森もり野の君に頼たのんだんですよ。大神さんの写真と引き替かえにね？」

「そういうわけだったんですの」

「ま、それはともかく、僕のモットーは、恋する少年の枕まくら元もとのフォトフレーム、棚たなの中の分厚い辞書の中、鍵かぎのついた引き出しの中に好きな娘この写真を……って感じかな？」

「……わかりましたの。そこまで考えているのなら、森野君の撮った写真は見て見ぬふりをしましょうですの」

　さすがりんごさん、男心をわかって……

「夜のおかずになるのはかわいく生まれた女の子の宿命ですし、どうせおかずになるならかわいい写真をおかずにしてもらいたいですもの」

　……わかりすぎでしょう。というか年とし頃ごろの娘むすめさんがおかずおかず言わないでください。

「同感です。純情すぎて好きな娘を汚けがすことができないとほかにおかずを求めるか、好きな娘をおかずにして激しい罪悪感にさいなまれるかは個人の自由ですが、どうせ悩なやむならかわいい写真のほうがいい」

　まったく身も蓋ふたもない……いやまあ、それが青春なんでしょうけども。

「まったくですの。うふふふ」

「はははは」

「あ、それはそうと、このたびの件は貸しにさせていただきますけどよろしいですのね？」

「……え？」

　意気投合してるところで急に冷や水をかけるりんごさんに庄しよう屋やさんは硬こう直ちよくする。

「対価というなら、やっぱりモデル料も必要ですのよね？　いい写真を撮とるためにお金がかかるように、女の子はかわいくいるために色々と努力しているんですから」

「…………」

　対価ということを熱心に語っていた庄屋さんなので、これは拒きよ否ひできない。

　庄屋さんはしばらく沈ちん黙もくしていたが、敗北を認めるかのようにため息をつく。

「…………ふう、わかったよ。たしかにその通りだ」

「では、私たち御伽銀行に所属する女子行員全員の写真を貸しとしますので、いつかこの貸しを返していただくことになりますの」

「わかりました」

「まあ、安心してくださいの。あんまり無茶なお願いはしませんので」

　というわけで話はまとまり……そこでりんごさんは、今日の真の目的を切り出した。

「それはそうと、噂うわさの涼りよう子こちゃんの素す敵てき写真を拝見したいんですけど」

　そう、今日この場に来たのはその写真を見に来たと言っても過言ではない。りんごさんにとって庄屋さんに作った貸しなんておまけでしかないのだ。

「ああ、森もり野の君への報ほう酬しゆうのことだね？　それはこれです」

　庄屋さんが用意していたその写真をりんごさんに渡わたすと、…………りんごさんはぷるぷる震ふるえ出した。

　そして、

「はっ……はうぅ～ん」

　と悶もだえ出しました。よほどダイレクトにりんごさんのハートを穿うがったのだろう。

　りんごさんは写真を抱だきしめしばらく悶えたあと、どうにかといった感じで言葉を絞しぼり出す。

「こっこれは……たしかに、森野君があそこまでしても欲しいと言うのがわかりますの」

　おおかみさんのことが大好きなりんごさんも、写真に写ったおおかみさんの笑え顔がおにこれ以上ないほど魅み了りようされたようだ。

「というか、いつこんな笑顔浮かべたんですの？　私だってこんなの見たことないですのに……」

「…………桃ももちゃん先せん輩ぱいとかと鬼おにヶが島しま高校に攻せめ込んだときの帰りっス」

　なんか驚おどろきつつもすねた感じのりんごさんに、亮りよう士しくんは答える。

　りんごさん、まあ仕方ないですよ。おおかみさんにとってりんごさんは対等であり被ひ保護者でありって感じなので、『……うん、頼たよりにしてるよ』なんて笑え顔がおは浮かべませんからね。

　実際は、りんごさんのほうがおおかみさんの保護者じゃね？　って感じなのですが、おおかみさん本人は小さなりんごさんの保護者のつもりでいるのです。

　物理的な暴力からはおおかみさんがりんごさんを、精神的な暴力からはりんごさんがおおかみさんを、そうやってお互たがいに護まもり支え合っている二人なので間ま違ちがってはいないんですが……やっぱりりんごさんのほうがお母さんですよねぇ。

「ああ、そのときお留守番してたんですのよね。でもこの写真……たしかにいい写真ですけど、それ以外にも森もり野の君が欲しい理由がありそうですのね」

「…………それは涼りよう子こさんに認めてもらい、頼たよられたときの写真なんっス。そして、涼子さんを……」

　……護ろうと誓ちかったときの。

　最後は言葉を吞のみ込んだ亮りよう士しくんですが、りんごさんには吞み込んだ言葉が伝わったようです。

「なるほど、その写真を手元に置くことで、そのときの決意を忘れないようにということですのね……なるほどなるほど。でも、ほんと[image: ～][image: ～][image: ～]に惜おしいですけど、これはこうですの」

　りんごさんはその写真をびりびりと破く。写真は念入りに……不自然なほど念入りに破いたあと、近くにあったゴミ箱にポイされました。

「ああ[image: ～][image: ～]」

　ばらばらになったおおかみさんの写真に、亮士くんは悲痛な声を上げる。

「こんな写真なんてなくても、森野君なら涼子ちゃんからこんな素す敵てきな笑顔をいくらでも引き出せるはずですの。それとも……森野君は涼子ちゃんを笑顔にさせる自信がないんですの？　写真がないと揺ゆらぐような決意なんですの？」

　りんごさんにそう言われ、亮士くんはショックを受ける。

「わっわかったっス。その通りっス。それに……写真もいいっスけど、生なまの涼子さんのほうがいいに決まってるっスしね」

　生というとなんか卑ひ猥わいですね。

「その意気ですの」

「というかなんでお前らオレのこと無視してきれいにまとめてんだよ!!」

　自分をダシに交かわされた恥はずかしい会話に、おおかみさんは真っ赤になっている。

「赤あか井いさん、おれはやるっスよ!!」

「その意気ですの!!」

「だからお前ら話聞けよ!!」

　おおかみさんの遠とお吠ぼえが秋空に吸い込まれていく中、決意を新たにした亮士くんなのでした。

「ヤるっスよ[image: ～][image: ～][image: ～]!!」


めでたしめでたし









　　　おまけ１　りんごさんと亮りよう士しくんの会話




「そういえば、赤あか井いさんがあの店に入ったのは、おれがつけてるのを知ってたからなんスよねぇ。いつもあんな行動を取ってたのかと思って、おれびっくりしちゃったっスよ」

　あの店とはエロゲーショップのことだろう。すると、その亮士くんの言葉にりんごさんは……

「えっ？」

　きょとんとした顔で聞き返した。その瞬しゆん間かん、周囲に沈ちん黙もくが満ちる。

「…………」

「…………」

「…………」

「……もっもちろんそうですのよ、おほほほ」

　りんごさん、あなた……




　　　おまけ２　庄しよう屋やさんとりんごさんの裏取り引き




　ファーストフード店の通りに面したカウンター席にりんごさんと庄屋さんが並んで座っていた。

「んもう、涼りよう子こちゃんってば、うっかりさんなんですから……そんなところがかわいいんですけど」

「うっかり……元データのことを忘れていることかな？」

　仲よく話しているように見える二人だが、実際の二人は通りを見つめ他人のふりをしている。なぜならこれは裏取り引きだから……まあ、雰ふん囲い気きですよ雰囲気。

「そうですの、写真をびりびりに破ったことで安心しちゃってるんですから。写真は元があればいくらでも複製できるんですのに」

　たしかにそのことをすっかり忘れてるおおかみさんは、うっかりさんです。でも、りんごさんがわざわざ芝しば居いがかった仕草で写真を破ったから、おおかみさんもうっかりしてしまったんでしょうに……。

「あと、涼子ちゃんがそのことに気がついて、元のデータを寄こせとか言ってきたなら、ちゃんと貸しという対価を払はらっているから、渡わたせないと言えばいいですの」

　まあ、貸しを作るときに傍ぼう点てんまでつけて御お伽とぎ銀行に所属する女子行員全員の写真と言ってましたからね。あれにはおおかみさんも含ふくまれているのです。

「はい、これであの写真を手放さなくてよくなりました……御お伽とぎ銀行や大おお神かみさんに実力行使に出られたら、さすがにあの写真を手元に置いておくことは難しいですからね。いやいや、いきなりあなたから電話がかかってきたときはどうしたものかと思いましたが、双そう方ほう利のある決着でよかったです」

「うふふふ」

　なるほど、りんごさんと庄しよう屋やさんの間にはこんな裏取り引きがあったんですね。

「…………というわけで、例のブツをいただきましょうですの」

　のりのりの、りんごさん。ものすごく悪い顔をしてますね。




　　　おまけ３　その後のおおかみさんとりんごさん




　おおかみさんとりんごさんの愛の巣すで、りんごさんが喜びまくっていた。

「うひょー、涼りよう子こちゃんのレア笑え顔がお写真ゲットですのー!!」

　なんというロリでしょう。りんごさんはおおかみさんのレア写真をちゃっかりゲットしちゃいました。

「ん～、やっぱり本職は違ちがいますのね～、最高ですの～」

　りんごさんはとろけた笑顔で写真を鑑かん賞しようする。

「はふぅ～」

　そして目をつむったりんごさんの顔が写真のおおかみさんに近づいていき……

「ん～……」

「なにしてやがるてめえ!!」

「きゃう」

　りんごさんは写真にキスしようとするが、いつの間にか背後にいたおおかみさんにぱしこーんといい音たてて殴なぐられました。

「はっ!?　い、いつの間にいたんですのっ!?　写真に夢中になってて、まったく気がつきませんでしたの!!」

「気がつきませんでしたのじゃねーよ!!　やっぱり持ってやがったな!!　なんかおかしいと思ってたんだよ。あれだけ欲しがってたのに破るしよ」

　おおかみさんはりんごさんの態度を不ふ審しんに思っていたようだ。

「え～ん、ひどいですの」

「うるせえ!!　どうやって手に入れた!!」

「…………破るときにすり替かえたんですの」

　なるほど、あの念入りに写真を破いていたときに、すり替かえるなんてこともしてたんですか。りんごさんは、この写真を手に入れるためにいくつも手を打っていたんですね。

「だっだから、破らないで……ああ[image: ～][image: ～]」

　おおかみさんはりんごさんのお願いを無視して写真をびりびりに破いたあと、

「これでよし……じゃあオレは風ふ呂ろに入るからな」

　泣き声を上げるりんごさんを残して部屋を出た。

「え～んえ～んですの～」

　……が、おおかみさんが消えた瞬しゆん間かん、りんごさんは泣き顔を解除し、へらっと笑えみを浮かべる。

「……涼りよう子こちゃんも甘いですのね、もちろんコピーは取ってますの」

　りんごさんはうっふふ～とコピーを取り出し……たところで、ぱしこーんともう一回殴なぐられる。

「あうっ」

「……やっぱりか」

　りんごさんが振ふり返ると、おおかみさんがあきれて立っていた。どうやらお風呂に入ったふりをして様子を窺うかがっていたようだ。

「なっ!?」

「お前の行動なんてお見通しだよ」

　りんごさんがおおかみさんのことをわかっているように、おおかみさんもりんごさんのことをわかっているのだ。……まあ、りんごさんのほうが一枚上手なのだが。

　再び没ぼつ収しゆうし、びりびりと写真を破るおおかみさんに、りんごさんは悲痛な声を上げた。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]涼子ちゃんひどいですの～あ～んあ～んあ～ん」

　ばらばらになった写真に、わざとらしく突つっ伏ぷして泣くりんごさん。だがおおかみさんは無視してお風呂に向かう。

「あ～んあ～んあ～んあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　ですが、皆みなさんご存じの通り、りんごさんのパソコン内にはすでに庄しよう屋やさんとの裏取り引きで手に入れたおおかみさんのレア笑顔写真データがあります。確実にブツを手に入れるために、いくつも並行して策を実行していたりんごさん……ぬかりがなさすぎですね。まあ、それはともかくこの写真データのことはおおかみさんには内ない緒しよですよ？　りんごさんと皆さんとの約束だぞっ!!

　それにしても………………りんごさんって、底知れませんね。


おしまい



[image: ]







　　　おおかみさん羽は衣ごろも落として毛皮もちょっと剝はげる







　どうする、どうする、どうすればいいんだ？

　唐とう突とつだが、亮りよう士しくんがテンパっていた。

　薄うす暗ぐらい部屋でバスローブ姿で頭を抱かかえている。窓の外からは激しい雨の音。そして、雨の音に紛まぎれるようにシャワーの音なんかが聞こえてくる。

　部屋を見回せば、大きなベッドがでーんと置いてあり………………どう見てもラブホです。本当にありがとうございました。

「………………うおお」

　そんないっぱいいっぱいの亮士くんに、よく聞き覚えのある声がかけられた。

「おい亮士、上がったぞ」

　くるりと振ふり向くと、そこには湯上がりのおおかみさんの姿が!!　湯気が立ってて、しっとりしてて、頰ほほが赤くなってて、ほかほかで、どうしようもなく湯上がりです。

「はははははっはいっス!!」

　返事をしつつも固まって動かないというか動けない亮りよう士しくん。おおかみさんは、そんな亮士くんにため息を一つついたあと言った。

「…………風邪かぜひかねぇうちにさっさと入れ」

「りょっりょうかいっス」

　そして同じほうの手足を出しながら、亮士くんはぎこちなく歩いていく。

　亮士くんとおおかみさんが一いつ緒しよにラブホ。なんだかあり得ない感じで、いきなりこんな場面見せられても、皆みなさんなにがどうしてどうなったらこんなことに？　って感じでしょうから、まずは起承転結の起あたりから始めましょう。

　それは、二、三時間前のことでした……




　おおかみさんは犬が好きだ。あのもふもふした感じが好きなのか、頭がよくて言うこと聞くのが好きなのか、あのなにかを訴うつたえかけてくるつぶらな瞳ひとみが好きなのか、自分が犬科のオオカミを気取っているのでシンパシーを感じるのかは知らないが、とにかく犬が好きなのだ。

　どのくらい好きかというと、乱暴者で嫌きらわれ者のオオカミの毛皮を意地でも脱ぬごうとしないおおかみさんが、まとった毛皮をかなぐり捨てて、『よ～しよしよし』とか思いっきりなでまくってしまうほどに、犬が好きなのだ。

　特に、亮士くんの飼かい犬いぬ二匹ひきは大好き。

　かしこいわ、大きくてモフりがいがあるわ、自分になついてくれてるわと、もうたまらない。

　というわけで、おおかみさんは亮士くんのところに足あし繁しげく通うようになっていた。

　通うといっても、体力作りのロードワークの途と中ちゆうに寄ってモフって帰る感じで、来る頻ひん度どはだいたい週一、二回ぐらいだろうか。

　昔はもっと間かん隔かくが長かったのだが、最近はそのくらいの周期で禁断症しよう状じようが出て犬をモフりたくなるらしい。どんどん犬のところに行く周期が短くなってるので、いつか亮士くんの下宿先、雪ゆき女めさん家ちに居着いてしまうんじゃないかと、おうちでおおかみさんの帰りを待ってるりんごさんなんかは密ひそかに思っている。ただ、そうなったらそうなったで、別にかまわないかなとも思っていた。雪女さんのやってる下宿おかし荘そうはまだ空き部屋があったはずだし。

　っと、それはともかく、おおかみさんは今日もロードワークの途中に犬たちに会いに来ていた。

「よ～しよしよしよし」

　相変わらずどこかの動物王国の主ばりに、おおかみさんは犬たちをよしよししてる。ロードワーク途中のおおかみさんは、ジャージにＴシャツという汚よごれてもよい格好なので、全身を使ってよしよししてるのだが……いつもの凜り々りしい面おも影かげゼロですね。いつもこうだったら、なんか怖こわいとかほかの人たちに思われないでしょうに。

　まあなでられる犬たちもなでるおおかみさんもお互たがい幸せそうなので、まったく問題はないのだが……無視されまくっている亮りよう士しくんを除けば。

「ん～いいこだなぁ」

「あの、涼りよう子こさん。そろそろ散歩行こうかなと思うんスけど……」

「ああ……お前たちは最高だ」

「あの…………」

「この、もふもふした感じがオレを狂くるわせる……罪なやつらだぜ」

「…………」

　ちなみに亮士くんがなんでここにいるのかというと、おおかみさんが来てすぐに犬たちが吠ほえておおかみさんの来訪を伝えたから。主人に尽つくす、実にけなげな犬たちなのだ。肝かん心じんの主人がヘタレであまり意味はなかったみたいだが。

「…………」

「よ～しよしよしよし」

　が、ここに至って飼かい犬たちの挺てい身しんに応こたえなくてなにが主人か……と、亮士くんは伝でん家かの宝ほう刀とうを抜ぬきました。

「…………………………散歩一いつ緒しよに行きます？」

　この期ごに及およんで犬頼だより。実に情けないが、効果は劇的だった。

　亮士くんを無視して、散々犬たちをモフり続けていたおおかみさんが即そく答とうする。

「行く!!」

　おおかみさんはあっという間に引っかかってしまう。犬でつられるおおかみさんは、ある意味安い女かもしれません。

　というわけで、お散歩に出かけることになったおおかみさんと亮士くんと犬二匹ひき。

　だが…………あまりに楽しすぎるからか、おおかみさんが暴走し出す。

「涼子さん、そろそろ帰らないっスか？」

「まだ、まだだっ!!　まだ明るい!!」

　おおかみさん、あなたは子供ですか。

　御お伽とぎ花ばな市しを縦断する勢いでおおかみさんは散歩しまくる。たしかに今の時期は夕方でもまだまだ日は高く明るいのだが、どう考えても往復の時間を考えているとは思えない。

　でも、亮士くんの言いたかったのはそういうことじゃなかったようだ。

「いや、明るさじゃなくて…………なんか雨降りそうだなと」

「雨？」

　おおかみさんは空を見上げるが、白い雲の間に空が見え隠かくれしている感じで、曇くもってはいるが、とても雨が降りそうには見えない。

「全然降りそうにないじゃねーか」

「でも……」

「もうちょっと！　もうちょっとだ!!」

　聞きわけのない、だだっ子と化したおおかみさん。まるで、遊びにつれていってもらった遊園地から帰りたがらない子供のようだ。

「もうちょっと!!」

　こんなことを言いつつも、気がつけばかなりの距きよ離りを走破していたおおかみさんですが、まだまだ元気いっぱいだ。

「よし行くぞっ!!」

「「ウォンッ」」

　……体力があるのも考えものですね。

　しかし、それからしばらくすると突とつ如じよ雲行きが怪あやしくなり……亮りよう士しくんの言ったとおり雨が降ってきた。

「うおっ」

「あー降っちゃったっスねぇ」

　通り雨とかいうレベルではない。スコールといっていいような、バケツをひっくり返したかのような大雨だ。

　とりあえずと、おおかみさんと亮士くんは屋根のあるところを探して逃にげ込む。犬をつれているので店などに入り込めず、雨宿りをする場所を探すまでにびしょ濡ぬれになっていた。

「…………マジに降ったな」

「そうっスね」

　亮士くんが、またなにか風の息づかいを読むとか、そんな感じの猟りよう師しスキルを発揮したのかもしれないが……降った今となっては気にしてもしょうがない。

　というわけで、おおかみさんは先ほどの亮士くんの助言を記き憶おくから抹まつ消しようする。こんな感じで雨に降られているのは仕方ないことだったのだ。犬はおおかみさんを狂くるわせるのだ。おおかみさんは犬によって心神喪そう失しつ状態だったので、無罪ということで。

「走って帰るのは……やめたほうがよさそうだな」

「はい、これはさすがに……」

　断念したほうがよさそうと判断した二人。たしかにすごい雨だ。

　だが、このままここにいるわけにもいかない。二人ともびしょ濡れなので、まだ秋に入ったばかりで比ひ較かく的暖かいとはいえ、今のままでは風邪かぜをひいてしまうかもしれない。

　なにより、ジャージにＴシャツという格好のおおかみさんなので、雨で濡れるとなにがとは言わないがスケスケセクシーになってしまう。実際今でも、スけかけていて、亮士くんはおおかみさんのほうを見ることができない。

「亮士、お前金持ってるか？」

「……すぐ帰るつもりだったんで財さい布ふ持ってないっス」

「オレもだ。……携けい帯たいはあるけどな、りんごが絶対持ち歩けってうるさいから」

　さすがりんごさん、過保護ですね。

「じゃあ、電話があるなら赤あか井いさん呼ぶっスか？　でもここまで結構かかりそうっスけど」

　我を忘れたおおかみさんが、かなりの距きよ離りを走破してしまいましたからね。

「この雨でこの距離をってなると、歩いて一時間はかかるか」

「タクシーはどうっスかね？」

「つかまらんだろ。この急な雨だ、同じこと考える人間がたくさんいるだろうし、タクシーを待つ時間のほうが長そうだ。それに犬いるしな」

「そりゃそうっスね」

　さてさて困ったどうするかと考える、おおかみさんと亮りよう士しくんですが……ふと周囲を見回したおおかみさんがなにかに気がついた。

「というかこの辺って…………乙おと姫ひめん家ちがなかったか？」

「そういや、そんなことを聞いた気が……」

　乙姫さんは竜りゆう宮ぐう家所有のマンションに住んでいて、隣となりに住んでいるのはもちろん浦うら島しまさんです。浦島さんは家賃なしで住まわせてもらっているのですが……それをヒモ状態と見るか、鳥かごに捕とらわれた小鳥状態と見るかは人それぞれでしょう。

　……え？　そんなことして浦島さんの親がなにも言わないのかですか？　そんなもん、乙姫さんが浦島さんの家族を籠ろう絡らくしていないわけないじゃないですか。

「じゃあ、雨宿りでもさせてもらうか。それで雨がやまなけりゃ傘かさでも借りたらいいだろ」

　というわけで、おおかみさんは乙姫さんに電話をかける。

　トゥルルルル……トゥルルルル……ガチャッ

「オレだ」

　おおかみさん、せめて名前くらいは言いましょうよ。いや番号を登録してあるから、向こうも電話かけた相手がおおかみさんだとわかってはいるでしょうけど。

『大おお神かみさまでございますか。本日はどういったご用件でございましょう』

「今すげー大雨降ってるだろ。犬の散歩してたら、この雨にやられてよ。近くにお前が住んでるのを思い出したから雨宿りでもさせてくれないかと思ったんだが……」

　と、おおかみさんがそこまで言ったところで、受話器の向こうから今にも消えてしまいそうなほどにか細い声がかすかに聞こえてきた。

『たっ助け…………うっ!!』

　浦島さんですね。

「…………」

『…………』

「…………取り込み中みたいだな」

『…………はい、取り込み中でございます』

　いろんな意味で取り込んでいる最中ですか……浦うら島しまさん、がんばってください。

　そんな乙おと姫ひめさんたちに最近慣れてきたおおかみさんは、なんでもないかのように話を続ける。

「またお仕置きか？」

『いいえ、今日はうれしくてその喜びを伝えているのでございます!!　なんと……なんと太た郎ろう様が、わたくしの写真を隠かくし持っていてくださったのでございますよ!!　ああ、なんとすばらしいことか!!』

『……おっ乙姫さん！　ちょっ待っ！　動かっ！　……らっらめ～』

「………………………………………………………………そうか邪じや魔ましたな」

　浦島さんが色々ピンチのようだが、おおかみさんとしてはどうでもいい。

『ああ、お待ちください。雨に濡ぬれる友人をこのまま放置というのは人としてどうかと思いますし、家の近所ということは、近くにうちの系列ホテルがありますので、そこに行ってくださいませ。わたくしの名前を出せば、雨宿りできるようにしておきますので』

「いやそれがな、今金持ってないんだよ」

『大だい丈じよう夫ぶでございますよ。友人相手にお金を取るような気はございません』

「それはさすがに……」

　さすがにただはとおおかみさんは遠えん慮りよするが、

『お気き遣づかいは無用でございます。いつもお世話になっているお返しだと思っていただければと。大おお神かみさまが風邪かぜなどをひかれては大事でございますし』

「そうか……じゃあお願いする」

　乙おと姫ひめさんの言葉に甘えることにした。

『はい、とりあえず傘かさを用意させ、お二人が到とう着ちやく後に乾かん燥そう機で服を乾かわかすようにと伝えておきますので、あとはお好きにしてくださいませ』

「おっお好きにってなんだよ!!」

『ふふっ、お好きにでございますよ。……あと犬ですが、従業員に雨の当たらない邪じや魔まにならない場所を探させておきますので、そこに繫つないでおけばよろしゅうございましょう。廃はい棄き前の古い毛布などもあれば用意させておきます』

「……助かる」

『いえいえ。では、今いる場所を詳くわしく教えていただけますか？』

「ああ…………」




　……ということがあって、おおかみさんと亮りよう士しくんがやって来たのは、乙姫さん家ちがやっているラブホテル、その名も竜りゆう宮ぐう城じよう。

「…………」

「…………」

　その名前通りの竜りゆう宮ぐう城じようっぽい外観から醸かもし出されるオーラは雨で濡ぬれ濡れなのも相まって、まがまがしいというか、エロエロしい。

「……考えてみりゃ、乙おと姫ひめん家ちがやってるホテルっていやぁ、ラブホだよなぁ」

「……そうっスね」

　会話しつつも、一歩を踏ふみ出せないお二人。

　いやいやお二人さん。この状じよう況きようなら、普ふ通つうのホテルだろうがラブホだろうが関係ない気がするんですが、気のせいですか？

　それはともかく、おおかみさんと亮りよう士しくんはホテルの前まで来て、ようやく自分たちがとんでもない行動を取ろうとしていることに気がついたようだ。お互たがいに意識し合って動けなくなってます。

「…………」

「…………」

　いつぞやと同じように二人はラブホを見上げる。いつぞやっていうのはオオカミさんシリーズ１巻のことなんですが……思えば遠くに来たもんだって感じですか？

　と、そのとき通りすがりのおっさん二人組が、立ちすくむおおかみさんと亮士くんを見て言った。

「おーおー、雨宿りついでに一発ってか？　やるね～最近の若いもんは」

「かー、雨宿りなんて言っときながら、別のものでびしょびしょ濡れ濡れになるわけか、おっさんやってらんないよ～」

　…………なんかデジャヴを感じますね。

　しかし、おおかみさんと亮士くんはデジャヴを感じる余よ裕ゆうはなさそうです。真っ赤になってますしね。

　真っ赤でぷるぷるしながらも、動けない二人。おっさんたちの冷やかしで、さらにお互いを意識してしまったのだろう。

　それでもお互いがそれぞれなにも思っていなかったなら、ここまで動どう揺ようすることもなかったかもしれない。少なくとも前のときのように、亮士くんからおおかみさんへの一方通行の想おもいなら、こうなることはなかったはずだ。

　前のときと違ちがうのは、お互いの間に確かな信しん頼らい関係があり、おおかみさんの毛皮の奥には亮士くんに対する想いが見え隠かくれしていること。おおかみさんのその想いは気がつけばはち切れんばかりにふくらんでいて、強がりの毛皮では抑おさえきれなくなってきているのだ。

「…………」

「…………」

　二人の足が進まないのは、ここに入ったら、もしかするとなにかが動いてしまうのでは……と思っているからかもしれない。

　だが、そうはいっても、このままここにいるわけにもいかないと、二人ともわかっている。

　このままここにいたら、間ま違ちがいなく風邪かぜをひく。それに、乙おと姫ひめさんが気を利きかせて、二部屋取ってくれてるかもしれない。それなら、なんの問題もない。

　…………乙姫さんが気を利かせたなら、わざと一部屋にしそうなものですが、二人はそれに気がつかないふりをしているようです。

　そして、頭の中でぐるぐると色々考えた二人が、今まさに決断を下そうとしたとき、ホテルの中から従業員らしい一人のおばちゃんが出てきました。

「あの、お嬢じよう様さまの友人の方ですか？」

　その声で、おおかみさんと亮りよう士しくんはやっと再起動する。

「あっ、そうです」

「それはよかった、話は聞いておりますので早く中に……あ、犬はこちらに」

　中に入る前に、おおかみさんたちは竜りゆう宮ぐう城じようの裏手に案内される。そこは、屋根があり雨風が防げる場所で、毛布まで用意されていた。

「いや、ホントすいませんっス」

「いえいえ、普ふ段だんお嬢様がお世話になっているそうですからね、このようなことなんでもございません」

　お礼を言った亮士くんは、近くにあった雨あま樋どいにリードを巻き付けると、犬たちに言った。

「よし、お前たちここでおとなしく待ってろよ」

「「ウォンッ」」

　いい返事ですね。

「では、早く中に入りましょう。このままでは風邪をひいてしまいます」

　おばちゃんにつれられて、おおかみさんと亮士くんはラブホに突とつ入にゆうする。まだ二度目のラブホ体験なのでやっぱりきょろきょろしているお二人に、おばちゃんが言った。

「そういえば、急な雨で雨宿りと考えたお客様が多数いまして、あいにく一部屋しか確保できませんでした……申し訳ありません」

「ひっ」

「一部屋っ!?」

　おおかみさんと亮士くんは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げ、顔を見合わせてしまう。

　これで、二部屋取ってくれているという希望的観測、願い、一いち縷るの望みは絶たれました。

「…………」

「そっそれはその……」

　特に亮士くんのテンパり具合といったら、情けないくらいだが……嫁よめ入り前のおおかみさんとラブホで二人きりなんてもう難易度が高すぎで仕方がないところか。

　なのでヘタレな亮りよう士しくんは逃にげた。

「とっとりあえずおれは雨さえしのげればいいんで、ロビーにでも……」

　紳しん士し的とか表現してもいいかもしれませんが、ここはあえてヘタレと表現させていただきます。このヘタレがっ！

「ええとそれは……」

　そんなヘタレ亮士くんの言葉に、おばちゃんは困った顔をする。

　まあたしかに困りますよね。特にお客さんが大迷めい惑わくです。ラブホに入ったらなんか濡ぬれた男がたたずんでるなんてちょっとしたホラーですよ。ホラーじゃなくても入るの見られたら居い心地ごこちが悪いです。

「……はぁ、まあ一部屋でいいです」

　そんなどうしようもない亮士くんを見かねたおおかみさんはＯＫを出した。

「ええっ!?」

「ええっ!?　って、ただシャワー浴びて服が乾かわくまで待つだけだろうが。…………それともお前、なんかするつもりなのか？」

　テンパりまくりの亮士くんを見て、おおかみさんは逆に冷静になったらしい。なんか年下の男をからかうお姉さんみたいになっている。だがどこかやっぱり不自然だ。

「そっそんな！　そんなわけないっスよ!!」

「ならいいじゃねーか」

　そんな二人を、にっこにこしながら見ていたおばちゃんだったが、

「……くしゅ」

　と、くしゃみをしたおおかみさんを見て、あわてて部屋に案内をし始める。

「これは大変、ではこちらに……」

　そして案内されたのは、ベッドにバスルームにテレビに……と実にオーソドックスなお部屋だった。しかし生活感がなく、ここでできるのは…………アレくらいしかありません。まあ、ラブホはそういう場所なのですが。

　ともかく、この部屋を空けておいたのは、あまりに冒ぼう険けんしたお部屋では色々まずいだろうという判断が働いたからに違ちがいない。

　まあなんというか…………すごいのがあったら、おおかみさんたちどん引きですよね。大人の事情で、すごいのと表現させていただきますが、そんなのが背景にあったら、どきどききゅんきゅんな甘酸っぱいラブコメはできません。

　高鳴る胸に言葉が出ず、頰ほほを染める二人……の背後にピーが鎮ちん座ざしてたり、会話がふと途と切ぎれた瞬しゆん間かんに見つめ合い徐じよ々じよに二人の顔が近づいていく……その横にズキューンが威い風ふう堂どう々どう立ってたりしたら、なんかもう全部台無しです。

「バスローブがありますのでそれに着き替がえて、濡れた服はこのかごに入れ、あそこの出前口から出してください」

「あっはい」

「わかりましたっス」

　二人は心こころ許もとなげにきょろきょろする。

　初めて見るというか、前に一度浦うら島しまさんと初めて出会ったときの事件で突とつ入にゆうしたことはあったのだが、あのときは特別な部屋だったし、色々あったので細かなとこまでちゃんと見れなかったのだ。

「それではなにかありましたら、内線で呼び出してください。すぐに参りますので」

　というわけでおばちゃんは部屋からいなくなり、おおかみさんと亮りよう士しくんが残される。

　亮士くんはおばちゃんに言われた、入り口のドアの横にある小さな扉とびら……出前口を確かく認にんする。そこを開けると向こうにも扉が見える。

「なるほど、ここに服を置けば外から取れるわけなんっスね」

　逆に飲み物などを頼たのめば、向こうから従業員と会うこともなく受け取れ……ってなに説明してるんでしょう。

「おい亮士、バスローブがあったぞ」

　ともかく、亮士くんが感心していると、バスローブを見つけたおおかみさんが亮士くんにそれを投げた。

「じゃあオレ向こうで着き替がえてくるわ」

「了りよう解かいっス」

「…………覗のぞくなよ？」

　にやりと笑ってからかうように言うおおかみさんに、

「もっもちろんっス」

　亮士くんは頭をぶんぶん縦に振ふる。

　おおかみさん……なんかキャラが違ちがいます。

　そして二人がバスローブに着替え終わり、濡ぬれた服をかごに入れておばちゃんに託たくしたあと、

「あ、涼りよう子こさんが先に入ってくださいっス」

　という亮士くんの言葉に、おおかみさんはバスルームに消える。亮士くんは挙動不ふ審しんにうろうろする。

「…………うう～」

　まあ、こんなことがあって、冒ぼう頭とうみたいなあり得ない感じになったんですが、もう少しこの間の様子を見てみましょう。




　着替えるためにバスルームに入ったおおかみさんはというと……

「…………うう～」

　やっぱり、頭をがしがしかきむしっていた。

「くそっ、なんか意識してるみたいじゃねーかよ!!」

　先ほどまで微び妙みように冷静っぽかったおおかみさんだが、どうやら意地を張ってたらしい。さすがですね、意地っ張りにもほどがあります。

「というか『……なんかするつもりなのか？』って、いったいどんなキャラだよ!!」

　しかも、今の状じよう況きようなんかまったく気にしてないぜ!!　というのを強調しすぎたあまり、あんな変なキャラになったらしいです。

　おおかみさんは、「ああ……」やら「うう……」やら、それからしばらく唸うなっていたのだが、

「…………………………まあいい、風ふ呂ろに入ろう」

　脳がショートしたらしく、考えるのをやめた。

　濡ぬれたＴシャツとジャージを脱ぬぎ、バスローブに着き替がえるとさささっとかごに入れて部屋に戻もどり、出前口に投入する。その際、テンパってる亮りよう士しくんは無視した。

　そして戻ってきたおおかみさんは、

「…………はぁ」

　なぜかほっとしたように息を吐はいたあと、バスローブと下着を脱ぎ浴室に突とつ入にゆうする。ちなみに、下着を渡わたさなかったのはアレ、あまり濡れてないし……なにより恥はずかしかったからでしょう。おおかみさんは乙女おとめなのです。

「おお……」

　浴室に入ったおおかみさんは、微び妙みように広めなお風呂に少し感動する。おおかみさんの巣すにあるバスルームは、トイレと一いつ緒しよのユニットバスではないのだが、ここまで広くはない。あと、従業員のおばちゃんが気を利きかせてくれたらしく、お風呂にはすでにお湯がはってあった。

　おおかみさんは身体からだをシャワーで軽く流し……ただけでなく、なぜかきれいに全身を洗いまくったあと、湯船につかる。

「…………はぁ～」

　人ひと心地ごこちついたところで、おおかみさんは今後の方針について考えることにした。

　といっても、亮士くんが暴走でもしない限り、なにかするつもりはないので、問題は服が乾かわくまでどうやって時間を潰つぶすかというこの一点に集約されるんですが。

　なら、きれいに身体を洗いまくる意味なくね？　って感じですが、それはそれ、乙女心ってやつですよ。

　ともかく、密室で半はん裸ら……というか、バスローブ姿で二人きりだと空気がおかしくなるに決まってます。

「ううう……」

　こんなことで悩なやむおおかみさんは、すごく乙女でかわいいですね。




　亮りよう士しくんが相変わらず挙動不ふ審しんにうろうろしていたら、湯上がりおおかみさんが降臨する。

「おい亮士、上がったぞ」

「はははははっはいっス」

　そう言いつつ、亮士くんはまったく動かない。あんたテンパりすぎです。

　バスローブを着た湯上がりおおかみさんに、亮士くんはどきどきしてしまう。

　そんな視線に気がついたほかほかのおおかみさんは、あきれてため息混じりに言った。

「…………風邪かぜひかねぇうちにさっさと入れ」

「りょっりょうかいっス」

　同じほうの手足を出しながら、亮士くんはぎこちなく歩いていく。

　おおかみさんはそんな亮士くんの背中に、なんでもないかのように言った。

「ああ、湯がはってあった。あのおばちゃんに、あとで礼言っとかねぇとな」

「そっそうっスか、了りよう解かいっス!!」

　いっぱいいっぱいの亮士くんは、今のおおかみさんの言葉にものすごい事実が隠かくされていたのにも気がついていない。

　そして服を脱いだあと、少し広めのバスルームに入った亮士くんは……あることに思い至り硬こう直ちよくする。

　たしかに浴よく槽そうには湯がはってある。それを見て亮士くんは思ってしまったのだ。

「…………」

　ここに涼りよう子こさんが入っていたのか……と。亮士くんはふらふらと湯ゆ船ぶねに顔を近づけ…………たところで我に返った。

「…………はっ!?」

　おれは今、なにを考えていたっ!?　変態かっおれはっ!!

　亮士くんは全ぜん裸らで苦く悩のうする。

　しかし……おおかみさんのダシが出たお風ふ呂ろの湯です。亮士くんとしては、正直飲めそうです。湯船につかっただけで昇しよう天てんできそうです。この場にペットボトルがあったなら、このお湯を詰つめて持って帰って家宝にしたいくらいです。このお湯は絶対なにかすばらしい効能があるに違ちがいないのです。

　なので亮士くんの気持ちもわかります。皆みなさんも、おおかみさんの湯とかいう入浴剤ざいがあったら欲しいですよね！　ね!!

　………………すいません、ちょっと取り乱しました。

　それはともかく、全裸で頭を抱かかえる亮士くんは、

「うおお、おれはどうすれば……」

　登場時は純情少年っぽかったのに、今では見る影かげもありません。

　亮りよう士しくんはあの紳しん士したちから絶対悪い影えい響きよう受けてますよね。

　そして亮士くんはしばらく葛かつ藤とうしたのち…………答えを出した。




　お風ふ呂ろから上がった亮士くんは夢見心地ごこちで言った。

「…………いい……お湯だったっス」

　ちなみにあのおおかみさんのダシが出たお湯に対し、亮士くんがどこまでやったかは、亮士くんのみぞ知るという感じで。

　……いや、詳しよう細さいに書いちゃうと、ただでさえ暴落気味な主人公株がさらに値を下げてしまうので、このあたりで勘かん弁べんしてあげてください。それでも気になる方は……自分の心に聞いてください。あなたが許せる範はん囲いぎりぎりいっぱいが、亮士くんの行った行こう為いです。[image: ←]責任丸投げ

　亮士くんは一応主人公ですが、思春期まっただ中のお年とし頃ごろの少年でもあるんですよ。ちょっと暴走したって仕方ないですよ。だって亮士くんはおおかみさんのことが大好きなんですから。

　まあそれはともかく、亮士くんが部屋に戻もどってきたとき、おおかみさんは亮士くんに背を向けた状態でベッドに座っていた。それを見た亮士くんはそんなおおかみさんの隣となりに…………行けるわけもなく、背中合わせになるようにベッドに腰こし掛かける。しかも、できるだけ離れようと、おおかみさんとは反対側がわのベッドの角に座ったので、おおかみさんと亮士くんはベッドの角と角に座るなんて変なことになっている。ヘタレです。

　でも、おおかみさんはその振しん動どうでビクッとなる。

　バスローブ一枚、無防備ってレベルじゃないですからね。おおかみさんの防ぼう御ぎよ力は今、ものすごいことになってますよ。露ろ出しゆつ度が上がるとなぜか強くなるゲームの中とは違ちがうのです。

　というわけでおおかみさんは亮士くんに言った。

「おい亮士、それ以上近づいてきたらぶっ飛ばすからな!!　マジぶっ飛ばすからなっ!!」

「りょっ了りよう解かいっス!!」

　……ここまで来てしまうと、さすがのおおかみさんも虚きよ勢せいが張れなくなったらしい。

「ぜっ絶対に！　なにがあろうと！　指一本触ふれないっス!!」

「………………」

　ここまで必死に断言されると、それはそれで傷ついてしまうのが乙女おとめ心です。

「うっうわっ、なんで枕まくら投げるんスか!!」

「うるせー!!」

　そんなこんなでどたばたしたあと、また、二人は背中合わせで座る。

「…………」

「…………」

　会話はない。

　だがこのままじゃ間が持たないと、亮りよう士しくんが口を開こうとした瞬しゆん間かん、

　ゴロゴロドッシャーン

　と、雷かみなりが落ちた。

「キャッ」

　そんな雷に、おおかみさんは思わずかわいい声を出してしまう。

　おおかみさんは思わず出してしまったかわいい悲鳴に羞しゆう恥ちで顔を赤くし……しかしその顔を亮士くんが見ることはなかった。

　雷が落ちたのがいいところだったのか悪いところだったのか、電気が消えたのだ。

「……停電っスね」

「……そうみたいだな」

「なんか灯あかりになる物探さないと」

「わかった」

　日はすっかり落ちているので、部屋の中は真っ暗だ。

「オレはこっちのほう探すから、お前はそっちな」

「了りよう解かいっス」

　暗くら闇やみの中でも、二人の連れん携けいはいい感じだ。伊達だてにコンビを組んでないといったところか。

「あー、目が慣れて、だんだん見えてきたっス」

「マジか？　オレはまったく見えねーぞ」

「はぁ、夜目は結構利きくほうなんスよ」

　相変わらず変なところでスペックが高い亮士くんです。

「それはそうとそっちはどうっスか？」

「ないな。そっちは？」

「ないっスねぇ」

　真っ暗闇の中で困る二人。だが、おおかみさんがあることを思い出した。

「そうだ、携けい帯たいだ!!」

　なるほど。携帯の画面の光は、懐かい中ちゆう電でん灯とうには負けるでしょうが、ないよりはましですよね。

「どこに置いたか……ああ、洗面台の上だ」

　置いた場所を思い出したおおかみさんは、

「あっ危ないっスよ!!」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、亮士くんが止めるのを無視して、暗闇の中を洗面所に向かう。が、見えてないおおかみさんはなにかにつまずいた。

「危ないっ!!」

　そんなおおかみさんを、亮りよう士しくんは自分をクッションにするようにして間かん一いつ髪ぱつで受け止める。

　床ゆかに倒たおれたが、亮士くんのおかげでおおかみさんはどこも痛くなかった。

　亮士くんのほうは背中を強打したみたいだが、声を出すことはなかった。亮士くん、男の子です。

　そんな亮士くんと抱だき合うようにして倒れているおおかみさんは、思いの外頼たよりがいのある胸板にどきどきする。

「あっさっさんきゅー」

「いっいえ」

　そして、どきどきしているのは亮士くんも同じだ。背中は痛いが、それ以上におおかみさんが気になる。

　平静を装よそおってはいるが、湯上がりでいい匂においのするおおかみさんが腕の中にいるのだから、亮士くんも実はもういっぱいいっぱいなのだ。

　なので亮士くんはさりげなくトークをしつつ、おおかみさんを起こそうとして……今世紀まれに見る暴言を吐はいた。

「まずは起きて……ってあれ、涼りよう子こさんいつの間に後ろ向いたんスか」

「…………」

　こいつはなにを言ってるんだ？　と、おおかみさんは怪け訝げんな顔をする。そこで初めて自分の胸に亮士くんの手の感かん触しよくがあることに気がついた。

「…………」

　これはつまり…………亮士くんはおおかみさんの表と裏を間ま違ちがえてしまったんですね。

　背中を打った衝しよう撃げきで身体からだの感覚があやふやなのを考こう慮りよしても、それはないでしょう。

　いくらおおかみさんが胸がな……スレンダーとはいえ、胸と背中を間違えるなんて……。

　そんな、論外な亮りよう士しくんに、おおかみさんは……

「こっこっこ……この、ばか[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　怒いかりなのか半泣きなのかわからない表情で思いきり頭ず突つきをした。くっついているので、亮士くんの頭がどの辺りにあるのかぐらいはわかるのだ。

「ぐっはぁ」

　いいのが入って、亮士くんは動かなくなる。馬ば鹿かにふさわしい末路だった。

　そして暗くら闇やみの中に響ひびくのは、

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　おおかみさんの荒あらい息だけ。

　そのままどれくらいの時間が経たったのだろうか。電気が復旧し、再び点てん灯とうした灯あかりが照らし出したのは、気を失った亮士くんと亮士くんにまたがりマウントポジションをきめてるおおかみさん。

　傍目はためには、おおかみさん勝利の図と見えるだろうが、この場に勝者はいない。気を失った亮りよう士しくんも、表と裏を間ま違ちがえられてしまったおおかみさんも、共に色々な意味で敗者だった。

　特に亮士くんにはこの称しよう号ごうが贈おくられるべきだろう。そうフラグブレイカーという不名めい誉よきわまりない称号を。…………ホント助けたところまではいい感じだったのに。




「あれ、なんでおれこんなところで寝ねてるんスか？　なんかおでこ痛いし」

　惨さん劇げきからしばらくして、亮士くんが復活する。しかも、記き憶おくをなくしているようだが、それはお互たがいにとって幸いなことだろう。

「ねえ、涼りよう子こさ……ひっ」

　何気なく話しかけたら返ってきたおおかみさんの殺気に、亮士くんは思わず声を上げてしまう。

「あの……涼子さ……」

「……なんだ？」

「ひいっ」

　亮士くんは怯おびえまくる。亮士くんは殺気にすごく敏びん感かんなのだ。

　そんな情けない亮士くんの様子に、

「…………はぁ」

　おおかみさんは大きなため息をつきました。

　むかついてむかついて仕方ないが、こいつには悪気はなかったんだから、許してやるかといったところだろう。

「……で、なんだ？」

「ええと、停電になったあたりからの記憶が飛んでるんすけど……」

　そう言われたおおかみさんは色々思い出して、再び殺気のオーラが漏もれそうになるが、どうにか抑おさえ込んで言う。

「お前は……停電になって……灯あかりを探してたときに……つまずいて転んだんだよ」

「……はぁ、そうなんスか。でもなんか……」

「いいから黙だまれ!!　オレがそう言ったならそうなんだよ!!」

　おおかみさんは黒を白と言い張る。どうやらあの出来事を闇やみに葬ほうむることにしたらしい。

　そして、また先ほどまでのようにベッドの上に背中合わせで座るおおかみさんと亮りよう士しくんだったが、

「…………」

「…………」

　やっぱり無言、無言、無言……です。

　そんな沈ちん黙もくに耐たえかねたのか、とうとうおおかみさんが口を開いた。

「…………おい、なんか話せよ」

　おおかみさん、黙だまれと言ったりしゃべれと言ったり、実に忙いそがしいですね。

「えっ、なんかっスか……」

　というわけで、亮りよう士しくんは話題を探す。

　ふと考えてみたら、こうやって二人っきりでゆっくり……かはわからないが、話したことはあまりなかった気がする。

　以前ダブルデートしたことなんかもあったが、そのときおおかみさんは頭を打って記き憶おく喪そう失しつになっていたし、白しら雪ゆきさんに子守頼たのまれたときに二人で行動したりもしたが、二人きりになってもその時々で色々問題があって、ゆっくり話をするどころじゃなかったのだ。いつもおおかみさんと亮士くんとりんごさんは三人一いつ緒しよで、おおかみさんと亮士くんは二人きりになる機会が少なかったりするのだ。

　しかし慣れないとはいえ……

「りょっ涼りよう子こさんの好きな食べ物は!!」

　……これはない気がしますが。

「…………」

　おおかみさんは、ちょっとあきれた顔をしましたが、おとなしく答えます。

「そうだな、ボクシング始めて身体からだを動かすようになってからは肉関係の料理が美味うまくてなぁ」

　おおかみさんですしね。

「でもりんごは運動しないから、肉をあんまり食べると太る、野菜がいいってうるさくてな。おかげでバランスのいい食生活になってる」

「へぇ」

　なんかイメージそのままですね。

　だが、亮士くんの変な質問は、お互たがいの緊きん張ちようを和やわらげる効果があったようだ。

　あの惨さん劇げきで、いつもみたくおおかみさんは暴れ、亮士くんは殴なぐられたので、そのへんも関係あるに違ちがいない。

　まあ、ようやくいつもの二人に戻もどってきたようだ。

「じゃあ今度はオレからだ」

　おおかみさんも亮士くんに乗っかって、前々から疑問に思っていたことを聞いてみる。

「今はバカ共とつるむことが多くなったみたいだけどよ。あいつらとつるむ前は、放課後とかなにしてたんだ？」

　……たしかに気になります。亮士くんは亮士くんで、その私生活が見えてきませんからね。

　あと、バカ共とはフェチというか紳しん士しの皆みなさんのことでしょうね。それと浦うら島しまさんと頭とう取どりさんというところですか？

「えっとバカは言いすぎっスよ…………たしかに愉ゆ快かいな人たちっスけど」

　亮りよう士しくん、愉快な人というのもそれはそれでバカにしてるみたいですよ？

「……それで、おれが前はどんな生活してたかということっスよね……犬の散歩とか、買い物とか、周囲の話題にそれなりについていけるように、話題のテレビ見たり漫まん画が見たり。あと…………余った時間は勉強してたっス」

「……マジでか？　お前ガリ勉だったのか」

　おおかみさんは驚おどろく。たしかに亮士くんのイメージじゃないですね。

「いやそういうつもりはないんっスけど、なんというか…………バカは目立つっスよね？」

「……………………なるほど」

　おおかみさんは心の底から腑ふに落ちました。というか亮士くん、空気みたいにクラスにとけ込むため、涙なみだぐましい努力してたんですね。

「もし先生に当てられたときに答えられなかったら、目立ちすぎて発ほつ作さを起こして見ないでーとか叫さけんでしまいそうっスし、目立たないようさらっと答える感じが一番なんスよ。あと、テストの点も、目立たなく可もなく不可もなくな点を取ろうと思ったら、平均点以上取ってないと無理っスし」

　正解を増やして点数を調節なんて難しいでしょうからね。わざと間ま違ちがえて点数を減らすという調整は簡単ですけど。

「だから暇ひまなときは勉強してたっス。……することなかったっスし」

　それにしても亮士くんは実にむなしい青春を送ってたんですねぇ。

　その後も色々な話をするおおかみさんと亮士くん。

　お互たがいのことをよく知ってるようで、知らないこともたくさんあった。

　家族の話、好き嫌きらいの話、昔の話、好きな曲、好きな本。お互いを知ることができるのがうれしくて、会話は弾はずむ。こんなにも二人で話したのは初めてだ。

　……話が不意に途と切ぎれ、部屋に静せい寂じやくが戻った瞬しゆん間かん、おおかみさんがぽつりとつぶやいた。

「亮士…………お前さ」

「なんっスか？」

「なんでオレに惚ほれたんだ？」

「好きになった理由っスか……」

「…………お前がオレのためにがんばってるのも、……本当に好きだと思ってくれてるのも態度を見てりゃわかる。今までオレのためにしてくれたことで、その覚かく悟ごもわかる」

　おおかみさんはばたりとベッドに倒たおれ、横を向く。そこにはベッドに座る亮士くんの姿が見えました。

「ただ……その理由がわからねー。どう考えても惚れる要素ねーだろ。愛あい想そねーわ、人付き合い悪いわ、目つき悪いわ、凶きよう暴ぼうだわ、口が悪いわ…………人間嫌いだわ」

　おおかみさんは散々自分をけなす。

「基本オレはりんご以外信しん頼らいしてなかった、御伽銀行うちの連中は信用はしてたが、まあそれだけだった。自分で言うことじゃねーが、最悪だな。会う人間会う人間、とりあえず疑ってかかるし、気を許さない。

　特に男は嫌きらいだった。お前を仲間にしたのだって、お前が男気を見せたから、仲間にすることぐらいは許してやるかって感じだった。いつも通りにやってりゃ、すぐに冷めていなくなるだろうと思ってたしな。なのに……お前はオレを助けてくれた」

　紳しん士しなのか、緊きん張ちようしているのか、殴なぐられると思っているのかわからないが、向こうを向いたままの亮りよう士しくんの横顔を見ながらおおかみさんは聞く。

「白はく馬ばの件といい、羊ひつじ飼かいの件といい、お前はなんでそこまでしてくれるんだ？　……おかげでオレは弱くなってばっかりだ。あんなに強くなろうと思ってたのに。しかもその弱くなったのが、そこまで嫌いやじゃなくなってきやがった。今いま更さらオレに、なにも知らない夢見る少女やれってのかってんだ」

　毛皮が剝はげた部分を覆おおい隠かくすかのように、おおかみさんは手で顔を隠す。

「してるんじゃないっスよ……させてもらってるんス」

　おおかみさんの言葉に、亮士くんは前を向いたまま言った。

「涼りよう子こさんがいなかったら……涼子さんのことを好きにならなかったなら、今でもおれは他人ひとが怖こわくて、他人から隠れて生きてたはずっスよ。それでさっき言ったみたいな、おもしろくない学校生活を続けていたはずなんスよ。

　涼子さんががんばっているのを知ったから、おれは涼子さんのことを尊敬して……好きになって、おれもがんばろうと思えた。好きになったなら……やっぱり好きになってもらいたいじゃないっスか。だから隠れるのをやめて、がんばれるようになったんスよ。好きになってもらうためには、隠れていては無理っスからね。

　……まあ今のところは、ご覧の通りで、情けないままなんスけどね。せめて涼子さんの前ぐらいでは格好つけたいんスけど……どうしてもこの口調になっちゃうっスし、まだまだ前ぜん途とは多た難なんっスよ」

「…………」

「……でも、涼子さんと知り合ってから人間関係が広がって楽しいっスよ。同年代の友人と遊んだことなんてまったくなかったっスしね。これも全部涼子さんに会えたからっスよ。涼子さんに出会って隠れるのをやめたから、今のおれがあるんス。これで、涼子さんに好きになってもらえたら万々歳なんスけど……そうならなくてもおれは涼子さんに感謝すると思うっス。だって、好きになったのは無意味じゃなかった……って、格好つけすぎっスか？」

「…………格好つけすぎだな」

　ちゃかすように言うおおかみさんですが……亮士くんがおおかみさんのほうを見れば、真っ赤になった顔を必死に隠かくすおおかみさんに気づいただろう。

　そして二人は再び無言になり、そのまましばらく沈ちん黙もくが続いたあと……おおかみさんがかすかに口を開いた。

「………………よ」

「えっなんスか？」

「……嫌きらいじゃねーよ」

　かけられた言葉に、亮りよう士しくんは思わずおおかみさんのほうを向き……おおかみさんはベッドに寝ねっ転がったまま、亮士くんの目を見て言った。

「オレはお前が嫌いじゃない」

　おおかみさんなりの亮士くんへのお礼、亮士くんの本音、想おもいに対するお返しでしょう。ですが、おおかみさんは意地っ張りですから、こう言うのが精せい一いつ杯ぱい。

「……今はまだこれだけしか言えない。オレの気持ちもまとまってない。ただ、いつか……」

　でも、いつか意地を張らなくてすむときがきたら、くるなんてことがあったなら、そのときは……

　おおかみさんと亮士くんは見つめ合う。

　そしてそのまま二人の顔はどんどん近づいていき………………なんてことはありませんでしたが、それでもいい感じの空気が流れます。恋人同士の甘い空気とまではいきませんが、それに準ずるくらいのとても優やさしい空気です。

「いつかっスか」

「ああ……いつか……な」

　二人は照れたように笑い合う。

　おおかみさんは少しの間その空気に浸ひたっていたが、急にそれが恥はずかしくなったのか頰ほほを赤く染めそっぽを向き、亮士くんはそんなおおかみさんに笑えみを深くし……そこで唐とう突とつにピロリロリロ～と音楽が流れる。

　これは乾かわいた服が出前口に届いたという合図だろう。

「…………服が乾いたみたいっスね」

「…………そうだな」

　少しの沈ちん黙もくのあと、おおかみさんと亮士くんはぽつりとつぶやく。

　今まであった空気が拡かく散さんして、いつもの二人の空気に変わる。

　羽は衣ごろもさえ戻もどってくれば、天てん女によは天に帰るのです。

　おおかみさんも、いつもの毛皮をまとったおおかみさんに戻るのです。

「…………帰るか」

　おおかみさんは、がばっと勢いをつけて起き上がると、笑って言った。

「そうっスね」

　雨降って地固まるではないですが、お互たがいのことを色々知ったある日のおおかみさんと亮りよう士しくんでした。




　昨日思いもかけぬ大雨でラブホで二人きりになり、いい感じにムードに酔よってたおおかみさんですが……今日は昨日のことを思い出して、うぎゃー!!　とかわめきながら頭をかきむしっていた。

　なにかふとした拍ひよう子しに思い出してぎゃーぎゃー言ってるおおかみさんに、りんごさんはあきれ顔だ。

「うぎゃー!!」

「……はぁ、涼りよう子こちゃん、またですの？」

　なんか、朝学校に行くまでのわずかな時間……というか、まだ学校に到とう着ちやくしてないというのに、おおかみさんの発ほつ作さはこれで三度目だ。

「というか、なにが起こったんですの？」

　りんごさんがいくら聞いてもおおかみさんは教えてくれないというか、聞いた瞬しゆん間かんなにかを思い出すらしくうぎゃーとか叫さけぶのだ。

　ヒロインの叫び声じゃありません。叫びに濁だく点てんが入っちゃダメでしょう。

　なにも話そうとしないおおかみさんにりんごさんがほとほと困っていると、そこで登場したのは、

「大おお神かみさま、赤あか井いさま、おはようございます」

　乙おと姫ひめさんだった。隣となりには魂たましいの抜ぬけたような浦うら島しまさんがいる。

　乙姫さんは灰になった浦島さんと腕うでを組み、引きずるように歩きながらおおかみさんに言った。

「昨夜はお楽しみになられたようでございますね」

　おおかみさんはその言葉に口ごもりつつも全力で叫び返す。

「おっおおっお楽しみじゃねーよ!!」

　おおかみさん、必死ですね。

「そうなのでございますか？　てっきりわたくしは……」

「てっきりってなんだよてっきりって!!」

　おおかみさんは乙姫さんの言葉に過か剰じよう反応しまくる。このおおかみさんの異変に乙姫さんが関かかわっていると判断したりんごさんは、乙姫さんに聞いてみる。

「……乙姫さん、いったいどういうことですの？」

　そして、乙姫さんから昨日のことで説明を受けたりんごさんは叫びました。

「りょっ涼子ちゃん、まさかヤっちゃったんですの!?」

「ヤってねーよ!!」

　と叫さけんだおおかみさんだが、そこでまた色々思い出してしまったのか、うぎゃーと頭を抱かかえる。

　りんごさんにはいったいなにが起こったのかがなんとなくわかったようだ。

　というわけで、にやにやしながら、のたうつおおかみさんを愛めでるりんごさん。

「あ、涼りよう子こさんおはようっス!!」

　そんな状じよう況きようで、亮りよう士しくんが登場する。

　相変わらず絶ぜつ妙みようなタイミングで現れますが、これは偶ぐう然ぜんでもなんでもなくて、おおかみさんたちがいつごろ登校してくるか知ってるから。純情で真しん剣けんな恋愛なので別にストーカーではないのです。…………すいません、まるっきりストーカーの言い分ですね。

「ついでに赤あか井いさんもおはようっス!!」

「ついでとはまたお言葉ですの」

　それにしても亮士くんご機き嫌げんだ。

　そしてそんな亮士くんを見たおおかみさんは……

「うぎゃー!!」

　悲鳴を上げました。

　また色々思い出してしまったらしい。

　おおかみさんはしばらく苦しんだあと、亮士くんの肩かたをつかんで揺ゆさぶる。

「わっわわわわ忘れろっ!!　昨日のオレはどうかしてたんだ!!」

　空気に吞のまれたんですから仕方ないですよね。

「うわああああ!!」

　………………おおかみさん、人生は恥はずかしい若わか気げの至りの積み重ねですよ。そしてそんな恥ずかしい思い出も、いつかは笑い話になるのです。

「うぎゃ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　今回の思いがけない出来事で、おおかみさんと亮士くんとの距きよ離りはまた少し縮まりました。

　こういう何気ない思い出を積み重ね、男女の仲は深まっていくのでしょう。

　というわけで、おおかみさんに黒歴史が一つ加わった以外は……


めでたしめでたし



[image: ]







　　　あとがき




　すいません、沖おき田た雅まさしです。[image: ←]土下座を越こえて三点倒とう立りつをしている姿を思い浮かべてください。

　……というわけでオオカミさんシリーズも七冊さつ目、これも読者の皆みなさんのおかげです。ちなみにオオカミさんシリーズは、四ヶ月ごとに出すことを目標にしているので、それより伸のびたら全部私のせいと思っていただいてオーケーです。…………すいません。

　この巻にテーマをつけるとするならば、御お伽とぎ銀行の皆さんの日常でしょうか。彼らが普ふ段だんなにをやってるとか、どんな生活をしてるとかを色々書けたと思います。日常なので盛り上がりに欠けるかもしれませんが、その代わりに笑える箇か所しよが……増えてたらいいなぁ。

　では、恒こう例れいの解説です。これ以降ネタバレなので気をつけてください。




【亮りよう士しくんと紳しん士しの皆さんが公園で踊おどり狂くるう話～元ネタ、さるかに合戦】

　馬ば鹿か話。とことんまで馬鹿に。最近亮士くんの出番が多いのは、人間関係が広がって使いやすくなってきたからです。ぶっちゃけ、昔は動かないキャラの筆頭だったんですよね。対人恐きよう怖ふ症しようで錯さく乱らんするので人と絡からめないし、なんでこんな設定にしたんだ…………と後こう悔かいしていたときが私にもありました。おおかみさん、りんごさんとトリオを組んでるときは動いてくれたのでどうにかなってたんですが。

　でもそんな亮士くんは数々の経験を経て、おおかみさんたちといないときに、こんな愉ゆ快かいな日常を送れるようになりました。成長しましたねと感かん慨がい深いものが……この話では説明キャラになり下がってますけれど。

　お話についてですが、内容がないようとかだじゃれを言いたくなるほどに馬鹿話だったんですが、この年とし頃ごろの男の子たちはまあこんなもんですよね。エロス優先で馬鹿ばっかやってるのが楽しいんですよ。青春なんですよ。私もなんだか書いてて楽しかったです。

　さるかに合戦の登場キャラの内、牛ぎゆう糞ふんのキャラがいませんが……擬ぎ人じん化するとかわいそすぎるなということで出しませんでした。

　あと、猿さる渡わたりさんの恋はたぶん実らなそうな気がしますが、蟹かに江えさんの光ひかる源げん氏じ計画は成功する気がします。蟹だし。




【雪ゆき女めさんの昔のコイバナをみんなで聞く話～元ネタ、雪ゆき女おんな】

　雪女さんの昔話。個人的にはお気に入り。この話、ほんとはオオカミさん５あたりに載のるはずだったんですが、なんか微び妙みよう～という感じで掲けい載さい見送りで、それからも延ばし延ばしに。ですが、ふと思いついたことがあって全面改かい稿こうしたらいい感じに。昔の雪女さんはかわいいです。

　最後のキスとか、どこの少女漫まん画がだよと思いましたが、クールっぽく見えるおかげで、恋に恋していることにまったく気がつかれなかった雪ゆき女めさんに、待ちに待ってた恋の山場が来たら少女漫まん画がっぽい行動を取りそうだなと、ああいう感じになりました。まあ、ここでいう少女漫画っぽいというのは、まるっきり私の偏へん見けんなのですが。

　あのあとはまあ、若人わかとさんは大学出たあとに就職。雪女さんは永久就職先が決まってたので、大学出たあともずるずると小説を書く。その後、雪女さんは一山当てて人気作家になり、それなりのお金を手に入れる。雪女さん、よしこの金で下宿やるぞと唐とう突とつに言い出して、残ってた学園長への三つの願いを利用して家とおかし荘そうを安く建てて、若人さんは仕事を辞やめて主夫に。雪女さんは仕事以外なにもしなくなり、あの若かりし頃ころのクールさはどこへやら、いつの間にかダメ人間に変身という感じですか。そういえば影かげの薄うすい若人さんが普ふ段だんなにをやってるかですが、炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じおかし荘の管理。あとは雪女さんの稼かせいだお金を堅けん実じつに運用していて、その利益もあり道楽みたいな感じでおかし荘が運営されています。若人さんは元ヤンキーとは思えない成長っぷりですが……全部雪女さんへの愛故ゆえなのです。

　あと、雪女さんといえばたばこですが、現実世界では私はたばこを毛け嫌ぎらいしてますが、物語の中ではたばこはすばらしい小道具だと思います。プハーと煙けむり吐はいたり、たばこに火をつけるだけでいい感じの間ができますし、映像の場合は見た目かっこいいですしね。物語の中ならいくら煙吐いても無害ですし。

　まあ、今後雪女さんが登場するときには禁きん煙えんパイポでもくわえてるんでしょうが。




【亮りよう士しくんが女の子たちをストーキングしまくる話～元ネタ、わらしべ長者】

　御お伽とぎ銀行の女の子たちの日常、普段の姿という感じですか。

　それぞれ、らしい感じになったのではと思います。りんごさんなんか特に。……女の子がああいう場所に来るのはちょっと遠えん慮りよしていただきたい。ああいう紳しん士しの社交場に来るカップルはこの世から跡あと形かたもなく消え去っていただきたい。………………あくまでも、一般論ですよ？

　あとは、頭とう取どりさんがいくら上手うまく変装しても見破ってしまうアリスさんとか、恩返しの匂においをかぎつけて色々首をつっこむおつうさんとか、一歩間ま違ちがえば今はやりのヤンデレと化してしまうに違いない乙おと姫ひめさんとか、相変わらず訳のわからないお馬ば鹿かな魔ま女じよさんとか。

　魔女さんは一応の設定はだいたい決まってるんですが……これ!!　という感じに話がまとまらないので、魔女さん話は延期中です。シリーズ終了しゆうりようまでにまとまればいいんですが。

　話として、亮士くんが盗とう撮さつというのは主人公としてどうなんだと思いましたが、おおかみさんの写真が欲しかったし、悪用しない紳士の皆さんの願いだったのでオーケーしたという感じでどうにか許してあげてください。さるかにも、次の天てん女によもそうですが、亮士くんの株が暴落しまくりだなと今いま更さらながらに思いました。……まあいいですよね。

　おおかみさんが外でいい感じの笑え顔がおを浮かべた場面が、あの場面と記き憶おく喪そう失しつのときくらいしかなかったというか思い出せなかったので、おおかみさんの素す敵てき写真はあちらになりました。うーん、ほかにもあったかなぁ。読み返すと、うがーこうしときゃよかったーとかなるので、あまり自分の本は読み返さないんですよねぇ。過去は変えられませんし……というわけで、同じようなネタを使ってたりしたらそれは忘れてるからなので、全力でスルーしてくださいね!!




【おおかみさんと亮りよう士しくんがラブホで……な話～元ネタ、天てん女によの羽は衣ごろも】

　面おも影かげが全然ないかもしれませんがモチーフは天女の羽衣。

　おおかみさんと亮士くんの話ということで思いついたのがこれです。

　おおかみさんは犬でつられるので動かしやすいです。私が犬派なので軽い気持ちで犬好きにしたのに、こんなに便利に使える設定になるとは……なにが幸いするかわかりません。

　話的にはいつぞやみたくラブホに突とつ入にゆう。でも前とは違ちがって好感度たまってるぞ、どうする？　って感じですか。まあ、当たり前ですが、事には及およびません。

　でも亮士くんがお風ふ呂ろでフィーバーしてたりしたんですが……まあいいかなと。

　あ、もう一度言いますが、亮士くんがお風呂でなにをしたかは、皆みなさんが許せる限界までですよ？　いや、最近どこまでが主人公に許される行こう為いなのかがわかんなくなっちゃいまして……。飲むくらいは大だい丈じよう夫ぶなのか？　いや、ダメなのか？　湯船に潜もぐって全身に浴びるのは許されますよね？　…………まあ、さすがの自分もそれは引くわぁの手前で止めといてください。

　おおかみさんが表と裏を間違えられたことについては、やりすぎかと思いましたが……それもまあいいかなと。ラブコメなので、あり得ないなんてことはあり得ないのです。

　じわじわと近寄りつつも、くっつかない二人ですが、まあラブコメはそういうものだと思いますし、くっついたら話が終わるので、生暖かく見守ってやってください。




　というわけで、これ以下、お世話になった皆さんへのお礼です。

　担当の高たか林ばやしさん。いつもいつもいつも遅おくれて申し訳ありません。ですがいつも助かっています。雪ゆき女おんなの話とか、だめ出しもらわなかったら、納なつ得とくのいく話になってなかったと思います。ありがとうございました。

　イラストのうなじさん。いつもいつもいつも私がスケジュールをめちゃくちゃにしているにもかかわらず、すばらしいイラストをありがとうございます、ありがとうございます！

　この本の出版にあたりご尽じん力りよくをくださった皆様、ありがとうございました。おかげさまでまた本を出すことができました。

　そして、この本を読んでくださった皆様。本当にありがとうございます。

　読んで楽しい気分になれる本を目指しているオオカミさんシリーズなので、この本を読んで一いつ時ときでも嫌いやなことを忘れて楽しんでいただけたなら、それ以上の喜びはありません。

　それでは次の本でまた会えたらと思います。


沖おき田た 雅まさし
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沖おき田た 雅まさし

[image: ↓]初めてこの言葉を知った瞬間、ああたしかにあれはパイスラッシュだ……と心の底から納得しました。それ以外の表現が浮かばなくなるほどしっくりきました。……で、いったいなにが言いたいのかというと……[image: π]／って本当にいいものですねぇ。
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イラスト／うなじ

広島在住イラストレーターという名の無職ひきこもりですが十年前はひきこもりじゃなかった気がします。いやどうだろ…とりあえず十年前の自分を召喚したら腰だけは良くなる！
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